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保証 書 別 添 


e この 「 取 扱 説明 書 」 と 添付 の 保証 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使 いく だ さい 。 ER| 
。 保証 書 は 必ず 「 お 買上 げ 日 ・ 販 売店 名 」 等 の 記入 を 確か め て 、 販 売店 か ら お 受け 取り くだ さい 。 urbo 


は じ め に 


この た び は 、 パ ナ ソ ニッ ク パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ を お 買い 求め いた だ きま し て 、 
まこ と に あり が と う ご ざ いま し た 。 


e 漏洩 電流 に つい て 本 機 は 、 社 団 法 人 日 本 電子 工業 振興 協会 の パソ コン 業界 
基準 (PC-11-1988) に 適合 し て お り ま す 。 

@ 本 機 は 、 第 二 種 情報 装置 (住宅 地域 又は その 隣接 し た 地域 に お いて 使用 され 
る べき 情報 装置 ) で 住宅 地域 で の 電流 障害 防止 を 目的 と し た 情報 処理 装置 等 
電波 障害 自主 規制 協議 会 (VCC | ) 量 準 に 適合 し て お り ま す 。 

し か し 、 本 装置 を ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 に 近接 し て ご 使用 に な る と 、 
受信 障害 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
取扱 説明 書 に 従っ て 正しい 取り 扱い を し て くだ さい 。 


MSX マ ー ク は アス キー の 商標 で す 。 
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@ ワ ー プ ロ ・ 標 準 ( 必 ワー プロ 使用 説明 書 ) 


ワー プロ 操作 に 慣れ て いる 人 に お すす めし ます 。 
いろ ん な 機能 を 搭載 し た 便利 な ワー プロ ソフ ト で す 。 


価 ワ ー プ ロ ・ 初 級 (ワー プロ 使用 説明 書 ) 


ワー プロ の 初心 者 向け モー ド 。 
画面 の 上 半分 に キー の 説明 な ど を 表示 し ます の で 、 各 
キー の 機能 を 覚え て いな く て も 十分 使え ます 。 


ワー プロ ・ レ ッ ス ン (② ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


「 ウ ワー プロ を まっ た くき ざわ っ た こと が な い 」 と いう 人 
の た め に 用 意 さ れ た 練習 用 プロ グラ ム 。 画 面 を 見 な が 
ら 表 示 通 り に キー 操作 する と 、 文 章 の 入力 が 練習 で き 
ます 。 


人 アド レス (住所 録 )(② ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


友人 の 住所 や 電話 番号 な ど を 入力 し て 、 覚 えて お きた 
い 人 の デー タ を 管理 し ます 。 


ネー ムカ ー ド (名 刺 岩 )( 必 ワー プロ 使用 説明 書 ) 
お 客 様 か らい た だ いた 名 刺 等 の 整理 に 使い ます 。 


人 @ AA V ソ ラベ ル ( 心 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


の ラベ ル や オリ ジ ナ ル の カー ド が 作れ ます 。 自 分 だ け 
の プラ イベ ー ト ラベ ル を 作っ て お 楽し みく だ さい 。 


ペー ダ ) 


@ デ ジ ト ー ク ( 


簡単 な P CM 録音 が 楽し め ま す 。 メ イン メニ ュー 画面 
で 自動 的 に 再生 させ る こと も で きま す 。 


デジ トーク ツー ル @81 ペ ー ジ ) 
P CM 録音 し た 音声 を 編集 し た り 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー 
ル な ど で 作 成 し た 絵 と 組み 合わ せ て 紙芝居 を 作る こと 
が で きま す 。 

@ グ ラフ ィ ッ クツ ー ル (⑤103 ペ ー ジ ) 


パソ コン 画面 上 に 絵 を 描い た り 、 文 字 を 表示 する こと 
が で きる 「 お 絵描き ソフ ト 」 で す 。 


価 カ ラー 印刷 ツー ル (⑤ 〇 172 ペ ー ジ ) 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 作成 し た 絵 を 、 当 社 製 プ リン 
タタ F き ーPC 1 と マル チカ ラー リポ シンカ も セッ ト を を 
使っ て カラ ー 印 刷 が で きま す 。 


@ び BASIC⑤BASIC 人 入門 ) 


プロ グラ ム 作 成 は モチ ロン 、 漢 字 BAS1C や FM 音 
源 用 拡張 BASIC「MSXーMUS | C」 も 使え る 
の で 、 幅 広く BAS1C を お 楽し みい た だ け ま す 。 


本 体 に つい て の ご 注意 


使い か た を まち が える と 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 以 下 の 注 意 を 守っ て 正しく 使い まし 
典 宙 。 

テレ ビ 、 プ リン タ な どの 周 (ポー ズ ) ボタ ン 高温 、 低 温 、 多 湿 、 直 射 日 
辺 機器 と の 接続 や 、 カ ー ト は 、 保 存 、 呼 び 出 し 中 に は 光 お よび ほこ り の 多い と こ 
リッ ジ の 抜き 差し は 、 必 ず 絶対 に 押さ な いで ! ろ で 使わ な いで ! 


電源 スイ ッ チ が 切れ て いる (デー タ が こわ れる よ !) 使用 温度 範囲 10-35C 


ヾ % 和 や 5 上 


ロ ユ オビ 
画 画 正 下 い 


ラジ オ な どの 受信 機 を 近く 水 な ど を こぼさ な いで ! 本 体 の 中 に 異物 を 入れ な い 
で 使わ な いで ! ei 

受信 機 に 雑音 が 入る こと が 

あり ます 。 


分 解 し な いで ! 強い ショ ッ ク を 長 時 間 使わ か いと き や 雷 が 
内 部 に 手 を 触れ る と 危険 な 与え な いで ! 只 っ て いる と き は 、 電 源 ス 
うえ 、 故 障 の 原因 に な り ま イッ チ を 切り 、 電 源 コ ー ド 


59 計 


ング を コン セン ト か ら 抜 いて ! 
の 


通気 口 を ふさ が な いで ! 重い も の を 上 に 
置か な いで ! 


異常 時 に は 、 販 売店 に 
お 問い 合わ せく だ さい 。 


フロ ッ ピ ピー ディスク に つい て の ご 注意 


フロ ッ ピー ディ スク は 、 プ ログ ラム や デー タ を 保存 し て お く た め に 使う も の で す 。 
取り 扱い か た を まち が うと 保存 し た プロ グラ ム や デー タ が 消え て し まっ た り 、 フ ロッ ピー 
ディ スク が 使え な く な っ た りす る こと が あり ます 。 


付属 )/ シ ステ ム デ ィ ス ク は 絶対 に フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し な いで ! 
フォ ー マ ッ ト す る と 、 付 属 ソ フト の プロ グラ ム が 消え て 、 付 属 ソ フト が 使え な く な っ て 
し まい ます 。 


ディ スク ドラ イブ の 1N フロ ッ ピー ディ スク の 内 部 磁気 の ある と ころ (スピー 


U SE (イン ユー ス ) ラン に 触れ た り し な いで ! カカ や モー タ の 近く ) で 使っ 
が 記 人 0 で いる と どき は 、 た り 、 置 いた り し な いで ! 
フロ ッ ピー ディ スク を 出し 磁石 は に 近づけ な いで ! 
入れ し な いで ! 

少 多 


| " パ ほ こり の 多い と ころ や た ば この 煙 な どか ら 遠 ざけ て ご 使用 くだ さい 。 四 


この 本 の 読み か た 


この 本 は 大 きく 8 つの 章 に 分 か れ て いま す 。 
「 第 1 章 準備 ] は 必ず お 読み くだ さい 。 
ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル に つい て は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロロ 使用 説明 
書 」 を 、BAS1C、MSXーDOS 2 に つい て は 、 別冊 の 「B AS 1C 入 門 」 を お 読み 
くだ さい 。 
「 第 1 章 準 備 」 
各部 の 名 称 や 接続 の し か た な ど 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る まで に 必要 な こと を 説明 し て 
いま す 。 必 ず お 読み くだ さい 。 
「 第 2 章 基 本 」 
スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た や 市 販 ソ フト の 使い か た 
に つい て 説明 し て いま す 。 な お 、 パ ソコ ン な どの キー 操作 の 経験 の な い 方 は 、「 キ ー 
ボー ド の 操作 の し か た 」 で 、 キ ー の 基本 操作 を 覚え て くだ さい 、。 


「 第 3 章 内 蔵 ソ フト 」 
時 計 表 示 機能 や カレ ンダ ー 表 示 機能 な ど 内 蔵 ソ フト の 使い か た に つい て 説明 し て いま 
す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 な お 、 ワー プロ 、 アド レス 、 ネー ムカ ー 
ド 、AV ラ ベル に つい て は 、 別 冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を お 読み くだ さい 。 


「 第 4 章 デジ トー クツ ー ル (音声 編集 ) 」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の デジ トー クツ ー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 説 
明 し て いま す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


「 第 5 章 グラ フィ ッ ク ツ ー ル ,」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 
説明 し て いま す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


「 第 6 章 カラ フー 印刷 ツー ル 」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の カラ ー 印 刷 ツ ー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 説 
明 し て いま す 。 


「 第 7 章 デジ トー クツ ー ル (紙芝居 ) 」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の デジ トー クツ ー ル を 使っ た 紙芝居 機能 に つい て 説明 し て 
いま す 。 


「 付 録 」 
こま っ た と き の 対 処 の し か た 、 仕 様 、 用語 解 説 、 索 引 等 を 記載 し て いま す 。 必 要 な と 
き に 必要 な と ころ を お 読み くだ さい 。 


表記 上 の 約束 


この 本 の 表記 (書き 表し か た ) に は 、 次 の よう な 約束 が あり ます 。 


@ 記 号 の 意味 


特に 注意 し て ほし いこ と の 説明 を し て いま す 。 
必ず 読ん で くだ さい 。 

各 頂 目 の 補足 説明 や 、 操 作 内 容 が いく つか の 場合 に 
分 か れる と き の 説 明 を し て いま す 。 

知っ て お く と 役に立ち ます 。 


0 
@ キ ー の 表記 


・ カ ー ソ ルキ ー は 次 の よう に 表記 し ます 。 ・ 必 要 な 文字 だ け を 表示 する 場合 は 、 そ 
の 文字 を [ で 囲ん で 表示 し ます 。 


参照 ペー ジ を 示し ます 。 


(② 
CO- 纏 症 3 
1 
9 


@ 画 面 の 表記 
画面 の 色 や 、 表示 は 実際 と は 異な る 場合 が あり ます 。 


聞き 慣れ な い 用 語 の 解 


説明 の 中 で 聞き 慣れ な い 用 語 (こと ば ) が で て くる こと が あり ます 。 付録 の 「 よ く 使 われ 


る 用 語 の 解説 」 


(②212 ペ ー ジ ) で 説明 し て いま す が 、 次 に あげ る も の は 基本 的 な 用 語 


で すか ら 、 あ ら か じ め 知 っ て お きま し ょ う 。 


ジ プ ド 


プロ グラ ム 


ン ソン フト ウェ ア 。 コ ンピュータ に 何 か を させ る た め に 作ら れ た プロ グラ ム や 
デー 鐘 ⑳⑩ こ と 。 


コン ピュ ー タ に 何 か を させ る た め 、 一 連 の 命令 を 組み 合わ せ た も の 。 
コン ピュ ー タ に 症 令 や デー タ を 与え る こと 。 

入力 され た 病 令 る プロ グラ ム に し た が っ て 、 実 際 に 動作 を 行う こと 。 
コン ピュ ー タ の 内 部 で プロ グラ ム や デー タ を 記憶 する 部 分 。 


メモ リ 内 の プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピー ディ スク に 書き 込ん で 残し て 
あく こと 。 


フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され た プロ グラ ム や デー タ を コン ピュ ー タ 内 に 
読み 込む こと 。 


プロ グラ ム や デー タ の 集合 を コン ピュ ー タ が 管理 し や すい よう に ひと ま と 
め に し た も の 。 フ ァイル 名 は その プロ グラ ム や デー タ の 保存 、 呼 び 出 し の 
と き に 便利 な よう に 付け て ある 名 前 の こと 。 


操作 が いく つか に 分 か れる と き に 出る 画面 表示 。 そ の 中 の ひと つ を 選ぶ と 、 
次 の 段階 の メニ ュー が 表示 され ます 。 目的 の 機能 に 行き 着く まで これ を 繰 
り 返し ます 。 


メニ ュー の 中 の 、 操 作 し た い 機 能 を 選ぶ た め の 絵 表示 。 

アイ コン を 選ぶ と き や 、 画 面 上 で 次 に 処理 を 行う 位置 を 示す マー ク の こと 。 
テレ ビ の 3 映像 端子 に 接続 する 方 式 。 画 像 の 各部 分 に つき 、 明 る さと 色 合 
い を 別々 の 信号 で 伝え る こと に より 文字 や 細い 線 が より 鮮明 に 映る 。 通 常 


の ビデ オ 接 続 よ り 画質 が 良い が R GB 接 続 に は 劣る 。 音 声 は オー ディ オ ( 音 
声 ) 端子 を 使っ て 伝え る 。 S 映 像 端子 付き の テレ ビ で の み 可 能 。 


1 草 


国 


各部 の 名 称 や は た らき 、 接 続 の し か た な ど 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る まで に 
知っ て お か な けれ ば な ら な いこ と を 説明 し て いま す 。 必 ず 一 度 は お 読み く 
だ さい 。 


梱包 品 の チェ ッ ク 


パッ ケー ジ か ら 品 物 を 取り 出し て 、 次 の も の が 揃っ て いる か お 確か めく だ さい 。 
万 ー、 不 定 が ある 場合 は 、 お 求め の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 


本 体 (1 台 ) 映像 ・ 音 声 ケ テー ブル (1 本) 


アン テ ナ 切 換 器 1 所 ) ワー プロ 機能 割当 表示 シー ル (1 枚 ) 


付属 ンス テム ディ スク (2 枚 ) ゴム 足 (9 


は が き セ ッ タ ー (1 枚 ) 


単 3 乾電池 (829 


保証 書 


サン プル 用 A V ラ ベル 用 紙 


(2 枚 ) 


取扱 説明 書 (本 書 ) (1 冊 ) 
ワー プロ 説明 書 (1 冊 ) 
BASIC 入 門 (1 同 ) 


「 お 客 様 ご 相談 セン ター」 一 覧 表 


@ 中 売り 用 品 や 消耗 品 に つい て は 、 巻 末 の 「 別 売り 用 品 一 覧 ] を ご 覧 くだ さい 。 


各部 の 名 称 と は た らき 


上 和 面 図 


連射 速度 調整 つま み SLOT( ス ロッ ト ) 1 


上 連 身 速度 を 調整 し ます 。 カー トリ ッ ジ の 差し 込 
連射 ラン プ み 口 で す 。 (使わ な い 
連射 状態 に する と 点灯 と き は フタ を し て お い 
し 、 設 定 さ れ た 連射 速 て くだ さい 。 ) 
度 に 応じ て 点滅 し ます 。 き 
HINIHIHLILHILH ILILHI 
ファ ンク ショ ン キー し イー) 
あら か じ め 決 め ら れ た 人 ト 、 呈 
機能 を 実行 し ます 。 ーー ニー ニョ ーーー- 
( 口 色 ) キキ つつ べつ べ へ ハ へ べべ 


= | 
! 


電池 ボッ クス (底面 ) 
内 蔵 の 時 計 を 動か し 続 
けた り 、 メ モリ の 一 部 
の 設定 を 記憶 させ て お 
く た め の 、 バック アッ 
プ 用 乾電池 を 入れ ます 。 


ーー に = ーーーーー ーー ニー | 
F7/F2 | F8/F3 || Fe/F4 || Fio/fs srop |lcus, 
ーー に ーー ニー ニー リピ ーーーー 呈 ニ ーーーー 


特殊 キー 
入力 する 文字 の 選択 や 
修正 、 編 集 、 プ ログ ラ 
ム の 実行 、 制 御 な ど に 
使い ます 。( 唱 色 ) 


文字 キー 
文字 を 入力 し ます 。 記 。 
( 園 色 ) 取消 キー スペ ー ス ギー 
内 蔵 ソ フト で 操作 を 取 空白 (スペ ー ス ) を 入 
り 消す と き に 使い ます 。 力 し ます 。 


@ 実 行 キー と 取消 キー は 内 蔵 ソ フト と 付属 ソフ ト 以 外 で は 無効 で す 。 


間 


内 蔵 ソ フト 切替 スイ ツチ 


本 機 の 内 蔵 ソ フト を 使 
う 場 合 は 「 入 」、BA 
S 1 C や 市 販 の フロ ッ 
ピー ディ スク 版 ソ フト 
を 使う 場合 は 「 切 」 に 
し ます 。 


RESET( リセ ッ ト ) ボ タン 


現在 パソ コン が 記憶 し 
て いる プロ グラ ム や デ 
ー タ を 消し て 、 電 源 ス 
イッ チ を 入れ た 直後 の 
状態 に 戻し ます 。 (た 
だ し 、 日付 、 時刻 、 画 


面 表示 位置 の 設定 は 保 
存 さ れ ま す 。) 


UTULUTUOUURUOWW | 


テン 守 一 
数 字 や 記号 を 人 力 し ま 
す 。 (ソフ ト に よっ て 
は 使え な いも の が あり 
ます 。) (日 色 ) 


ョ 較 居 見 妃 列 
回 吉昭 


2 ー ジ ルギー 
カー ソル を 移動 し ます 。 
(回 色 ) 


実行 キー PAUSE( ポ ボー ズ ) ボ タン 
内 蔵 ソ フト で 操作 を 実 パソ コン の 動作 を 一 時 


行 す る と き に 使い ます 。 的 に 止め ます 。 


前 面 お よび 右側 面 


IN USE( イ ン ユ ー ス ) ラ ンプ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
デー タ の 保存 や 呼び 出 ドラ イブ 
し を 行っ て いる と き に プロ グラ ム や デー タ を 
点 減 し ます 。 フロ ッ ピー ディ スク に 
モー ドラ ンプ Ei 
高速 モー ド で 動作 中 に Ma 


す 。 
点灯 し ます 。 
電源 ラン プ ディ スク 取り 出し ボタ ン 
源 ラ ン 


フロ ッ ピー ディ スク を 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 取り 出す と き に 押し ま 
と 点灯 し ます 。 す 。 


PORT( ポ ー ト ) 2 


録音 マイ ク が 内 蔵 され PORT( ポ ー ト ) 1 


て いま す 。 ジョ イス ティ ッ ク や マ 
ウス を 接続 する た め の 
端子 で す 。 

_、 PAUSE( ポ ー ズ ) ラ ンプ 

CAPS ラ ンプ ポー ズ ボ タ ン を 押す と 

(CAPs ) キ ー を 押す と 点 点灯 し ます 。 

灯 し ます 。 


か な ラン プ 
キー を 押す と 点 
灯 し ます 。 


後面 お よび 左側 面 


9 映像 出力 端子 映像 出力 中 子 ( 黄 公 ) 
Le テレ ビ の 映像 (ビデ オ ) 
テレ ビ の S 映 像 入力 人 
に 入力 端子 に 接続 し ます 。 

マイ ク 接 続 端子 
テレ ビ の RGB21 ピ ン も の の 本 Se 
マル チ 上 端子 に 接続 し ま プリ ンタ 接続 端子 
す 。 プリ ンタ な ど を 接続 す 
る た め の 端子 で す 。 


SLOT( ス ロッ ト ) 2 
カー トリ ッ ジ の 差し 込 
み 口 で す 。 


ーーー ニ ーー 一 
/  / プ 


関 時 5 MM 
leee。 UUUU 


音声 出力 端子 (白色 ) 
テレ ビ の 音声 (オー デ 


ィ オ ) 入力 端子 に 接続 RF 出力 端子 (茶色 ) 電源 スイ ッ チ 


し ます 。 Me に 
アン デ ナ 切 壮 叶 や RF 押し 込む と 「 入 」 、 
ケー ブル を 通し て 、 テ も う 一 度 押す と 「 切 」 
レビ の アン テ ナ 上 端子 に - 
接続 し ます 。 


RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イツ チ 

R F 信号 の チャ ン ネ ル 

設定 用 の スイ ッ チ で す 。 

テレ ビ の 空き チャ ン ネ 

ル ( 1 ch また は 2 ch) 

に 合わ せま す 。 

@S 端 子 の つつ いた テレ ビ に 接続 する 場合 、 別 売 の S 映 像 コー ド が 必要 で す 。 3 映像 コー ド を 接続 し 
て いる 場合 で も 音声 出力 端子 は か な ら ず 接続 し て くだ さい 。 (26 ペー ジ ) 


古 23 


昌吉 池 を セッ ト し ます 


本 機 に は 、 現 在 の 日 付 と 時 刻 を 記憶 し て いる 時 計 や ワー プロ ソフ ト の 学習 辞書 お など 、 い ろ 
いろ な 設定 値 を 記憶 する 機能 が あり ます 。 こ れ ら の 機能 を は た ら か せる た め に バッ クア ッ 
プ 用 乾電池 が 必要 で す 。 初 め て 使う と き は 、 付 属 の 乾電池 を 本 体 裏面 の 電池 ボッ クス に セ 
ッ ト し て くだ さい 。 ぞ その後 は 約 1 年 ご と に 乾電池 を 交換 し て くだ さい 。 

ご 購入 後 、 初 め て 乾電池 を セッ ト し た と き は 、「 購 入 後 初め て 電源 スイ ッ チ を 入れ る 」 
(⑤②42 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


本 体 裏 面 の 電池 ボッ クス の フタ 本 体 の 表示 に し た が っ て 、 乾 電 
を 開け ます 。 池 を セッ ト し ます 。 
< ぐ や シー 
状態 で 行っ て くだ さい 。 
フタ を 閉め ます 。 交換 し た 年 月 を ラベ ル に 書き 込 
み ま す 。 


ご 注意 @ 当 社 製 ネ オハ イト ッ プ 単 3 形 R 6 P (S UM 一 3 CNG) ) の ご 使用 を お すす めし ます 。 
それ 以外 の 乾電池 で は 、 寿 命 が 1 年 に 満た な い 場 合 が あり ます 。 
@ 交 換 す る と き は 、 2 本 同時 に 同じ タイ プ の 新しい 乾電池 を ご 使用 くだ さい 。 
@ 交 換 は 電源 スイ ッ チ を 入れ た まま 行っ つて くだ さい 。 電 源 ス イッ チ を 切っ て 交換 を 行う と 、 時 刻 な 
どの 再 設定 が 必要 と な り ま す 。 
@ 電源 スイ ッ チ を 切っ て 乾電池 の 交換 を 行っ た 場合 は 、 を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 押 
し 、 メ イン メニ ュー 画面 が 表示 され る まで キー を 押し 続け て くだ さい 。( 必 ず 内 蔵 ソフ ト 切 替 ス 
イッ チ は 「 入 」 に し て くだ さい ) 


テレ ビ と の 接続 


正しく 接続 し な いと 、 画 面 が 表示 され な か っ た り 、 音 が 出 な か っ た り し ます 。 後 で 困ら な 
いよ う 、 よ く 説 明 を 読ん で 接続 し て くだ さい 。 ま た 、 テ レビ の 取扱 説明 書 も お 読み くだ さ 


い 。 


テレ ビ の タイ プ は ? 


テレ ビ の タイ プ に よっ て 接続 の し か た が 違い ます 。 テ レビ の 裏面 を 調べ て くだ さい 。 


ト に で そ や で で で で や さぶ 
ss 


アン テ ナ 線 の 接続 郊 RGB21 ピ ンマ ル チ ビデ オ (映像 ) 入力 S 映 像 入力 端子 が つ 
子 だ け の テレ ビ の 場 端子 が つい て いる 端子 が つい て いる テ いて いる テレ ビ の 場 
合 (一 「RF 接 続 |】 テレビ の 場合 レビ の 場合 ( ニ 「 ビ 合 ( 一 「S 接 続 」 
286 ペ ー ジ ) ( 三 「RGB 接 続 」 デオ 接続 」 必 26 ペ ー 必 26 ペ ー ジ ) 

層 27 ペ ー ジ ) あの 


@ 接 続 す る 前 に 、 必 ず 本 機 と 周辺 機器 の 電源 スイ ッ チ が 切れ て いる こと を 確か め て くだ さい 


@「RGB 接 続 」 で 使用 され る と 、 よ り 美 し い 表示 画面 で お 楽し みい た だ け ま す . 


ビデ オ 接 続 / S 接続 


ビデ オ 接 続 
付属 の 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う こき は 、 テ レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を ビデ オ 信 号 に 合わ せま す 。 


オー ディ オ (音声 ) 入力 端子 ( 白 ) 
ビデ オ (映像 ) 入力 端子 ( 黄 ) 


セン トペ 


音声 出力 端子 ( 白 ) 
映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル (付属 品 ) 


 S 接 続 
付属 の 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル と 別売 り の S 映 像 コー ド (推奨 品 VW 一 CV3 : 当社 製 ) で 接 
続 し ます 。 
本 機 を 使う こき は 、 テ レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を S 映 像 信号 に 合わ せま す 。 


デレ ビ 


S 映 像 入力 端子 
S 映 像 コー ド (VW 一 CV3) 


入力 端 子 ( 白 ) 


映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル (付属 品 ) 


@ S 接 続 で は オー ディ オ 入 力 端子 と 音声 出力 端子 も 接続 し て くだ さい 。 
@ テレ ビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ や ビデ オ 信 号 、 S 映像 信号 な どの 呼び 方 は テレ ビ の 機種 に より 異 
な り ま す 。 テ レビ の 取扱 説明 書 を 参照 の うえ 、 ご 自分 の テレ ビ に 合わ せ て 操作 し て くだ さい 。 
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RGB 接 続 


別売 り の RGB ケ ー ブ ル (当社 製 、FS-VC3011A) で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う と き は 、 テ レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を 「RGB」 に 台 わ せま す 。 


R G B21 ピ ンマ ル チ 端 
RGB 出 力 端 字 


司 及 2 セ ンク ド 公 


RGB ケ ー ブ ル (別売 品 ) 


国 記 “RGB 入力 端子 が 8 ピン の テレ ビ に は 授 続 で きま せん 。 ビ デオ 接続 か S 接 続 また は R F 接続 を 


し て くだ さい 、。 
eRGB 出 力 端子 と S 映 像 出力 端子 を まち が わな いで くだ さい 。 


付属 の アン テ ナ 切 換 器 で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う こき は 、 テ レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を 「 テ レビ 」 に 、 ア ン テ ナ 切換 器 の 
スイ ッ チ を 「 パ ソコ ン 」 に 合わ せま す 。 


アン テ ナ 緑 が フィ ー タ 線 の 場合 アン テ ナ 線 が 
ネジ 止め 型 端子 の 場合 | F 弄 端子 の 場合 同軸 ケー ブル の 場合 


75 0 /3000 変 換 器 


テレ ビ の アン テ ナ 上 端子 


2 アン テ ナ 線 と アン テ ナ 切 換 器 の 接続 


フィ ー タ 線 の 場合 同軸 ケー ブル の 場合 


端 了 (3009) 端子 (750) 


同軸 ケー ブル 


ネジ 止め 型 端子 の 場合 F 型 端子 の 場合 


テレ ビ の アン テ ナ 端 子 


750/3000 変 換 器 


アン テ ナ 切 換 器 の 


@ テ レビ の VHF アン テ ナ 端 子 が 「 型 の 場合 は 、 別売 り の 750/3000 変 換 コ ネ ク タ (F 型 ) が 必要 
で す 。 

e アン テ ナ 線 の 信号 が U/V 混 合 の 場合 は 、 先 に 分 波 器 (別売 り 用 品 ) を 通し て か ら VHF の アン 
テ ナ 端 子 と アン テ ナ 切 換 器 を 接続 し て くだ さい 。 


e テレ ビ に 付属 の F 型 プ ラグ を な くさ れ た 場合 は 、 電 器 店 な ど で お 求め くだ さい 。 


ビデ オ テ ー プ レコ ー ダ を 使っ て いる 場合 


ビデ オ テ ー プ レコ ー ダ に アン テ ナ 線 を 接続 し て いる 場合 に は 、 次 の よう に し ます 。 


RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ の 設定 


本 体 後面 R F 接続 で 本 機 を 使用 する と き は 、 テ レビ の VHF 

ピーーーー ググ チャ ン ネ ル を 1 か 2 の 空き チャ ン ネ ル に 合わ せま す 。 

間 また 、RF チ ャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ も 同じ チャ ン ネ 

ル に 合わ せ て お きま す 。 

an 660 RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ は 、 ボ ー ル ペン の 先 な 
ど を 使っ て 切り 替え て くだ さい 、。 


@ 各 端子 へ の 取り 付け か た は 、 28 一 29 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


@ こ の 他 の 接続 方 法 も あり ます 。 ビ デオ テー プレ コー ダ の 取扱 説明 書 も よく お 読み くだ さい 。 
電子 チュ ー ナ 式 の テレ ビ で 空き チャ ン ネ ル が 設定 され て いな い 場 合 は 、 テ レビ の 取扱 説明 書 を 参 
照 し て 、 い ずれ か の 選 局 ボタ ン を 空き チャ ン ネ ル ( 1 か 2 ) に 設定 し て くだ さい 。 


その 他 の 機器 と の 接続 


本 機 を より 楽し く お 使 いい た だ く た め の 機器 と の 接続 に つい て 説明 し ます 。 
周辺 機器 の 取扱 説明 書 も よく お 読み くだ さい 。 


プリ ンタ の 接続 


内 蔵 の ワー プロ ソフ ト で 作成 し た 文書 や 、 付 属 ソ フト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 で 作成 し た 
画像 を 印刷 し た り 、B AS 1C を 使っ て プロ グラ ムリ スト な ど を 印字 する と き に は 、 プ リ 
ンタ が 必要 で す 。 


F S 一 PC 1 の 接続 例 


ョ シンセ シン トペ 


過 S220NIRCN 


推奨 機種 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS 一 PC1 

※F S 一 PC 1 を お 使い に な る 場合 、 内 蔵 ソ フト や カラ ー 印 刷 ツ ー ル は F S 一 A 1WSX 
の ソフ ト と 同様 に 使用 で きま す 。 

※ 当 社 製 プリ ンタ F S 一 PW 1 を お 使い に な る 場合 は 、F S 一 PW 1 取扱 説明 書 の 26 ペ ー 
ジ お よび 36 ペ ー ジ の 説明 に し た が っ て 接続 と 各 ス イッ チ の 設定 を し て くだ さい 。 


本 


ジョ イ バ パッド 、 マ ウス の 接続 


ゲー ム や グラ フィ ッ ク ソ フト な ど で 楽 し むと き に 、 キ ー ボ ー ド の 代わ り に 使え ます 。 特 に 
ジョ イ パ ッ ド は 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム な ど 素 早い 操作 を する と き に 便利 で す 。 ま た 本 機 に は 
連射 機能 (や 57 ペ ー ジ ) が つい て いま す の で 、 連 射 機能 の な い 一 般 の ジョ イ パ ッ ド が 連射 
式 に 早変わり し ます 。 

マウ ス は 、 グ ラフ ィ ッ クソ フト な ど 画 面 上 で 自由 な 位置 を 指示 する 操作 に 便利 で す 。 


( く イ パ ッ ド 


シク 

< の 。 

B6@⑳iR 制 補 | 
TO 


推奨 機種 当社 製 ジョ イ パ ッ ド トド 一 JJ の 2 と 0、 ド 8 一 JS288 
当社 製 MS X 用 マウ ス F き 一 JM1 一 有 H 


外部 マイ ク の 接続 


デジ トー ク や デジ トー クツ ー ル で 録音 を する と き に 、 内 蔵 マ イク の 代わ り に 外部 マイ ク が 
使え ます 。 雑 音 が 入り に くく 、 よ りき れい な 音 で 録音 で きま す 。 


推奨 機種 当社 製 マイ クロ ホン RP 一 VK17 な ど 
(プラ グ ア ダ プ タ RP 一 PA6 0 A を ご 使用 くだ さい 。) 


e 本 機 の 内 蔵 ソ フト 、 付 属 ソ フト を お 使い の 場合 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド は 、P OR T 1 に 接続 
し て お いて お 使い くだ さい 。 市 販 ソ フト を お 使い の 場合 、P OR T (ポー ト ) 1 また は 2 のど 
ちら か に 接続 し て も か まい ませ ん が 、 ソ フト 側 で 指定 され て いる 場合 は 、 指 定 され た P OR T 
に 接続 し て くだ さい 。 一 般 的 に は P OR T 1 が 多く 使わ れ ます 。 

e 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド を お 使い の 場合 は 、 本 機 の 連射 機能 を 「 切 」 の 状態 こし て お 使い くだ さい 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 増設 


本 機 に も う 1 台 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 接続 する と 、 フ ァイル (プロ グラ ム や デー 
タ ) を コピ ー す る と き に た い へ ん 便利 で す 。 
内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て お 使い くだ さい 。 


内 蔵 ソ フト 切替 
0 ツ 
「 切 」 に する 。 


メー ジャス キャ ナ を 使 め と ざめ 


本 機 に 内 蔵 の ワー プロ ソフ ト や 付属 ソフ ト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 で は 、 当 社 製 イメ ー ジ ・ 
スキ ャ ナ (FW 一 RSU 1 W) と 当社 製 イ メー ジス キャ ナン ハン ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー 
フェ イス F S 一 | F A 1 に より 、 イ ラス ト な どの 画像 の 取り 込み が 可能 で す 。 
接続 の し か た に つい て は 、F S 一 | F A 1 の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


内 科 あ 5 @ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 する と 、 メ モリ の 中 の 自由 に 使え る 領域 が 少し 小さ く な り ま 
す の で 、 ソ フト に よっ て は 動か な く な る こと が あり ます 。 
この よう な と き は 、 増 設 し た フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を は ず し て ソフ ト を 動か し て くだ さい 。 
@ 本 機 の 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 2 台 以 上 増設 し た 
状態 で は 動き ませ ん 。 (内 蔵 ド ライ ブ と 増設 ドラ イブ 1 台 の 場合 は 動き ます 。) 
@ 周辺 機器 と の 接続 は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 
@eBAS 1C や MSXーDO S 2 で の ドラ イブ 名 は 、 増設 ドラ イブ が 「 A : 」、 内 蔵 ド ライ ブ が 「C 
: 」 に な り ま す 。 た だ し コン トロ ー ル 立ち 上 げ ( 〇 61 ペ ー ジ ) を し た と き は 、 増設 ドラ イブ が 「A 
: 」、 内 蔵 ド ライ ブ が 「B : 」 に な り ま す 。 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト を 使う 場合 は 、 


増設 ドラ イブ に シス テム ディ スク を 入れ コン トロ ー ル 立ち 上 げ を 行っ て くだ さい 。 ー 国語 


カー トリ ッ ジ の 接続 


ゲー ム な どの ソフ ト や 一 部 の 周辺 機器 の 中 に ( 例 ) 
は 、「 カ ー ト リッ ジ 」 と 呼ば れる 右 の よう な 
形 を し た も の が あり ます 。 


1 個 だ け で 使う 場合 、 通 常 は 2 つの SLOT 
(スロ ッ ト ) の どちら に 差し 込ん で も か まい 
ませ ん 。 2 価 同 時 に 使う 場合 は 、SLOT が 
指定 され て いる 場合 が あり ます 。 ソ フト の 説 
明 書 に し た が っ て くだ さい 。 


電源 ラン プ が 消え て いる こと を 確認 
し ます 。 


カー トリ ッ ジ の ラベ ル 面 (タイ トル 
や 商品 名 が 表示 され て いる 面 ) を 手 
前 (SLOT 1 の 場合 ) 、 ま た は 上 
(SLOT 2 の 場合 ) に し て 、 ま っ す 
ぐに 差し 込み ます 。 


電源 ラン プ が 消え て いる こと を 確認 
し て 、 ま っ すぐ に 抜き 取り ます 。 


国有 証 “カー トリ ッ ジ の 抜き 差し は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 電源 スイ ッ チ が 
入っ て いる 状態 で 抜き 差し する と 、 カ ー ト リッ ジ の 内 容 や 本 機 が こわ れる こと が あり ます 。 


ワー ノロ 棚 絆 丈 ツ ー ル の 肌 / 作 が た 


ワー プロ 使用 時 に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー や (STOP ] 〔CLS7HOME ] し SELECT )LINS)LDEL) 
の 各 キ ー に いく つか の 機能 が 割り 当て られ ます 。 ワ ー プ ロ を 使用 する 前 に 、 付 属 の シー ル 
を 貼る と 便利 で す 。 


ゴム 足 の 貼り 付け か た 


ビデ オ ・ テ ロッ パ (当社 製 、F S 一 UV 1 ) や MS X オーディ オ ユ ニッ ト (当社 製 、F S 
ーCA 1 ) を お 使い に な る 場合 は 、 接 続 す る 前 に 本 機 に 付属 の ゴム 足 を 図 の よう に 貼り 付 
け て くだ さい 、。 


ES 一 UV1 
(FS 一 CA1) 


ご 注意 @ ゴ ム 足 を 貼り 付け な いで 接続 する と 、F S 一 UV 1 や F S 一 CA 1 が ぐら つき 、 故障 の 原因 と な 
り ま す 。 必ず 本 機 に 付属 の ゴム 足 を 貼り 付け て お 使い くだ さい 。 
@ 必ず 本 機 に 付属 の も の を お 使い くだ さい 。 
F S 一 UV 1 や FS 一 CA 1 に 付属 の ゴム 足 は 高 さ が 異 な り 、 本 機 で は 使え ませ ん 。 
@FSーUV1、FS 一 CA 1 の 生産 は 完了 いた し まし た 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て 


フロ ッ ピー ディ スク は 、 ワ ー プ ロ で 作成 し た 文書 や B A S | C 画 面 で 入力 し た プロ グラ ム 、 
付属 ソフ ト の グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 作っ た 絵 な ど を 保存 し 、 必 要 な と き に 呼び 出す こと が 
で きる よう に する た め の も の で す 。 (保存 し な い 場 合 は 、 入 力 し た プロ グラ ム や 文書 な ど 
は 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し まい ます 。) 


使え る フロ ッ ピ ビー ディ スク は 


本 機 で 使え る フロ ッ ピー ディ スク は 、3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク の 両面 また は 片面 倍 密 
度 倍 ト ラッ クタ イプ で 、 箱 に 「2DD」 ま た は 「1DD」 と 表示 され て いる も の で す 。 
その 他 の 表示 (2HD な ど ) の も の は お 使い に な ら な いで くだ さい 。 

当社 製 3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク AF-MF2DD11 (両面 倍 密度 倍 ト ラッ クタ イプ ) を お す 
すめ し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 各部 の 名 称 


ー ト シ way タ ジイ ドブ ロカ クト タデ 


オー トシ ャ ッ タ ・…‥…‥…‥… フロ ッ ピー ディ スク 内 部 の プロ グラ ム や デー タ を 記録 する 部 分 
(磁気 シー ト ) を 保護 する フタ の 役目 を し ます 。 絶 対 に で あけ 
た り し な いで くだ さい 。 


ライ ト プ ロ テク ト タ ブ ‥‥・ フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 大 切な プロ グラ ム や デー タ 
を 誤っ て 書き 換え た り 、 消 し た り し な いよ うに 、 書 き 込み や 消去 
を 禁止 する こと が で きま す 。 こ れ を 「 ラ イト プロ テク ト (書き 込 
み 禁 止 ) する 」 と 呼び ます 。 


ご 注意 @ 付属 の シス テム ディ スク は 保存 用 で は あり ませ ん 。 保存 用 に は 新しい フロ ッ ピー ディ スク を 購入 
レラ iCe<7 だ さ ()8 
@ 付 属 の シス テム ディ スク は 、 保 存 さ れ て いる 付属 ソフ ト な ど を 誤っ た 操作 で 書き 換え た り 消し た 
り で き な い 状態 (ライ ト プ ロ テク ト 状 態 ) に な っ て いま す 。 プ ログ ラム の 保存 の た め に は 、 新 し 
い フ ロッ ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 


加 昌 BEEoigsigiiissssiisss 


ライ ト プ ロ テク ト の 状態 に な か っ て いる と き は 、 下 図 の よう に 、 フ ロッ ピー ディ スク に 穴 が 
見 える 状態 に がかっ て いま す 。 ラ イト プロ テク ト タ ブ を スラ イド させ て 穴 が 見 えな い 状態 に 
する と 、 ラ イト プロ テク ト が 解除 され ます 。 


2c ドブ 回 デ タ ド タプ 


人 
書き 込み 可能 


フロ ッ ピ ビー ディ スク の フォ ー マ ッ ト に つい て 


プロ グラ ム や デー タ の 入っ て いな い 市 販 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク は 、 始 め て 使用 す 
る 前 に 「 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 )」 と 呼ば れる 準備 が 必要 で す 。 フ ォ ー マ ッ ト す る に は 、 
BAS1C や MS メーDOS 2 の フォ ー マ ッ ト 病 令 を 使う 方 法 と 、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 
ネー ムカ ー ド 、AV ラ ベル の 初期 化 機能 "ワー プロ 使用 説明 書 」 参照) を 使う 方 法 が あ 
り ま す 。 必要 な 操作 が 画面 に 表示 され る ワー プロ 等 の 初期 化 機能 を 使え ば 便利 で す 。 


ンス テム ディ ズ スク の 予備 を 作る 


付属 の シス テム ディ スク は 大 切な ファ イル が 保存 され て いる の で 、 誤 っ て 消し た り 書 き 換 
えた り し て し まう と 大 変 で す 。 そ ん な 万 一 の た め に 同じ フロ ッ ピー ディ スク を 1 枚 コ ピー 
し て お ぐ く (パッ クア ッ プ を と っ て お ぐ く ) と 、 安心 で す 。 

コピ ー の し か た は 「BAS1C 入 門 」 を お 読み くだ さい 。 


IN USE( イ ンコ ユース ) ラ ンプ に つい て 


IN USE ラン プ ( 〇 や 22 ページ ) は 、 フ ロッ ピー ディ スク に プロ グラ ム や デー タ を 保存 し た 
り 、 呼 び 出 し た り し て いる と き に 点灯 し ます 。 

IN USE ラン プ が 点灯 し て いる と き に RESET (リセ ッ ト ) ボタ ン や PAUSE (ポー ズ ) ボ 
タン を 押し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切っ た り 、 フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し た りす る と 、 
フロ ッ ピー ディ スク や その 内 容 を こわ し て し まう こと が あり ます 。 

ご 注意 くだ さい 。 


注意 @ フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) する と 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 が すべ て 消去 され ます の で 、 ご 注意 
の ぐだ さ ( い 。 


$ フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) は 、 フ ロッ ピー ディ スク に デー タ を 保存 で きる よう に する た め の 準 備 作 
業 で 、 新 規 に 購入 し た 時 に 、 は じ め の 1 回 だ け 必 要 な 操作 で す 。 


フロ ッ ピ ー デ イス ク の 出し 入れ の し か た 
回 時 0GRSESNID た = = 


フロ ッ ピー ディ スク は 、 表 面 を 上 に し て 、 オ ー ト シャ ッ タ の 方 か ら 「 カ チッ 」 と 音 が する 
まで 差し 込み ます 。 


オー トシ ャ ッ タ の 方 か ら 入 れる 。 


面 を 上 に する 。 


IN USE ラ ンプ が 消え て いる こと を 確か め 
る 。 


ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押す 。 


ご 注意 @ | N USE ラ ンプ が 点灯 し て いる と き に 、 デ ィ スク 取り 出し ボタ ン を 押さ な いで くだ さい 。 フ 
ロッ ピー ディ スク の 内 容 が こわ れ た り 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ が 故障 する こと が あり ます 。 

@|N USE ラ ンプ が 点灯 し て いる と き に 、PAUSE ボ タン や R E SET ボ タン を 押さ な いで 
くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 が こわ れる こと が あり ます 。 


高速 モー ド に つい て 


本 機 の 動作 に は 、 標 準 モー ド と 高速 モー ド の 2 種類 が あり ます 。 
高速 モー ド で は 標準 モー ド よ り も 動作 速度 が 速く な っ て いま す 。 
た だ し 、 画 面 表示 や 印刷 な どの よう に 入出 力 を 伴う 場合 の 処理 時 間 は 、 接 続 機器 に 影響 さ 
れる の で 標準 モー ド と 変わ ら な いこ と が あり ます 。 

高速 モー ド で 動作 し て いる と き に は 、 高 速 モ ー ド ラン プ ( 〇 22 ペ ー ジ ) が 点灯 し 、 標 準 
モー ド に な る と ラン プ は 消灯 し ます 。 


高速 モー ド で 動作 させ る に は 


ワー プロ な どの 内 蔵 ソ フト や 本 機 に 付属 の シス テム デイ スク に 収め られ て いる ソフ ト 、 
BASIC、「MSX turbo R」 マ ー ク が 表示 され て いる 市 販 ソ フト (R OM カー トリ ッ 
ジ ま た は フロ ッ ピー ディ スク ) は 高速 モー ド で 動作 し ます 。 

また 、MSX、MSX 2、MSX 2 十 パ ソコ ン で 作成 し た BAS 1C の プロ グラ ム も 、 高 
速 モ ー ド の BAS 1C の 画面 を 表示 させ て か ら プ ログ ラム を 呼び 出し て 実行 する と 、 高 速 
モー ド で 動作 し ます 。 た だ し 動作 速度 が 異な り ま す の で 、 プ ログ ラム に 一 部 修正 が 必要 な 
場合 が あり ます 。 


以下 の 場合 は 、 標 準 モ ー ド で 動作 し ます 。 


(R OM カー トリ ッ ジ また は フロ ッ ピー ディ スク ) を 使用 し た と き 。 
@MSX、MSX2、MSX2 パソ コン で フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し た フロ ッ ピー ディ 

スク 、 ま た は 本 機 が 標準 モー ド の と き に フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー ディ スク を ディ ス 

ク ド ラ イブ に 入れ た 状態 で 、 次 の 操作 を し た と き 。 

・ 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 電 源 を 入れ た 。 

・ 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 リ セッ ト ボ タン を 押し た 。 

・ メ イン メニ ュー 画面 で BAS |1C を 選択 し た 。 


※ 標 準 モ ー ド また は 高速 モー ド で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピ ー デ イス ク の 見 分 け か た 
MSXーDOS 2 の 画面 で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を ディ スク ドラ イブ に 入れ て 
「CHKDSK B : 」 と 入力 し 、|IN USE ラ ンプ が 消え た ら 調 べた い フ ロッ ピー ディ 
スク を ディ スク ドラ イプ に 入れ て 、 同 を 押し ます 。 

ぞ の と き 、 フ ロッ ピー ディ スク の 使用 状況 を 知ら せる メッ セー ジ が 表示 され ます 。 そ の 
中 に 「 デ ィ ス ク は MS XーDOS 2 で フォ ー マ ッ ト さ れ て いま せん 。」 と いう メッ セー ジ 
が ある 場合 、 そ の フロ ッ ピー ディ スク は 標準 モー ド で フォ ー マ ッ ト さ れ た も の で す 。 


e 一 部 の 市 販 ソ フト に は 、「MS X turbo R」 表示 の な いも の で も 高速 モー ド で 動作 する も の が 
あり ます 。 高速 モー ド で うま く 動作 し な い 場 合 は 、 標 準 モ ー ド で 動作 させ て くだ さい 。 
[1 ] (文字 キー) を 押し た まま 電源 を 人 れる と 標準 モー ド で 動作 し ます 。 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た 、 市 販 ソ フト 
の 使い か た 、 連 射 速度 調整 つま み と ポ ー ズ ボタ ン に つい て 説明 し て いま す 。 


蛋 人 令 禄 め ( 電 混 人 イツ ナ を 人 れる 


さあ 、 ス ター ト し まし ょ う 。 で も 、 そ の 前 に も う 一 度 、 次 の こと を 確認 し まし ょ う 。 
電源 コー ド は コン セン ト に 差し 込ま れ て いま すか 
や 本 機 は テレ ビ に 正しく 接続 され て いま すか ?⑦ (25 ペ ー ジ ) 
避 乾 電池 を 電池 ボッ クス に セッ ト し まし た か の ( 必 24 ペ ー ジ ) 


電源 スイ ッ チ の 入れ か た 


ここ で は 、 内 蔵 ソ フト を スタ ー ト する と き の 最 も 一 般 的 な 電源 スイ ッ チ の 入れ か た を 説明 
し ます 。 


接続 し て いる テレ ビ な どの 周辺 機器 の 電 
源 ス イッ チ を 入れ ます 。 

パソ コン と テレ ビ の 接続 方 法 に より 、 テ 
レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を 正しく 設 
定 し て くだ さい 。 

また 、 内 蔵 の ディ スク ドラ イブ に シス テ 
ム デ ィ ス ク 2 を 差し 込ん で くだ さい 。 


内 蔵 ソフ ト 切 替 ス イッ チ が 「 入 」 に な っ 
て いる こと を 確か め 、 を 押し な 
が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 次 ペー ジ 
の メイ ン メ ニュ ー 画 面 が 表示 され る まで 、 
キー を 押し 続け ます 。 

※ 次 回 か ら は 電源 スイ ッ チ を 入れ る だ け 
で す . 

この 方 法 で スタ ー ト する と 、 メ モリ 内 の 
内 容 が 初期 化 さ れ ます 。 

左 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 

これ は 本 機 が スタ ー ト し た こと を 表す 画 
面 で 、「MS X の タイ トル 画面 」 と 呼び 
ます 。 


和 ま 妃 を は な さ な い で くだ さい 。 


(MS X の タイ トル 画面 ) 


@ ゲー ム な どの 市 販 の ソフ ト を 使う 場合 は 、「 市 販 ソ フト の 一 般 的 な スタ ー ト の し か た 」 
(②60 ペ ー ジ ) を お 読み くだ さい 。 
@|1| で シス テム デ ィ ス ク を 差し 込ま な く て も メイ ン メ ニュ ー 画 面 は 表示 され ます が 、 デ ジ ト ー ク の 
自動 再生 は され ませ ん 。 ま た 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を 差し 込む と 自動 再生 用 の デー タ を 呼び 出す た 


め に 、 メ イン メニ ュー 画面 が 表示 され る まで の 時 間 が 多少 長く な り ま す 。 


し ば らく する と 、 本 機 の 内 蔵 ソ フト が ス 
ター ト し 、「 メ イン メニ ュー 画面 」 が 表 
示さ れ ま す 。 


これ で 内 蔵 ソ フト が スタ ー ト で きま し た 。 
(内 蔵 ソ フト ゆ 65 ペ ー ジ ) 


を は な し て くだ さい 。 


本 当代 TO 滑 


電源 スイ ッ チ の 切り か た 


フロ ッ ピー ディ スク を 使っ て いる 場合 は 、 

IN USE (イン ユー ス ) ラン プ が 消 
えて いる こと を 確か め 、 フ ロッ ピー ディ 
スク を 取り 出し ます 。 


電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


周辺 機器 の 電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


ご 注意 @ デ ー タ の 保存 機能 や 書き 換え 機能 の ある ソフ ト を 使っ て いる 場合 は 、 ソ フト の 使用 説明 書 の 指示 


喜 、 
に し た が っ て 電源 スイ ッ チ を 切っ て くだ さい 。 他 の 方 法 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 、 ソ フト が こわ 
れる 場合 が あり ます 。 
@ う まく スタ ー ト で き な か っ た と き は 、「 こ ん な こと が 起こ っ たら 」( 必 64 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ 
さき 0。 


@ 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ が 「 切 」 に な っ て いる 場合 は 、 メ イン メニ ュー 画面 は 表示 され ず 、 付属 


ソフ ト の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


キー ボー ド の 操作 の し か た 


内 蔵 ソ フト や 付属 の シス テム ディ スク ソフ 
ト 、 市 販 の ソフ ト 、BAS |1C を 使う と き 
な ど 、 キ ー ボ ー ド を 操作 し な けれ ば な ら な 
いと き が あり ます 。 ここ で は 、 キ ー ボ ー ド 
の 操作 の し か た に つい て 説明 し ます 。 


まず 、 キ ー ボ ー ド に 慣れ る こと が 大 切 で す 。 ひ と つの キー で 何 種類 も の 文字 や 記号 を 入力 
で きる の で 、 最 初 は お む お ず か しい よう で す が 、 何 度 も 練習 し て いる うち に すぐ に 慣れ ます 。 


と に か く 実 際 に さわ りな が ら 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 。 
で は 、B A S | C の 画面 を 使っ て 、 練 習 し ます 。 メ イン メニ ュー 画面 で [0) を 押し て 、 
B A S 1 C を 選ん で か ら 始 め て くだ さい 。 


(BAS1C の 初期 画面 ) 
@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 付属 の シス テム ディ スク が 入っ て いる 場合 は 、 先 に 取り 出し て か 


ら [ 0 ] を 押し て くだ さい 。 


@ 連射 速度 調整 つま み は 、 左 端 の 「 切 」 の 位置 に 移動 し て お いて くだ さい 、。 
ワー プロ の 文字 の 入力 は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


文字 の 入力 モー ド 


色 の キー が 文字 キー で す 。 


回 | 還 国 財 間 | 且 販 虹 上 
市 上 度 
本 | 馬 | 


語り 中 はり コ 計 寺 の 3 
団 眉 回 計り mMKG こ の 


キー 入力 に は 、 次 の 6 つの モー ド (入力 状態 ) が あり ます 。 


英 小文字 モー ド 英字 の 小文字 と 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 
英 大 文字 モー ド 英字 の 大 文字 と 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 
ひら が な モー ド ひら が な を 入力 し ます 。 

カ ダ カ ナ モ ー ド カタ カナ を 入力 し ます 。 

ロー マ 字 か な 変換 モー ド ローマ 字 の つづ り で 、 か な を 入力 し ます 。 
グラ ブイ ツタ モー ド グラ フィ ッ ク 記 号 を 入力 し ます 。 


入力 モー ド は 、 や [ CAPS ) で 切り 替え る こと が で きま す 。 
、[(CAPS ) 、 と 入力 され る 文字 の 関係 は 、 下 表 の よう に な り ま す 。 


、[ CAPS ] を 押す ご と に 、 そ れ ぞ れ の キー の ラン プ が 点灯 消灯 し ます 。 


モー ド |CAPS| か な | 通 常 時 | "シフト 時 *1 
英 小 文字 と 数 字 英 大 文字 と 英 記号 

英 大 文字 と 数 字 英 小文字 と 英 記 号 
ひら が な ひら が な 小文字 と か な 記号 
カタ カナ 小文字 と カナ 記号 
( 較 : ラン プ が 消え て いる 、 口 : ラン プ が つい て いる 。 ) 

* 1 キー と 一 緒 に 押し た と き 。 


文字 の 入力 の し か た 


これ か ら の 説明 で は 、 各 モー ド で の [ CAPS ] キ ー と キー の ラン プ の 状態 と 、 
キー の 状態 を 次 の よう に 表し ます 。 


還 ( ロ ) ……… キー の ラン プ が 消え て いる (つい て いる ) 。 
層 () ………‥ [CAPS ) キ ー の ラン プ が 消え て いる (つい て いる ) 。 
[SHIFT ] = ( 量 ) ……・ (SHIFT ) キー を 押し て いる (は な し て いる ) 。 
英 小文字 モー ド ( gg ) 
まず キー ボー ド の 左上 か ら 順 番 に 文字 キー を 押し て み ま し ょ う 。 次 の よう に 表示 され ます 。 
( し SHIFT ) 昌 ) 


た 半 還 ロビ ド 上 ロロ 1 ロビ ロ 四 [ ュ ミ ロ 十 
に MEFrmW 


キー 上 の 左下 (⑦ の 位置 ) に 書か れ て いる 英 小文字 、 
数 字 、 英 記号 が 入力 され ます 。 


先 に 入力 し た 文字 と 区 別 す る た め 、 を 押し て 行 を 変え て くだ さい 。 
この と き 、「Syntax error」 と 表示 され ます が 、 気 に せ ず 進め て くだ さい 。 


今度 は 、 を 押し な が ら 、 同 じ よ うに 入力 し て み ま し ょ う 。 
(〔SHiFT) = ) 


本 邊 SS NINEISAEK AM 
HJEI し +*) ご CEUBRMS 


英 小文字 モー ド で を 押し な が ら 人 入力 する 
と 、 英 字 の 大 文字 また は キー 上 の 左上 (⑤ の 位置 ) に 
書か れ て いる 英 記号 が 入力 され ます 。 


英 大 文字 モー ド ( RE 志 ) 


( SHIFT 時 ) 
( (SHiFT) =) 意 
1 柏 ま 衣 計 「( う ニトロ MEFE ロ M1 ロ P パ ュ ミロ キヨ 菜 
hik 1 オキ ます テ に ゅ DBhH 本 テテ ー 
本 


英 小文字 モー ド の 場合 と 、 英 字 の 大 文字 、 小 文字 の 入力 され る 状態 が 反対 に な っ て いま す 。 


ひら が な モー ド ( | か な 上 


( 呈 ) 

要 。 証 二 語 店 よ れ ぼ : トー た て いす 1 電 二 に - ほ 革 2 を とし は 

あさ 電 に 認 時 由衣 MT はお っ あ ET だ し oh 
ひら が な モー ド で は 、 キ ー 上 の 右 下 (の の 位置 ) に 書 
か れ て いる ひら が な 、 長 音 記 号 、 濁 点 、 半 濁点 が 入力 & 回 
され ます .。 0 | 

63 語 | の 

(し SHiFT]) 


語 貞 あお を 中 た 家人 ほ ペ ヘー た で いす が 訓令 に ほ せ "「 所 まし は 
きる まり 1 け 」 っ と す 厨 ご 計 も 、。・ 


キー 上 の ご の 位置 に 書か れ て いる ひら が な の 小文字 、 
か な 記号 が 入力 され ます 。 

ここ に 何 も 書か れ て いな い キ ー は 、⑦ の 位置 の ひら が 
な が 入力 され ます 。 


カタ カナ モー ド ( し 財 か な 」!) 


(し SHlFT ] 時 ) 
Son ET ヨロ ホ ・ー の エッ イマ 中 2 中 ニコ PP リド ギド Eri 
中 NMDAUEITGPUU ヨコ ヨ ヒ ニモ ま 人 1:i 
カタ カナ モー ド で は 、 キ ー 上 の 右 下 (の の 位置 ) に 書 
か れ て いる 文字 の カタ カナ が 入力 され ます 。 & | | 
6 お の 


(SHiFT) っ ) 


CDP つの エキ セコ ヨコ 中 コー の To 才 ニ コ トド ii 
キマ すり ト す 」 ゅ ササ ヒコ ミ モ 、。: ロ 
ロー マ 字 か な 変換 モー ド 


英 小文字 モー ド ま た は 英 大 文字 モー ド の と き [ SHIFT ] を 押し な が ら [か な ) を 押す と 、 ロ 
ー マ 字 か な 変換 モー ド に な り ま す 。 こ の と き 、[ CAPS ] の ラン プ が 消え て いる と ひら が な 
が 、 ラ ンプ が つい て いる と カタ カナ が 入力 され ます 。 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド は 、「 ロ ー マ 字 」 で 読み を 入力 し て 「 か な 」 を 表示 させ る 方 法 で す 。 
押す キー の 種類 は 少な く て すみ ます が 、 キ ー を 押す 回 数 は 増え る こと が あり ます 。 
( 例 : 「 う み 」 と 入力 し た いと き は [U)([M][ と 押す 。) 


ロー マ 字 の つづ りか た は 、「 ロ ー マ 字 ・ か な 変換 表 」 ( ゆ ⑦BAS1C 入 門 ) を ご 覧 くだ さい 。 

ロー マ 字 の つづ り に は 、 次 の よう な 規則 が あり ます 。 

・「 ん 」 「 ン 〕」 は NN (N ま た は 結 音 (A・|・U・E・O) 以外 の 文字 が 次 に くる 場合 
は 、N ひ と つ だ け で も 「 ん 」「 ン 」 を 入力 で きま す 。) 

・A、1|、U、E、0、X、N 以 外 の 文字 を 2 つ 続 ける と 、 小 文字 の 「 っ 」 ま た は 「 ッ 」 
に な り ま す 。 

・L の あと に 入力 され た A、|、U、E、O、YA、YU、YO は 、 小文字 の 「 ぁ 」「 ぃ 」 
「 う 」「 ぇ え 」「 ぉ お 」「 ゃ 」「 ゅ 」「 ょ 」 ま た は 「 ァ 」「 イ 」「 ゥ 」「 エ 」「 ォ 」「 ャ 」 
「 ュ 」 「 ョ ヨ 」 に な り ま す 。 


ご 注意 BAS1C で 使え る ロー マ 字 か な 変換 と 、 内 蔵 ワ ー プ ロ ソ フト で 使え る ロー マ 字 入力 モー ド は 、 
ー 部 異な る 部 分 が あり ます 。 


また 、 名 読点 や 記号 は 、 次 の キー を 押し ます 。 
・ 読 点 (、) ーー ・ 名 点 (。) 


〈 思 9 才 
sHFT | 。 ね SHFT | 二 
隊 昌 馬 2l 


・ 左 ギ か っ こ (「) ・ 右 カギ か っ ご (」 ) 


) 回 
| SHIFT ] む 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド を や め て 、 か な モー ド に し た いと き は 、 を 2 回 押し ます 。 


グラ フィ ッ ク モ ー ド ( ei ) 
[ GRAPH を 押し な が ら 文字 キー を 押す と 、 キ ー 上 の 較 | の 
お 
6 お 


右上 (④ の 位置 ) に 書か れ て いる 文字 や 記号 (グラ 
フィ ッ ク 記 号 ) が 入力 され ます 。 ④ の 位置 に 何 も 書 
か れ て いな い キ ー は 、 [GRAPH] を 押し な が ら 入 力 し 
て も 何 も 表示 され ませ ん 。 


入力 で きる 文字 や 記号 は 次 の 通り で す 。 


回 周回 峰 周 同国 周 財 同上 串 囲 に 
| 副 || 回 央 | 還 | 生還 過 回 呈 間 上 a 選 史 呈 
HI 販 回 周回 周 し MI 財 園 較 回 に | 


還 還 画図 | 自国 | 国 財 回 帳 選 由 旧 
LILUHML_ ルル M GEH 


江 意 @ グ ラフ ィ ッ クモ ー ド は 、 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド や 市 販 ソ フト 使用 時 に は 使え ませ ん 。 


「」 


2 本当 央 TO 滑 


[SPACE ) は 、 1 文字 分 の 空白 (スペ ー ス ) を 入力 する た め の キ ー で す 。 こ の キー も 文字 
キー の ひと つ で す 。 


テン キー ( 下 の キ ー ボ ー ド 図 の 上 色 の キー) 


回 | 則 明男 | 骨 | 山上 虐 | 且 時 EE 
Fl 志 
要 | 必 | 有 || 有 | 聞 | 財 | 和田! 還 記 SE 史 
| 財 | 肌 | 有り | 聞 | 和 | 表 | 骨 | 中)E コ 
国司 = = = We 


テン キー は 文字 キー と 違っ て 、 、( し CAPS )、[SHIFT ] の 状態 に 関係 な く 、 数 字 、 記号 
を 入力 で きま す 。 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 、 各 キー ご と に あら か じ め 定 義 さ れ て いる 内 容 が 入力 され 
ます 。 ま た 、 ぞ その 内 容 は 、 画 面 下部 に ファ ンク ショ ン キ ー と 対応 し て 表示 され て いま す 。 
(定義 され て いる 内 容 を K E Y 令 で 変更 する こと も で きま す 。 必 B A S 1 C 入 門 ) 


LF6 」 し F10 ] は 、 SHIFT ) を 押し な が ら [F1 ][F5 ] を 押し ます .。 


ーー 注意 @ 連射 速度 調整 つま み が 左 端 の 「 切 」 の 位置 に な いと (連射 ラン プ が 点灯 し て いる と 、) 
ーー を 押し て も 正しく 動作 し な いこ と が あり ます 。 
@ 機 械 語 で 書か れ た プロ グラ ム の 中 に は 、 テ ン キ ー が 使え な いも の が あり ます 。 こ の よう な 場合 に 
は 、 文 字 キ ー 上 部 の 数 字 キ ー を 使っ て くだ さい 、。 
@ ワー プロ を 使用 する と き は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 、。 


特殊 キー (前 ペー ジ の キー ボー ド 図 の 画 色 の キー) 


入力 する 文字 の 選択 や 修正 、 編 集 、 プ ログ ラム の 実行 な ど に 使う キー で す 。 
B A S | C 使 用 時 の それ ぞ れ の キー の 機能 は 次 の 通り で す 。 (内 蔵 ソ フト や 付属 ソフ ト 、 
市 販 の ソフ ト で は 、 多 少 機 能 が 違う こと が あり ます 。) 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ を パソ コン に お くる と き に 使い 
ます 。 


本 天 TO 聞 


カー ソル キー 画面 上 で 次 に 入力 する 文字 位置 を 表す カー ソル を 、 上 下 を 石 に 移 
動 す る と き に 使い ます 。 
ッ カー ソル は 画面 上 で は 、 次 の よう な 形 を し て いま す 。 


カー ソル 位置 に カー ソル 位置 に 挿 信 モー ド の 場 
文字 が な い 場 合 文字 が ある 場合 否 
(文字 が C の と き ) (文字 が C の と き ) 


バッ クス ペー スキ ー | カー ソル の すぐ 前 の 1 文字 を 削除 し 、 そ れ に 続く 文字 列 を カー ソ 
ル と と も に を を へ 1 文字 ずら し ます 。 
リー トキ ー 


Y 
pa カー ソル 位置 の 文字 を 1 文字 を 削除 し 、 そ れ に 続く 文字 列 を 左 へ 
1 文字 ずら し ます 。 


挿入 モー ド に し 、 カ ー ソ ル の 形 を 変え ます 。 (ロー ロロ) 

挿入 モー ド で 文字 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 直前 に 文字 が 挿入 さ 
れ 、 そ ぞ それに 続く 文字 列 を カー ソル と と も に 右 に 1 文字 ずら し ます 。 
も う 一 度 を 押す か 、 カ ー ソ ルキ ー や 回 を 押す と 、 挿 入 モ 
ー ド か ら 抜 け 出 て 、 カ ー ソ ル の 形 も 元 に 戻り ます 。 

他 の キー と 一 緒 に 押す と 、 そ の キー の 別 の 機能 を 働か せま す 。 


ご 注意 @ ワー プロ を 使用 する と き は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 の 左上 すみ ) に 移動 し ます 。 

と 一 緒 に 押す と 、 画 面 上 の 表示 を 消し 、 カ ー ソ ル を ホー 
ム 位置 に 移動 し ます 。 

スト ッ プ キー プロ グラ ム の 実行 や リス ト 表 示 を 一 時 停止 させ ます 。 も う 一 度 押 
す と 再開 し ます 。 

[ CTRL と 一 緒 に 押す と 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 断 し ます 。 

この と き は 再開 で きま せん 。 

コン トロ ー ル キー と 同じ よう に 、 こ の キー だ け で は 使え ませ ん が 、 他 の キ 


CTRL ー と 一 緒 に 押す と いろ いろ な 働き を し ます 。 


タプ キー 次 の タブ 位置 まで 空白 を 表示 し 、 カ ー ソ ル を 進め ます 。 タ ブ プ 位 軒 
TAB は 、 画 面 よ り 9 、17、25 文 字 と 8 文字 ご と に 右 に 進み ます 。 


EX の デズ 剛 務 内 蔵 ソ フト や 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト 、 市 販 ソ フト で 
使い ます 。 
セレ クト キー 内 蔵 ソ フト や 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト 、 市 販 ソ フト で 


SELECT 議 較 “ます 


実行 キー 内 蔵 ソ フト で 使い ます 。 


内 蔵 ソ フト で 使い ます 。 


ポー ズ ボ タ ン ゲー ム や プロ グラ ム の 実行 を 一 時 的 に スト ッ プ させ ます 。 も う 一 
度 押す と 、 プ ログ ラム が 再開 され ます 。 
デー タ や プロ グラ ム を 保存 し た り 呼 び 出 し た り し て いる と き は 、 
絶対 に 押さ な いで くだ さい 。 
※ [ PAUSE 」 ボ タン は 誤操作 を 防ぐ た め 、 キ ー ボ ー ド に 押し 込む よ 
うに な っ て いま す 。 


S PAUSE (ボーズ) ボタ ン を 押し た 状態 で 画面 が 一 部 乱れ る こと が あり ます が 、 故障 で は あり ま 
せん 。 


よく 似 た 形 の 文字 に 注意 し まし ょ う 


文字 キー の キー 上 の 文字 に は 、 よ く 似 た 形 の も の が あり ます 。 パ ソコ ン は 少し で も まち が 
っ た 文字 を 入力 する と 正しく 働き ませ ん 。 
特に 次 の よう な 文字 は 注意 し て 、 正 し く 入 力 す る こと が 必要 で す 。 


セミ コロ ン ( 英 記 号 ) 
ハイ フン 、 マ イナ ス ( 英 記 号 ) 


選 呼 呈 記 に た PP 当 コロ ン ( 英 記号 
了 0 長音 (ひら が な ノ カ タカ ナ 記 号 ) 


」 

」 

」 

el 

*」 半 濁 音 (ひら が な ノ カ タカ ナ 記 号 ) 
ヾ 」 濁音 (ひら が な ノ カ タカ ナ 記 号 ) 

ed 

9 

の 

> 

、」 

J 


に だ る 


陸上 上 アン ダー ライ ン ( 英 記号 ) 
李 由衣 往 時 ー 一 中 点 (ひら が な ンカ タカ ナ 記 号 ) 
句点 (ひら が な ノ カタ カナ 記号 ) 


De] UN ンー ベン 
Eo コ 還 ーー ンー リオ ド ( 英 記号 ) 


紀 
読点 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
カン マ ( 英 記 号 ) 


号 の 呼び か た を 覚え まし ょ う 


記号 の 呼び か た を 覚え て お く と 便利 で す 。 


| [イク スク ラメ イシ ョ ン 
ーー ダブ ルク ォ ー ト 


民主 

切 軒 旧 大 か っ こ 、 右 大 か っ こ 
| (} | 左 中 か っ こ 、 石 中 か っ こ 
く >| 不 等 号 (レス ザン 、 
グレ ー タ ー ザ ン ) 


人 思 た の 修 目 の し か た 


文字 の 入力 を まち が っ て も あわ て る 必要 は あり ませ ん 。 次 の 4 つの 方 法 を 覚え て お け ば 簡 
単に 修正 する こと が で きま す 。 


(1 ) [DEL] を 押し て カー ソル 位置 の 不要 な 文字 を 削除 する (削除 ) 。 
(2) を 押し て カー ソル 前 の 不要 な 文字 を 削除 する (前 削除 ) 。 
(3 ) 上 か ら 正 し い 文 字 を 入力 する (上 書き ) 。 
(4) を 押し た 後 、 抜 け て いる 文字 を 入力 する (挿入 ) 。 
で は 、 具 体 的 に 説明 し まし ょ う 。 
画面 を きれ い に し て お く 。 
SHIFT ] を 押し な が ら っ 


CLS/HOME | を 押す 。 


英 小文字 モー ド に する 。 
と [ か な | を 押し 


て ラン プ を 消す 。 


し SHIFT ] を 押し な が ら [ S Sin9 a Son9. 画 
を 押し 、[ | ] [ N][G」) 

LSPACE ] [A] [SPACE ) 
[S][OJ[N]([G] [を 押す 。 


E3 キー で カー ソル の すぐ 前 の 文字 を 消す 
「s on 9.] を 消す 。 


| BS | を 5 回 押す 。 に 2 | Sin9g a 回 


四季 キー で カー ソル 位置 の 文字 を 消す 


カー ソル を 「a に 移動 する 。 
KC を 2 回 押す 。 " 2 
「 a 」 を 消す 。 [ 
を 1 回 押す 。 3 Sin9 画 
上 書き で 文字 を 修正 する 


カー ソル を 「S」 に 移動 する 。 ' 
/ KC を 5 回 押す 回 Tn 


「[S」 を 「s」 に 変え る 。 
っ sliln g 


皿 拉 キ ー で 文字 を 挿入 する 


カー ソル を | 5 」 に 移動 する 。 


KC > を 1 回 押す 。 


挿入 モー ド に する 。 
を 押す 。 3 


|「They]| を 入力 する 。 9 
を 押し な が ら 2 西 

を 押し 、 [日] [E | [Y 

し L SPACE ) を 押す 。 


きす 


カー ソル を | 9 | の 後ろ に 移動 する 。 
ユ They sing 較 
ぐ | を 4 回 押す 。 


「. ]」 を 入力 する 。 
[ ] を 押す 。 


オー トリ ピー ト 機 能 


同じ キー を 押し 続け る と 、 ぞ の 文字 が 連続 し て 入力 され ます 。 この 機能 を 「 オ ー ト リピ ー 
ト 機能 」 と 呼び ます 。 文 字 キ ー だ け で な く 、 カ ー ソ ルキ ー や な ど で も 利用 で きま 
す 。 


e 説 明 通 り に な ら な か っ た 人 は 、( SHIFT ] を 押し な が ら [CLS/HOME) を 押し て 画面 に 表示 され て い 
る 文字 を すべ て 消し て か ら 、 も う 一 度 最初 か ら や り 直 し て くだ さい 。 


連射 速度 調整 つま み に つ いて 


連射 機能 の な い 一 般 の ジョ イ パ ッ ド や ジョ イス ティ ッ ク が 、 連 射 式 に 早変わり し ます 。 
シュ ー テ ィング ゲー ム を する と き な ど に 便利 で す 。 


連 射 速度 調 麗 つ まみ 


連射 速度 の 調整 の し か た 


連射 速度 は 、 連 射 速度 調整 つま み を を 
石 に 動か し て 調整 し ます 。 
左端 の 「 切 」 の 位置 に する と 連射 機能 


切 illlIIIIIL 速 い 連射 速度 
な し の 状態 に な り 、 連 射 ラ ンプ は 消え HIT sisiil 
ます 。 右 に 動か す と 連射 機能 が 働い て 


連射 ラン プ が 点 減 し 、 連 射 速度 が 速く 連射 な し 

な り ま す 。 ラン プ 消 える 。 
また 、 ト リガ ー ボ タン A (1 ) だ け に 

働き ます 。 


た だ し 、 お 使い に な る ジョ イ パ ッ ド や ジョ イス ティ ッ ク 、 ま た 組み 合わ せ て お 使い に な る 
ソフ ト に よっ て は 、 連 射 速度 調整 つま み が 中 間 位 置 の と き に 連射 速度 が 最高 に な る も の も 
あり ます の で 、 最 適 な 位置 に 合わ せ て お 使い くだ さい 。 


また 、 お 使い に な る ソフ ト に よっ て は 連射 機能 が 働か な い 場合 も ありま す 。 ぞ の と き は 、 
連射 速度 調整 つま み を 左端 の 「 切 」 の 位置 に し て お 使い くだ さい 。 


@ 連 射 式 ジョ イ パ ッ ド を お 使い の 場合 は 、 本 機 の 連射 機能 を 「 切 」 の 状態 に し て お 使い くだ さい 。 
@ キ ー ボ ー ド の で も 連射 機能 を 使え ます 。 
た だ し 、 プ ログ ラム の 入力 中 や 通常 に 使用 する と き な ど 連射 機能 を 使用 し な い 場 合 は 、 連 射 束 


度 調整 つま み を 左端 の 「 切 」 の 位置 に 移動 し て お 使い くだ さい 。 


PAUSE ボ ポー ス ) ボ タン に つい て 


ゲー ム な どの プロ グラ ム を 一時 停止 の 
状態 に し ます 。 
これ を 「 ポ ボー ズ 機 能 ]」 と 呼び ます 。 


[PAUSE 」 ボ タン を 押す と 、PAUSE 
(ポー ズ ) ラン プ が 点灯 し ます 。 


ご 注意 @ フ ロッ ピー ディ スク へ の 保存 、 呼 び 出し 中 に は 、 絶 対 に ボタ ン を 押さ な いで くだ さい 、。 
その 後 、 正 常 な 動作 を し な く な り ま す 。 
@ 一 時 停止 状態 に な っ た と き 、 画 面 上 の キャ ラク タ が 消え た り 増 えた り し て 画面 が 乱れ る こと が あ 

り ま す が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 も う 一 度 [ PAUSE ) ボタ ン を 押す と PAUSE ラン プ が 消え 、 ボ タ 
ン を 押す 前 の 状態 か ら ゲ ー ム な ど を 続け る こと が で きま す 。 

@ ソ フト に よっ て は PAUSE ラ ンプ が 点灯 する の が 遅く な っ た り 、 一 時 停止 し な い 場 合 が あり ます 。 

@ ソ フト に よっ て は ポー ズ 機 能 を 取り 消し た と き に 、 ジ ョ イ パ ッ ド な ど に よる コン トロ ー ル が で き 
な く な る も の が あり ます 。 


市 販 ソ ノ フト を 使う 


本 機 で 使え る ソフ ト は # 


パソ コン の 販売 店 な ど で は 、 ゲ ー ム や ワー プロ な どの た くさ ん の ソフ ト が 売ら れ て いま す 。 
し か し 、 こ れ ら の ソフ ト す べ て が 本 機 で 使え る わけ で は あり ませ ん 。 

本 機 は TMS X」「MSX 2」「MS X 2 十 」「MS X turbo R」 と いう 共通 の 規格 ( 約 
束 ご と ) に し た が っ て 作ら れ た ソフ ト だ けが 使え ます 。 こ の よう な ソフ ト は 、 箱 の 上 な ど 
に 次 の よう な マー ク が 必ず つい て いま す 。 


| AASX | に つ 42 | ASX 


た だ し 、 上 の マー ク が つい て いる ソフ ト で も 、 次 の よう な も の は 本 機 で は 使え ませ ん 。 


本 央 TO 洒 


人 @ 特 別 な 周辺 機器 が 必要 な ソフ ト 。 
(通常 、 箱 の 上 に 「 〇 〇 〇 〇 が 必要 で す 。」 や 「 要 〇 〇 〇 〇 」 な どの 表示 が あり ます 。) 


@ カ セット テ ー プ 版 の ソフ ト (本 機 に は デー タレ コー ダ は 接続 で きま せん 。) 
よく わか ら な いと き は 、 販 売店 の か た に 聞い て 確か め て か ら お 買い 求め くだ さい 。 


市 販 ソ フト の 種類 


ソフ ト の 形状 に は いく つか の 種類 が あり ます 。 


ROM 本 体 の SLOT (スロ ッ ト ) に 差し 込ん 
カー トリ ッ ジ | で 、 す ぐに 使え ます 。 


語 束 。 | フロ ッ ピ ー | 内 蔵 ド ライ ブ に 入れ て 、 す ぐに 使え ま 
ディ スク [ す 。 


市 販 ノ トー 服 7 な 人 2 タート の し が た 


まず 、 ぞ それぞれ の ソフ ト の 説明 書 の 指示 通り に スタ ー ト し て みて くだ さい 、。 


説明 書 に スタ ー ト の し か た が 書か れ て いな か っ た り 、 説 明 書 の 指示 通り に し て も スタ ー ト 
し な い 場 合 は 、 次 の 方 法 で 試し て くだ さい 。 そ ぞ それ で も スタ ー ト し な いと き は 、 販 売店 に お 
問い 合わ せく だ さい 。 


し 本 機 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 


ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) や 内 蔵 ド ライ ブ (フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増 
設 し て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 差し 込み ます 。 


電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 ほ と ん どの ソフ ト は 自動 的 に スタ ー ト し ます 。 


市 販 ソ フト の 動作 速度 


ト は 、 一 般 に 、「 標 準 」 の 動作 速度 の と き に 正常 に 動作 する よう に 作ら れ て いま す 。 
この た め 、 本 機 は 、 市 販 ソ フト の スタ ー ト 時 に は 上 自動 的 に 標準 モー ド で スタ ー ト す 
る よう に な っ て いま す 。 

し か し 、 一 部 の 市 販 ソ フト で は 、 高速 モー ド で スタ ー ト し て し まう 場合 が あり ます 。 
この 場合 は 、 一 度 電源 スイ ッ チ を 切り 、 文 字 キ ー の [1 ) キー を 押し な が ら 電 源 ス 
イッ チ を 入れ 直し て くだ さい 。 


@ ソ フト に よっ て は 、 ス ター ト す る まで 多少 時 間 の か か る も の も あり ます 。 
@ ソフ ト に よっ て は 、BAS1C や MSXーDOS ン DO SS 2 の 画面 が 表示 され た と き に 、 特 別 な 
令 を 入力 し な けれ ば な ら な い 場 合 が あり ます 。 そ ぞ の 場合 は 必ず ソフ ト の 説明 書 に 必要 な 命令 が 
書か れ て いま す の で 、 説 明 書 を よく 読ん で 命令 を 入力 し て くだ さい 。 
@ 上 の 説明 や ソフ ト の 説明 書 の 通り に し て も スタ ー ト し な い 場 合 は 、 次 ペー ジ の 「 特 別 な スタ ー ト 
の し か た 」 を 試し て みて くだ さい 。 


ソリ 依 か 2 タート の し が た 


本 機 は フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 内 蔵 し て いる の で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 
持た な い 機種 に くらべ て 、 フ リー エリ ア (メモ リ の 中 の 自由 に 使え る 部 分 ) が 少し 小さ く 
な っ て いま す 。 こ の た め 、 カ ー ト リッ ジ 版 の ソフ ト な どの 中 に は 、 メ モリ が 不足 し て 正常 
に 動か なか いも の が あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 次 の 2 つの 方 法 を 試し て みて くだ さい 。 


本 央 TO 敵 


フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ が 使う メモ リ の 一 部 を フリ ー エ リア に 変え ます 。 こ の た め 
フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の 一 部 の 機能 が 制限 され ます が 、 フ ロッ ピー ディ スク は 使用 
で きま す 。 デ ー タ の 保存 な ど に フロ ッ ピー ディ スク を 使う ソフ ト で 、 メモ リ 不 足 の た め に 
正常 に スタ ー ト で き な い 場合 な ど に 試し て くだ さい 。 


M 本 機 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソフ ト 切 替 ス イッ チ を 「 切 」 に し ます 。 


ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) や 内 蔵 ド ライ ブ (フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 壇 
設 し て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 差し 込み ます 。 


[CTRL を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 [CTRL J は ソフ ト が スタ ー ト し 
て 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 


@ コ ント ロー ル 立 ち 上 げ を し た 場合 は 、、BAS 1C や MSXーDOS/D0S 2 の COP Y 命 令 を 
使っ て 、 プ ログ ラム や デー タ の ファ イル の コピ ー を 作る こと は で きま せん 。 
電源 スイ ッ チ を 入れ 直し て くだ さい 。 


ン ノ フト 立ち 上 げ 


フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ が 使う メモ リ を すべ て フリ ー エ リア に 変え ます 。 この た め フ 
ロッ ピー ディ スク は 使用 で きま せん 。 


虹 本 機 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 


2 ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) に 差し 込み ます 。 


SHIFT ) を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。[ SHIFT ) は ソフ ト が スタ ー ト し 
て 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 


CALL 命 令 


ソフ ト に よっ て は 、B A S 1 C の 画面 で CAL L 命 令 ([C][A][LJ[LJ(5] (2?] を 入 
力 す る と スタ ー ト する も の も あり ます 。 ( [?⑦] は ソフ ト に よっ て 異な り ま す 。) 


ソフ ト の スタ ー ト の し か た で は あり ませ ん が 、 次 の よう な 立ち 上 げ か た も あり ます 。 


し 】 * 
エス ケー ブフ 立ち 上 げ 
エス ケー プ 立 ち 上 げ は 、 バ パッ クア ッ プ メ モリ の 内 容 を 初期 化す る た め の ス ター ト 方 法 で 


す 。 

エス ケー ブ 立 ち 上 げ を 行う と 、BASI1C の 「SET SCREEN」、「SET BEE 
Pl、TSET TITLEJ、「SET PROMP T」 の 各 命令 で 設定 し た 内 容 が 取り 消 
され ます 。 

また 、 内 蔵 ソ フト の 日 付 と 時 刻 の 設定 や 画面 表示 位置 の 調整 (7 ペー ジ ) 、 ワー ダ ロ 
ソフ ト の 学習 辞書 、 ユー ザー 辞書 、 外字 も 取り 消さ れ ま す の で 、 調整 し 直し て くだ さい 。 


[ESC ) を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ 、 メ イン メニ ュー 画面 が 表示 され る まで 
押し 続け ます 。 


4 必要 に 応じ て 、 画面 表 示 位 置 の 調整 (②71 ペ ー ジ ) や BAS 1C の 各 SE「T 症 令 を 
行い ます 。 


付属 ソフ ト を スタ ー ト する 場合 


シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込ん で お きま す 。 

内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ が 「 信 」 の 場合 
電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 本 機 の 内 蔵 ソ フト が スタ ー ト し ます の で 、 メ イン メニ ュー 画 
面 で [0] を 押し て BAS 1C を 選ぶ と 、 付 属 ソ フト が スタ ー ト し ます 。 

内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ が 「 切 」 の 場合 
電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 付 属 ソ フト が スタ ー ト し ます 。 


時 記 度 主 “お 買い 上 げ 後 初め て 電源 スイ ッ チ を 人 れる と き や 、 電 源 ス イッ チ を 切っ て 乾電池 を 交換 し た 後 は 、 


エス ケー プ 立 ち 上 げ を 行っ て くだ さい 。 
@BAS1C の 各 SE T 命 令 に つい て は 、 別冊 の 「B AS | C 入 門 ] を お 読み くだ さい 。 


人 貞 伯 ME 


ここ まで で 「 説 明 し て ある 通り に 操作 を 行っ た は ず な の に うま くい か な か っ た 」 と いう 
か た の た め に 、 よ く あ る 失敗 の 原因 と 対策 の 例 を あげ て お きま す 。 


電源 スイ ツナ を 和信 れ て か らし は らく た つて も 何 も 表示 され な い 


原 因 本 機 や テレ ビ の 電源 コー ド が コン セン ト か ら は ずれ て いる 。 
対 策 本 機 や テレ ビ の 電源 コー ド を コン セン ト に 正しく 接続 する 。 


原 因 本 機 と テレ ビ が 正しく 接続 され て いな い 。 

特に よく ある まち が い は 、 

・ ビ デオ 接続 の と き 、 本 機 の 映像 出力 端子 と テレ ビ の 映像 入力 端子 を 違う 色 の プ 
ラグ で 接続 し て いた 。 

・R F 接続 の と き 、 本 機 の R F 出力 端子 で は な く 、 映 像 出力 端子 に 接続 し て いた 。 
テレ ビ の チャ ン ネ ル を 空き チャ ン ネ ル ( 1 また は 2 ) に 合わ せ て いな か っ た 。 
また は 、RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ を 設定 し な か っ た 。 ア ン テ ナ 切換 器 を テ 
レビ 側 に し て いた 。 

・ 画 面 切替 スイ ッ チ の ある テレ ビ で 、 接 続 に 合わ せ た 画 面 に 切り 替え て いな か っ 


に o 


対策 「 テ レビ と の 接続 」 (②25 ペ ー ジ ) を 参照 し て 、 正 し く 接 続 する 。 


原 因 [PAUSE] (ポー ズ ) ボタ ン を 押し て いる 。 
対 策 ポー ズラ ンプ が 点灯 し て いる 場合 は 、 [ PAUSE ] ボタ ン を 押す 。 


MSX の タイ トル 画面 が 表示 され た 後 、 何 も 動か な い 


原 因 BASIC の SE 命令 で パス ワー ド を 設定 し て いる 。 

対 策 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 続 いて 、 
[GRAPH と [STOP ] を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 そ れ ぞ れ の キー 
は 、BAS 1C の 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 
BAS 1C の 最初 の 画面 が 表示 され た ら [S〕[E][T][SPACE」〔Tj[IJ[T)(L(E) 
("] 向 と 入力 し 、 パ スワ ー ド を 解除 し ます 。 


音 が 出 な い 


原 因 音声 ケー ブル が 接続 され て いな い 。 
対 策 ビデ オ 接 続 や S 接 続 の 場合 に は 必ず 音声 ケー ブル を 正しく 接続 し ます 。( 必 26 
ペー ジ ) 


第 づ 草 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル の 他 に 、 電卓 、 時 計 ・ カ 
レン ダー 表示 、 画 面 の 表示 位置 調整 、 デ ジ ト ー ク の 機能 が あり ます 。 カ ン 
タン で 使い や すい 、 こ れ ら の 内 蔵 ソ フト を お 楽し みく だ さい 。 


プロ 使用 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


テ ヽ ご 吾 計 冊 CO 親 


内 茂 ソ フト の 使い か た 


「 購 入 後 初め て 電源 スイ ッ チ を 入れ る 」 (42 ペ ー ジ ) に し た が っ て 、 内 蔵 ソ フト を スタ 
ー ド きせ まし ょ う 。 


これ が メイ ン メ ニュ ー 画 面 だ ! 


付属 ソフ ト を ス 
ター ト さ せる と 
き な ど 


ーーーーー 
(メイ ン メ ニュ ー 画 面 ) 


画面 に いく つか の 絵 が 表示 され て いま すね 。 こ れ ら の 絵 は 、 各 機能 を スタ ー ト させ る た め 
の スイ ッ チ の 役目 を し 、 ア イコ ン と 呼び ます 。 


ワー プロ ・ 標 準 ワー プロ 使用 説明 書 
ワー プロ ・ 初 級 ワー プロ 使用 説明 書 
ワー プロ ・ レ ッ ス ズン シ ワー プロ 使用 説明 書 
アド レス ワー プロ 使用 説明 書 
ネー ムカ ー ド ワー プロ 使用 説明 書 
A V ラ ベル ワー プロ 使用 説明 書 
テッ ジ ド ー ク 本 書 786 ペ ー ジ 
AA 1 コッ クタ ビット 本 書 72 ペ ー ジ 
入出 力 セ レク ト 本 書 67 ペ ー ジ 
BASIC BAS1IC 人 入門 


テモ の 止め か た 


表示 され た ば か り の メイ ン メ ニュ ー 画 面 は 、 画 面 の 一 部 が 点 減 し し ば らく し て 自動 再 成 音 
声 と 音楽 が 繰り 返し 鳴り ます 。 音 楽 (自動 再 成 音声 ) は 、 い ずれ か の キー を 押す と 止ま り 
ます 。 こ こ で は 、【 (RETURN) キー を 押し ます 。 


回 回 


3 


回 
回 
[e」 


回 回 


人 出力 機器 等 を 指定 する 


入力 機器 と し て キー ボー ド の 他 に 、 別 売り 
の ジョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 接続 し て 使え ま 
す 。 ど れ を 使う か 決め まし ょ う 。 


また 、 接 続 し て いる プリ ンタ の 種類 と 、 音 
声 ガ イド 、 自 動 再生 機能 を 使う か どう か も 
選び まし ょ う 。 


入出 力 機器 を 決め る 


入出 力 セレ クト を 選ぶ 。 


テ ヽ | ご 型 半 冊 OO 提 


入出 カセ レク ト | 
箇 巡 2 ス キー ボー ドド マウ 2 パッ ド 
| 9 | を 押す 。 吐 ブリ ンタ 角 訳 PC1 PA1 PK1 PW1 7 多 
音声 ガイ ド する し 
目 動 再生 する し ぬい 
[SHIF T]+ [カーソル | で 本 押 位 置 調整 


』 )。 入力 デバ イス を 選ぶ 。 
了 。 カセ ルク ト | 
上 大 爾 *-# ホ ド マウ 2 バッ ド 
を 押す 。 叶 ブリ ンタ 恒 択 PC1 PA1 PK1 PW1 7 
マン] 音声 ガ ド する し が 
目 動 肌 ほ する し ぬ 

[SHIFT]+ [カー ソル | で 画 折 位 置 計 革 


入力 機器 を 決め る 。 


MOI 
昌 妨 f ス キーボード マウス パッド 
因 人 KO く ツ を 押す 。 プリ ン % 鐵 所 PC1 PA1 PK1 PW1 7 誠 
所 音声 ガ 人 ド する し AA 
自 動 朋 する し が 

[SHIF T]+ [カー ソル ] で 古 折 位 置 調整 


2 


を 2 
1 


@ 入 出力 機器 は 電源 スイ ッ チ を 入れ る 前 に 接続 し て くだ さい 。 
@ ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ と き で も 、 キ ー ボ ー ド の カー ソル キー な ど を 使う こと が で きま す 。 
@ 実 際 に は 接続 し て いな い 入力 機器 を 選ん だ 場合 は 、 キ ー ボ ー ド を 選ん だ 場合 と 同じ に な り ま す 。 


プリ ンタ 選択 を 選ぶ 。 |AW カ t し クト | ] 

7 イス キー ボー ドド マウ ス パッ ド 
の プル 午 訳 PC1 PA1 PK1 PW1 7 
マン ] " 音声 ガ ガ ボド する し 


自動 用 する し 
[SHI FT]+[ カ ー ソ ル ] で 本 位置 計 


接続 し て いる プリ ンタ を 選ぶ 。 At レク ト | 
和 祖 イ ス キー ボー ド マウ ス パッ ド 
KC> く ツ を 押す 。 所 PC1 PA1 PK1 PW| 7 
うき 。 博志 ガ ド する LAU 
自動 用 する し ぬい 
[SHIF T]+ [カー ソル] で 画質 位置 半球 


ディ スク ドラ イブ に シス テム 
ディ ズ スク 2 を 入れ 、 陣 -Jp 半 門 zFr ス 間 
を 押す 。 ウツ s ワー ブロ 2 


音声 ガイ ド ・ 自 動 再生 に つい て 


音声 ガイ ド と は 、「 ワ ー プ ロ 」 な どの 内 蔵 ソ フト の ガイ ド メ ッ セー ジ や エラ ー メ ッ セ ー ジ 
を 音声 で 知ら せる 機能 で す 。 

また メイ ン メ ニュ ー 画 面 を 表示 させ た と き に 内 蔵 ソ フト 「 デ ジ ト ー ク 」 で 録音 し た 音声 を 
再生 する の が 自動 再生 機能 で す 。 

人 G) で 音声 ガイ ド ま た は 自動 再生 に カー ソル を 合わ せ 、KC> 〇 つ 】 で 「 す る 」「 し な い 」 を 
設定 し ます 。 

自動 再生 を 「 す る 」 に し て シス テム ディ スク 2 また は 「 デ ジ ト ー ク 」 で 音声 を 録音 ・ 保 存 
し た フロ ッ ピー ディ スク を ディ スク ドラ イブ に 入れ て 内 蔵 ソ フト を スタ ー ト させ る と 、 自 
動 再生 が 始ま り ま す 。 


@ 入出 力 セ レク ト の 設定 を 電源 スイ ッ チ を 切っ た 後 も 残し た いと き は 、 一 度 ワ ー プ ロ を スタ ー ト し 、 
ワー プロ 使用 説明 書 の 19 ペー ジ に し た が っ て 終了 し て か ら 電 源 ス イッ チ を 切っ て くだ さい 。 
@M S X 仕 様 の 漢字 プリ ンタ 以外 は 使え ませ ん 。 
@ [ 取消 ) ま た は [ ESC ] を 押す と 、 設 定 さ れず に メイ ン メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 
@ ま ちがっ て 選ん だ 場合 は 、 カ ー ソ ル KO 〇 』 キ ー を 使っ て 選び 直し て くだ さい 。 


プリ ンタ に つい て “ 


画面 に 表示 され る プリ ンタ の 種類 は 、 次 の 機種 を 表し ます 。 


F S 一 PC1 (当社 製 ) 
FS-PA1 (当社 製 ) 
FS 一 PK 1 (当社 製 ) 
F S 一 PW1 (当社 製 ) 
HBP-F1 F1C(SONY 製 ) 


推奨 機種 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS 一 PC1 


プリ ンタ に よっ て は 、 ワープロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 カ ラー 印刷 ツー 
ル 使用 時 に 次 の よう な 制限 が あり ます 。 ( 〇 : 可 、X : 不可 ) 


[pri 証 本 旨 要 旨 ほ 村 
の 用 紙 横 使い 
っ 提要 ほ 当 間 ほ 
ね らい 打ち 
ia 記 要 泊 要 涯 基 和 
@) 4 ※ 


4 

4 

〇 X X ※ 
蘭 較 較 較 。| 。| :| 。 
Llx lx 


ー ナ \ ヽ ご 型 CO 洒 


〇 X 

ーー 
〇 X ※ 

1 
〇 


X 
*1 HBP-F 1 C の み 可 能 で す 。 


カラ ー 印 刷 
ツー ル 使 用 時 


ご 注意 @ 実 際 に 接続 し て いな い プ リン タ を 選ん だ 場合 は 、 印 刷 さ れ な か っ た り 、 印 刷 が ズレ た りす る こと 
が あり ます 。 


@eFS 一 PA1、FS 一 PK 1 、F S 一 PW 1 の 生産 は 完了 いた し まし た 。 


人 入力 機 末 に よる 操作 の ちがい 


選ん だ 入力 機器 に よっ て 、 操 作 の し か た が ちがい ます 。 


機能 の 選び か た 


キー ボー ド を 選ん だ 場合 

・ 機 能 に 対応 する 番号 を 、 数 字 キー で 入力 する 。 
| ・ カーソル キー を 押し て 、 カ ー ソ ル | | を 選び た い 機 能 に 合わ せ 、 
[実行 ] を 押す 。 


ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ 場合 
・ 各 機能 に 対応 する 絵 に カー ソル > を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン A ま た は トリ ガー ボ 
タン (1 ) を 押す 。 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 へ の 戻り か た 


選び た い 機 能 と ちがう も の を 選ん で し まっ た り 、 操作 する 機能 を 変え いと き な ど は 、 次 
の よう に し ます 。 


キー ボー ド を 選ん だ 場合 
を 押す 。 
ジ ョ ヨイ パッ ド 、 マ ウス を 選ん だ 場合 
・ 画面 に 表示 され て いる マー ク に カー ン ソル に を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン A ま 
た は トリ ガー ボタ ン (1 ) を 押す 。 


これ か ら の 説明 は 


キー ボー ド を 選ん だ 場合 で 説明 を し て いま す 。 ジ ョ イ パ ッ ド や マウ ス を 使う と き は 、 特 に 
何 も 書か れ て いな いか ぎり 、 次 の よう に 置き 換え て 操作 し て くだ さい 。 


キー トリ ガー ボタ ン A ま た は トリ ガー ボタ ン (1 ) 
キー トリ ガー ボタ ン B ま た は トリ ガー ボタ ン (IL) 


@ ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ と き は 、 キ ー ボ ー ド を 選ん だ 場合 と 同じ 操作 も で きま す 。 
@ [ 取消 を 押し た 場合 は 、 ひ と つ 前 の 画面 に 戻り ます 。 


義和 


画面 表示 位置 を 調整 する 


テレ ビ に 表示 され た 画面 の 端 が 切れ る と き な 
ど に 、 画 面 の 表示 位置 を 調整 し て 、 見 や すく 
する 機能 で す 。 


ナ ヽ ご 末 半 ME 


入出 力 セレ クト を 選ぶ 。 


人 カセ レク ト 
入 デ バイス キーボード マウス パッ ド 


プリ ン % 選 択 "PC1 PA1 PK1 PW1 7 別 
| 9 | を 押す 。 うき ポカ ガ ド する LA 
目 動 朋 生 する し 

[SHIFT+ カー ソル | で 画伯 公記 計 


品 CB ク 


設定 終了 後 


を 押す 。 き 


SHIFT | を 押し な が ら 
の っ 画面 表示 位置 が 移動 する 。 
を 押す 。 
3 = EE 
| 議席 


e 電源 スイ ッ チ を 切っ た あと も 乾電池 に より 記憶 され る の で 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る た びに セッ ト 
する 必要 は あり ませ ん 。 た だ し 、 テ レビ を 変え た 場合 は 、 設定 し 直す 必要 が あり ます 。 
@ テレ ビ に よっ て は 画面 が すべ て 入ら な いこ と が あり ます の で 、 見 や すい 位置 に 調整 し て くだ さい 。 


(6 


電卓 を 使っ て 計算 する 


8 桁 ま で の 四則 演算 (た し 算 、 ひ き 算 、 か け 
算 、 わ り 算 ) が で きま す 。 テ ン キ ー と [A] キ 
ー、〔C] キ ー だ け で 操作 で きる の で 、 た い へ 
ん 便利 で す 。 


A 1 コッ ク ピ ッ ト を 選ぶ 。 


アクセ 9 リー| 


を 押す 。 le | 時 計 ・ カ レン ダー | ・ カレ ンダ ー ] 


時 刻 ・ 日 付設 定 
(CA 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 ) 
電卓 を 選ぶ 。 
II アク kWー- 関 語 較 
時 刻 ・ 日 付設 定 
し, 
| 実行 | を 押す 。 


* 回 で (取消) を 押す と 、A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


@ [ ESC ] を 押す と 、 メ イン メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


計算 の し か た 


キー ボー ド を 使っ て 入力 する と き の キ ー は 、 次 の 通り で す 。 


一 度 に 入力 で きる 数 字 は 8 桁 (小数 点 を 除く ) まで で 、 表 示 で きる 計算 結果 も 8 桁 まで で 


す 。 
計算 結果 が 9 桁 (1 億 ) 以上 に な る 場合 は エラ ー に な り 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


この と き は 、[A] キー を 押し て 消去 し て くだ さい 。 


また 、 小 数 部 を 含め て 9 桁 以上 に な る 場合 は 、 上 位 8 析 ま で が 表示 され 、 ぞ れ 以 下 の 桁 は 


切り 捨て られ ます 。 
( 例 ) 61728.392X2=123456.784 … 123456 7 6 
61728.394X2=123456.788 只 123456.78 
人 ei 
・ 数 字 を まち が えて 入力 し た と き は 、 


層 [C] キ ー を 押す 。 正しい 数 字 を 入力 する 。 


・ 十 、 一 、 メ 、 そ を まち が えて 入力 し た と き は 、 
その まま 正しい キー を 押す 。 


・ 計算 結 果 を 消す と き は 、 
〔A) キー を 押し ます 。 


時 刻 と 日 付 を 合わ せる 


内 蔵 の 時 計 機 能 に 、 日 付 と 時 刻 を セッ ト し ま 
す 。 


この 設定 を 行う と 、 内 蔵 ソ フト の 「 時 計 ・ カ 
レン ダー」 が 正しく 表示 され ます 。 

また 、 電 源 ス イッ チ を 切っ た あと も 乾電池 に 
より 記憶 され る の で 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 
た びに 日 付 と 時 刻 を セッ ト す る 必要 は あり ま 
せん 。 


操作 方 法 


A 1 コックピット を 選ぶ 。 
729 リ | | 
| 
| 時 計 ・ カ レン ダー | 
時 刻 ・ 日 付設 定 


(CA 1 コックピット 画面 ) 


時 刻 ・ 日 付設 定 を 選ぶ 。 
2 上 IZ2t99-| | 


[ 8 」 を 押す 。 em 


を 押す 。 に 


を 押す 。 


2 


尊 着 AM 12 時 00 分 
日 付 19 9 1 年 0 1 有 0 1 


e 国 で (取消 を 押す と 、A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


e を 押す と 、 メ イン メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


例 : 1991 年 1 月 1 日 AM12 時 00 分 を 1999 年 3 月 15 日 PM10 時 58 分 に 合わ せる 。 


「A」 を 「P」 に する 。 


所 


[ P ] を 押す 。 (また は [INS」 PM 12 時 00 分 
カー ソル を | 12 時 ] の 1 に 謎 | 
合わ せる 。 隊 PM 12 時 00 分 | ロコ 
H 付 1991 年 010 1 
0 9 1 年 0 意 
内 
正しい 時 刻 を 入力 する 。 り 
| 0 ] を 押す 。 | 柚 f 
っ 時 刻 PM 10 時 58 分 | 
続い て 、 分 と 日 付 を 正しく 19 9 9 年 0 3 月 15 晶 
入力 し ます 。 
/ | 実行 ] を 押す 。 


を 押す と A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


識 “時 計 の 精度 は 日 差 十 10 秒 以内 で す 。 必要 に 応じ て セッ ト し 直し て くだ さい 。 
@ 時 到 が 大 きく 狂っ て きた と き は 、 乾電池 が 消耗 し て いる と 考え られ ます 。 新 し い 乾電池 に 交換 し 、 
時 刻 を 設定 し 直し て くだ さい 。 ( ゆ 24 ペ ー ジ ) 
6 日 付 を 設定 する と き は 、 カ ー ソ ルキ ー で カー ソル を 移動 し て 、 同 様 に 操作 し ます 。 
e 設 定 で きる の は 、1980 年 1 月 1 日 か ら 2079 年 1 月 3 日 まで で す 。 
@ ま ちがっ た 場合 は 、 ま ちがっ た 数 字 の 位置 に カー ソル を 合わ せ 、 正 し い 数 字 を 人 力 し 直し ま 
す 。 
@ 「13 月 」 の よう に あり えな い 数 字 の と き は 、 入 力 で きま せん 。 


時 計 : カ レン ダー を 表示 する 


今月 の カレ ンダ ー と 現在 時 刻 を 表示 し ます 。 
また 、1900 年 1 月 か ら 2099 年 1 月 まで の カレ 
ンダ ー も 表示 で きま す 。 


操作 方 法 


A 1 コッ ク ピ ッ ト を 選ぶ 。 


[ 8 を 押す 。 ウ 


| アクセサリー| | 


時 刻 ・ 日 付設 定 


(CA 1 コック ピッ ト 画 面 ) 


時 計 に カ レン ダー を 選ぶ 。 


7 クセ サリ 関 症 還 
> べく を 押す | 時 計 ・ カ レン ダー | 
[ 生 WWy ョ 


e 回 て [取消 を 押す と 、A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


@ [ ESC ] を 押す と 、 メ イン メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


現在 時 刻 
今日 の 日 付 


今月 の カレ ンダ ー 
今日 (緑色 ) 


他 の 年 月 の カレ ンダ ー を 表示 する に は 


西暦 1900 年 1 月 か ら 2099 年 1 月 まで の カレ ンダ ー を 表示 で きま す 。 以 下 の 操 作 を 組み 合わ 
せ て 、 見 た い 月 の カレ ンダ ー を 表示 させ て くだ さい 。 


・ 前 月 を 表示 し た いと き (キー また は 〔DEL) キー を 押す 。 
・ 翌 月 を 表示 し た いと き 忌 ) キー また は [INS ] キー を 押す 。 


・ 前 年 同月 を 表示 し た いと き [SHIFT ] キ ー を 押し な が ら に キー を 押す 。 
・ 翌年 同月 を 表示 し た いと き SHIFT ] キ ー を 押し な が ら 名 ] キー を 押す 。 


祝祭 日 の 表示 に つい て 


カレ ンダ ー は 、1990 年 8 月 現在 の 祝祭 日 を 採用 し て いま す 。 祝祭 日 の 施行 年 に か か わら ず 、 
すべ て の 年 が 祝祭 日 表示 され て いま す 。 ま た 、 それ 以後 に 制定 され た 祝祭 日 は 表示 され ま 
せん 。 

た だ し 、 春 分 の 日 、 秋 分 の 日 は 、 毎 年 政府 の 刊行 物 で 発表 され る た め 、 将来 の 予想 日 を 表 
示し て いま す 。 

また 、 日 曜日 と 重なっ て いる 場合 は 、 月 曜日 を 振替 休日 と し て 表示 し ます 。 


@ 時 計 ・ カ レン ダー 画面 は 、「 時 刻 ・ 日 付設 定 」 で 内 蔵 の 時 計 機 能 に 設定 し た 時 刻 と 日 付 に 基づい 
て いま す 。 
@ ビ デオ 接続 や R F 接続 で 操作 し て いる 場合 は 、 日 曜 お よび 祝祭 日 の 赤い 表示 が や や か すれ て 見 え 


ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。 


デジ トー ク を 使う 


自分 の 声 な は ど を PCM (pulse code 
modulation) 方 式 で 録音 し ます 。 

録音 し た 音声 は 、 メ イン メニ ュー 画面 で 自動 
再生 する こと も で きま す 。( 〇 68 ペ ー ジ ) 
また 、 付 属 の シス テム ディ スク 2 の 「 デ ジ ト ー 
クツ ー ル 」 で 音声 の 編集 も で きま す 。(⑤81 
ペー ジ ) 


スタ ー ト の し か た 


デジ トー ク を 選ぶ 。 科 電 | | 
写 ガ イド を する な 5 は 
を 押す 。 シス テム ディ スク 22 を し て くだ さい 
陳 各 上) 限 測 :W え 


デイ スン ドラ イブ に シス アム トブ 

ディ スン ツ 2 を 入れ 、 

を 押す 。 録音 再生 保存 
音声 ガイ ド を し な いと き は 、 そ の ま | . 蜂 し た 靖 は メイ ン メ ニュ ー で 前 で きま す 
ま を 押す 。 ・ 人 属 7〉 ト 使え は な 拓 人 が で きま す 


(デジ トー ク 画 面 ) 


録音 を する 


録音 を 選ぶ 。 | 押 音 
名 音 し ます か 7 [ 誠 条 :) [ 取 測 : い いえ 
KO ひつ 】 で 録音 に カー ソル を 合 鐘 5 (0 [IM] で 震 人 和 
わせ て [ 実行 ] を 押す 。 和 時 出 力 し な いす る 


e [ESC ) を 押す と メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


@ ディ スク ドラ イブ に シス テム ディ スク 2 を 入れ た 状態 で デジ トー ク を 選ん だ と き は 、 上 の の 
操作 は 必要 あり ませ ん 。 


友 滑 : 鯉 中 六 


此 午 鹿 
2 [ 実行 ) を 押す 。 | 鯉 細 過 ます 林 を 秘 て くだ さい 


録音 する 音声 を 入力 する 。 


ある 大 き さ 以 上 の 音声 を 入力 する と 自動 的 に 録音 が 始ま り ます 。 録音 が 始ま る 音 の 大 き さ 
は 、 で 調整 し ます 。( 下 記 参 照 ) 

(音符 が 楽譜 の いち ば ん 台 に た どり つく と 録音 が 終わ り ま す 。) 

録音 が 終了 する と 自動 的 に 再生 が 始ま り 、 録 音 状態 が 確認 で きま す 。 


録音 の 途中 で 、[ 取消) を 押す と 、 そ の 時 点 で 録音 が 終わ り ます 。 
[取消 ) を 押す と 、 キ ー を 押す 音 も 録音 され ます 。 気 に な る と き は 、「 デ ジ ト ー ク ツー ル 」 
( 〇 81 ペ ー ジ ) を 使っ て 削除 し て くだ さい 。 


録音 開始 音量 の 調整 の し か た 


音声 を 入力 し て も 録音 が 始ま ら な いと き 、 逆 に 音声 を 入力 し て いな い の に 録音 が 始ま っ て 
し まう と き は 、 録 音 を 開始 する きっ か け と な る 音量 の 大 き さ を 0 9 の 数 値 で 調整 し ます 。 
周囲 の 雑音 が 小さ いと き は 数 値 を 小さ く 、 逆 に 雑音 が 大 きい と き は 数 値 を 大 きく 設定 し て 
くだ さい 。 


gnI 川 は CO 由 


数 値 を 大 きく し た いと き を 押す 。 
数 値 を 小さ くし た いと き を 押す 。 


録音 時 の 音声 出力 


録音 中 に 音声 を スピ ー カ ー か ら 出 力 す る か し な いか を KC>< つ 』】 を 押し て 設定 し ます 。 
[ 1 | の 画面 で KC ぷ つ 』】 を 押し て 「 し な い 」「 す る 」 を 選び ます 。 
録音 状態 な ど を 確認 し た いと き に 「 す る 」 を 選び ます 。 


録音 時 音声 出力 を 「 す る 」 に 設定 し た と き 、 ス ピー カー に マイ ク を 近づけ た り ボ リュ ー ム を 大 き 
くし すぎ る と ハウ リン グ を お こす (ピー と いう 高い 音 が 只 る ) 場合 が あり ます 。 内 蔵 マ イク 使用 


時 は 「 し な い 」 に 設定 し て くだ さい 。 
e 録音 中 、 ま た は 再生 中 に マウ ス 、 パ ッ ド を 使用 する こと は で きま せん 。 


する と き は 、 必 ず 保 存 し て くだ さい 。 


デジ トー ク 画 面 で 保存 を 
選ぶ 。 


KC> くつ で 保存 に カー ソル を 合 『 
わせ て を 押す 。 
ディ スク ドラ イブ に 保存 する フロ ッ 


ピー ディ スク を 入れ 、 を 押 


す 。 


の 音声 し か 記録 で きま せん 。) 


ます 。 


デジ トー ク 画 面 で 再生 を 選ぶ 。 
KO> の で 再生 に カー ソル を 合 * 
わせ て [ 実行 ] を 押す 。 

了 [実行 ] を 押す 。 内 


を 押す 。 放 


音源 と 同じ くら い の 音 時 に な り ま す 。 


音声 を 保存 する 


録音 し た 音声 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 音 声 を メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 自動 再生 


保 看 | 


前 に 保存 し た デー タ が あれ は 書き 換え られ ます 
ょ 2 し LU いで すか ? 陵 条 は 孤 測 : い いえ 
(注意) ファ イル : PCMDEM0.PCP に 保存 し ます 


PCMDEMO. PCP は デジ トー ク の 上 自動 再生 の た め の フ ァイル 名 で す 。 こ こ で 保存 の 
操作 を する と デジ トー ク で 同様 に 保存 され た 前 の デー タ (シス テム ディ スク 2 の あら か じ 
め 保 存 さ れ て いる メッ セー ジ な ど ) は 消去 され ます 。 (1 枚 の フロ ッ ピー ディ スク に 1 つ 


PCMDEMO. PCP は BLOAD 形 式 の ファ イル な の で 、BLOAD 文 で VR AM に 
ロー ド し 、BAS1IC の PCMPLAY 文 (細か さ 1 三 7.875KHz) で 音声 の 再生 が で き 


音声 を 再生 する 


月 生 


用 し ます か ? [ 了 利 は) 取 測 [いいえ 


肌 生 | 


有 生 が 終了 し まし た 


| ト - ク | 


保 存 


ご 注意 @ 保存 に 使う フロ ッ ピー ディ スク は 、 本 機 で 初期 化し た も の を 使用 し て くだ さい 、。 
@ 昔 時 の メー タ が 黄色 か ら 赤 色 に 変わ る ぐら いで 録音 する と 、 メ イン メニ ュー の 自動 再生 で F M 


@ こ こ で の 再生 は 、 録 音 し た 音声 の 確認 の た め の も の で す 。 メ イン メニ ュー 画面 で 自動 再生 を す 
る に は 、 入 出力 セレ クト で 自動 再生 を 「 す る 」 に 設定 する 必要 が あり ます 。 


第 4 章 


死 - 多 ルル 
(| 朋 半 人 |) 


デジ トー クツ ー ル (音声 編集 ) は 、 内 蔵 マ イク また は 外部 マイ ク (別売 ) 
か ら 入 力 され た 音声 を P CM 録音 し 、 録 音 され た 音声 の 不要 な 部 分 を 無音 
に し た り 、 別 の 音声 と 合成 し た り で きる 音声 編集 ソフ ト で す 。 

また 、 こ こ で 録音 、 編 集 し た 音声 は 第 7 章 の デジ トー クツ ー ル ( 紙 居 ) 
で 利用 する こと が で きま す 。 


( 滞 箸 HMH) ミー こさ ーー ナベ M 由 


デジ トー クツ ー ル は 大 きく 2 つの 機能 に 分 ける こと が で きま す 。 ぞ の 1 つ は 内 蔵 ま た は 外 
部 マイ ク か ら 音声 を 約 8 一 30 秒 間 P CM 録音 し 、 録 音 し た 音声 を 編集 し て フロ ッ ピー ディ 
スク に 保存 する 「 音 声 編集 機能 」。 も う 1 つ は 音声 編集 機能 で 作成 、 保 存 し た 音声 ファ イ 
ル と グラ フィ ッ ク ツ ー ル 等 で 作成 保存 し た 画像 ファ イル を 利用 し て 音声 付き の 紙芝居 を 作 
る こと が で きる 「 紙 芝居 機能 」 で す 。( 紙 芝居 機能 こつ いて は 179 ペ ー ジ 以降 で 説明 し て い 
ます 。) 


音声 編集 機能 


音声 編集 機能 で 、 マ イク か ら 人 入力 さ れ た 音声 は 本 機 の RAM と いう 記憶 場所 に 記憶 され ま 
す 。 こ の RAM が オー ディ オ の テー プ に 相当 する も の で す 。( た だ し RAM は 電源 を 切る と 
記憶 内 容 は 消え て し まい ます 。) 

画面 に は RAM 内 の 音声 が 波形 と バー ( 横 棒 ) で 表示 され る の で 、 この 表示 を 見 な が ら オ ー 
ディ オ テ ー プ を 切っ たり 、 つ な い だ り する の と 同様 に 編集 し 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し ます 。 

保存 し た 音声 ファ イル は 、 紙 居 機能 で 利用 する こと が で きま す 。 

音声 編集 で は 次 の よう な 操作 が で きま す 。 


・ 録 音 (| e|) 
・ 再 生 (| ヶ )) 
・ 無 音 (|$ す |) 
・ 逆 再生 (| < |) 


・ 削 除 (|%)) 

e エコ ー 
(ECHO) 

・ ス ピー ド 
(SPEED) 


・ 保 存 (回 ) : 
・ 呼 出 (e 回 ) : 


: 内 蔵 ま た は 外部 マイ ク か ら 音 声 を 録音 し ます 。 

: 録音 し た 音声 を テレ ビ の スピ ー カ か ら 鳴 らし ます 。 

: 音声 部 分 を 無音 部 ( 音 の 無い 状態 ) に 変え た り 、 無 音 部 を 挿 人 し ます 。 
: オー ディ オ テ ー プ を 逆 に 回 転 さ せる よう に 、 指 定 し た 範囲 の 音声 を 逆 に 


し て 再生 し ます 。 


・ 不要 な 部 分 の 音 を 削除 し て 詰め ます 。 
: 再生 する と き に エコ ー を か け て 再生 し ます 。 


: 再生 スピ ー ド を 変え ます 。 


フロ ッ ピー ディ スク に 音声 ファ イル を 保存 し ます 。 音 声 デ ー タ に エコ ー 
を か け て 保存 する こと も で きま す 。 

音声 を 重ね た り 、 つ な い だ り し な が ら 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら 音 声 ファ 
イル を 呼び 出し ます 。 


音 RUSRSr 


スタ ー ト の し か た と 終わ り が た 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 、 シ ステ ム 
ディ スク 2 を セッ ト し て [ 0 ] を 


押す 。 

デジ トー タツ ル を 選ぶ 。 
1 。 補 一 張 一 区 

[ 1 ] を 押す 。 内 2 . ジョ イ パ ッ ド 
3 . マウ ス 
4. メイ ン メ ニュ ー 


・ キ ー ボ ー ド だ け を 使う 
・ ジ ョ イ パ ッ ド と キー ボー ド 
を 使う 


〔2) 
・ マ ウス と キー ボー ド を 使う 
〔4J 


・ メ ニュ ー 画 面 に 戻る 


終わ りか た 


音声 編集 画面 で を 
に 移動 し 、| SPACE | を 押す 。 音声 デー タ を 保存 し ます か ? 
2 


Mr。 


RAM 内 に 音声 デー タ が な い 場 合 は 3 に 
進み ます 。 


( 潤 穫 W 叩 ) ミー で マー ナマ 生 に 


RS を に 移動 し 、 
を 押す 。 


を 選ぶ と 保存 処理 ( 〇 97 ペ ー ジ ) 
に 移り ます 。 


を | は い | に 移動 し 、 
SPACE | を 押す 。 


デ ソ トー クツ ー ル を 終了 し ます 
よろ 2 しい です か? 


は | AUZ 


A> 軒 


デジ トー クツ ー ル を スタ ー ト する と 次 の よう な 音声 編集 画面 が 表示 され ます 。 

画面 の 文字 や マー ク は アイ コン に な っ て いま す 。 キ ー ボ ー ド の カー ソル キー や マウ ス を 

使っ て 、 画 面 上 の K を その 位置 に 移動 させ 、[ SPACE ] また は マウ ス 、 ジ ョ イ パ ッ ド の 

トリ ガー ボタ ン A ま た は 「 二 ガー ボタ ン (1 ) を 押す と 各 機 能 が 選択 で きま す 。 
②⑦ 


① 


② 
③ 
④ 
⑤ 


/ 


RANGEIIECHO 


回 回 回 愉 


ERASE DELETE PART 


,ZZ2 


⑯ 
① エ コー : 再生 時 に エコ ー を か け ま す 。 
( 心 92 ペ ー ジ ) 
② 範 囲 指定 : 編集 する 範囲 を 指定 し ま 
"すず 


③ 録 音 : 録音 を 行い ます 。 

④ 再 生 : R AM 内 の 音声 を 再生 し ます 。 

⑤ 逆 再生 : R AM 内 の 音声 を 逆さ に 再生 

し ます 。 
⑥ ポ イン タ : 範囲 指定 する 際 の 位置 マー 
ク 。 

⑦ フ ァイル 名 表示 : 表示 され て いる 波形 
の ファ イル 名 を 表示 
し ます 。 


⑧ 終 了 : デジ トー クツ ー ル を 終了 し ます 。 


⑨ 波 形 表示 部 : 録音 し た 音声 を 波形 で 表 
示し ます 。 
⑩ バ ー 表 示 : R AM の 記憶 内 容 を 色 で 示 
し ます 。 
白 色 三 録音 され て いる エリ ア 
濃 青 色 王 録音 され て いな い エ リア 
濃 応 色 王 波形 表示 部 に 表示 され て いる 
に リア 
青 色 三 男 囲 指定 し て いる エリ ア 


⑪ 保 存 : フロ ッ ピー ディ スク に ファ イル を 
保存 し ます 。 (97 ペ ー ジ ) 
⑫ 呼 由 : フロ ッ ピー ディ スク か ら フ ァイル 
を 呼び 出し ます 。 ( ゆ 99 ペ ー ジ ) 
⑬ 紙 芝居 : 紙芝居 機能 に 移り ます 。 
( 必 179 ペ ー ジ ) 
⑭ 無 音 : R AM 内 の 音声 に 無音 部 を 作り ま 
す 。 (⑤②95 ペ ー ジ ) 
⑮ 削 除 : R AM 内 の 指定 し た 範囲 の 音声 を 
削除 し ます 。 ( 必 96 ペ ー ジ ) 
⑯ 音 声 デー タ の 形式 
: 音声 を 編集 する 際 の モー ド を 切り 替 
えま す 。 ( ツ 87 ペ ー ジ ) 
⑲ 波 形 表示 切替 : 波形 表示 部 の 倍率 を 変更 
し ます 。 (q つ 94 ペ ー ジ ) 
⑱ ス ピー ド : 再生 時 の スピ ー ド を 変更 し ま 
す 。 ( ぱ 92 ペ ー ジ ) 
⑲Nq: 波形 表示 を 1 画面 分 左 に 移動 し ます 。 
⑳TOP : 波形 表示 を デー タ の 先頭 に 移動 
し ます 。 
の E ND : 波形 表示 を デー タ の 最後 に 移動 
し ます 。 
@|>] : 波形 表示 を 1 画面 分 右 に 移動 し ます 。 


( 癌 秋 BH) ミー マー ナマ 証 ま に 和 モ 中 


ー 放置 


カー ソル と 波形 表示 


カー ン ソル K は 、 処理 を 選ん だ り 、 指 定 し た りす る 際 に 使い ます 。 


カー ソル を 移動 させ る に は 、 
キー ボー ド を 使う 場合 に は カー ソル キー で 移動 させ ます 。 こ の と き 
を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か く 移 動 で きま す 。 


波形 表示 画面 を 移動 させ る に は 、 


@ アイ コン を 使っ て 移動 させ る 方 法 
S を 以下 の アイ コン に 移動 させ て を 押し ます 。 
[<]: 波形 表示 を 1 画面 分 左 に 移動 し ます 。 
[>]|: 波形 表示 を 1 画面 分 石 に 移動 し ます 。 
[al: 波形 表示 を デー タ の 先頭 に 移動 し ます 。 
ki 波形 表示 を デー タ の 最後 に 移動 し ます 。 


@ バー 表示 で の 移動 (画面 に 表示 され て いな い 部 分 へ の 移動 ) 


> を バー 表示 部 の 任意 の 位置 (デー タ が ある 範囲 ) に 移動 し [ SPACE ) を 押 
す と 、 波 形 表 示 画 面 が 切り 替わり ます 。 
録音 され て いる デー タ に よっ て は を 押し た と き 、 と 灰色 の 部 分 
が 多少 ずれ る 場合 が あり ます 。 


波形 表示 画面 の 色 

白色 一 一 録音 され て いる エリ ア 

青色 一 一 範囲 指定 し て いる エリ ア (録音 され て いる エリ ア ) 

濃緑 一 一 範囲 指定 し て いる エリ ア (録音 され て いな い エ リア ) 

濃 青 一 一 録音 され て いな い エ リア 

灰色 一 一 R AM 以外 の 録音 で き な い エリ ア 
R AM 内 の 最終 を 表示 する と き に この 色 が 表 わ れ る こと が あり 
ます 。 


@ マウ ス や ジョ イ パ ッ ド を 使用 し て いる 場合 に は 、 の 代わ り に トリ ガー ボタ ン A ま 


た は トリ ガー ボタ ン (1 ) を 押し て くだ さい 。 


ト ュ ーー ーー 


音声 デー タ の 形式 を 決め る 


作成 、 PIE 2 ー タ の 形式 (モー ド ) 
を 指定 する 必要 が あり ます 。(⑦101 ペ ー ジ ) 


形式 に は 次 の 2 


「BASIC」 : 音 


「 憲 上 ル 」: 


音声 編集 画面 で モー ド 表 示 (画面 
中 央 「MODE」 の 文字 の 右 ) に 


KS を 移動 し 、| SPACE 計 | ド E り 替 160K 


を 押す 。 | 人 有 で きま す 。 た だ し BAS 1 C で は 鐘 有 で きま せん 。 
目的 の モー ド に を 移動 し 、 テー 間 侍 ー ド を 艇 R し て くだ さい 慎 R7 
SPACE | を 押す 。 Toot] Asie 
4 メモ リ 容 量 64K 


KS を | 選択 終了 | に 移動 し 、 ーー 一 ーー ボーーー デ fw 
IS 
SPACE | を 押す 。 
し 】 
|* | 配 還 還 了 em 軸 胃 
ERASE DELETE EMI YU IIVUIIINORMAL ャ ロロ 
ト 小 | LENSie wt(d og LOW 回 田 3 


ご 注意 誤 あ 3 


種類 が あり ます 。 


声 編集 機能 や 紙芝居 機能 ( 〇 179 ペ ー ジ ) の 他 に 、 紙 芝居 の BASIC の プ 

ログ ラム ( 必 193 ペ ー ジ ) を 作成 する こと が で き 、 デ ー タ を BASIC で 利用 

で きま す 。 

(ファ イル の 拡張 子 は 「.PCP」 サン プリ ング レー ト 6KHz 容量 64KB 
音 時 間 約 8 一 12 秒 ) 

音声 編集 機能 や 紙芝居 機能 が 利用 で きま す 。 

この モー ド で 保存 し た デー タ は 、BASIC で は 利用 で きま せん 。 

(ファ イル の 拡張 子 は 「.PCK」 サン プリ ング レー ト 8KHz 容量 160KB) 

音 時 間 は 長く な り ま す 。( 約 20 一 30 秒 ) 


デー クタ 所 集 モ ー ド を 選択 し くく だ さい 選択 
| 


[ToOL| BASIG | 


| の t- ト で 人 し た デー タ は 、 紙芝居 の 音声 デー タ と し て | 


この モー ド で 作成 し た アー タ は 、 紙芝居 の 音声 デー タ と し て 
使用 で きま す 。 また B A S | C で も 使用 で きま す 。 


ド を 「 ツ ー ル 」 か ら 「BAS 1C」 に 切り 替え た と き 、 デ ー タ の 一 部 が 消え る こと が あり 


ます 。 


@ モー 


ド を 切り 替え る と 範 囲 指 定 は 取り 消さ ぐれ ます 。 


( 注 秋 HH) ミー こさ ー ア ナ 


男 囲 を 指定 する (RANGE) 


この 先 の 操作 の うち 録音 、 再 生 、 保 存 、 逆 再生 、 無音 、 削 除 等 は 、 音 声 デ ー タ の すべ て ま 
た は 一 部 分 に つい て 行え ます 。 操作 を 行う 前 に 、 操 作 の 対象 に な る 範囲 を 指定 する 必要 が 
あり ます 。 こ こ で は 範囲 の 指定 方 法 を 説明 し ます 。 


| ) で を 「RANGE」 の IALH 
。 。 (全部 ) また は [PART| (部 ) 
1 に 移動 し 、[ SPACE ] を 押す 。 ゅ 


、 LALL | を 選ん だ 場合 は 、 賠 団 の 操作 
人 、 は あり ませ ん 。 


FART を 選ん だ 場合 


を 波形 表示 画面 の 指定 する 範 
「】 囲 の 始点 に 移動 し 、 


を 押す 過 終点 を 指定 し て くだ さい 


(波形 表示 画面 の 移動 66 ペー ジ ) 


| 始 康 を 指し て くだ さい | 


S を 波形 表示 画面 の 指定 する 範 
囲 の 終点 に 移動 し 、 


SPACE ) を 押す 。 レフ 


EEO 

6 < 

RMAL 

sw WE 
則 


$ 
IE 
[No 
回 


HI 
L き | ormawTeeoe[) 取 


を 選ん だ 場合 は 、R AM 内 に ある 音声 デー タ の 先頭 か ら 最後 まで が 範囲 - な り ま 
す 。 (波形 表示 画面 、 白 色 の エリ ア ) 


波形 表示 部 の 左端 (また は 右端 ) を 指定 し た いと き は 、 波 形 表示 部 より 左 ( ま 
た は 右 ) に は み 出 し た 部 分 に カー ソル を 移動 し を 押す と 、 指 定 で き 
ます 。 


@ こ こ で 指定 し た 範囲 は 、 再 び 範 囲 を 指定 し 直す まで 有効 で す 。 た だ し 、 削 除 ま た は モー ド 切 り 
替え の 操作 を 行っ た 場合 は 、 範 囲 指定 が 変わ り ます 。 


@ 幼 囲 指定 の 終点 を RAM の 容量 以上 (波形 表示 部 の 灰色 の 部 分 ) を 指定 する と 、RAM の 終端 ま 
で を 指定 し た の と 同じ に な り ま す 。 終点 に な っ た RAM の 終端 は 、 赤 い 線 で 表示 され ます 。 


内 蔵 マ イク また は 外部 マイ ク か ら 音 声 を 録音 
し ます 。( 外 部 マイ ク を 接続 する と 自動 的 に 
外部 マイ ク を 使用 する モー ド に 切り 替わり ま 
す 。) 

録音 され た 音声 は 一 度 RAM と いう 記憶 場所 
に 記憶 され 、 画 面 に 波形 で 表示 され ます 。 

R AM 内 の 音声 は 、 一 部 を 録音 し 直し た り 、 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する こと が で きま 
す 。 


88 ペ ー ジ の 手順 で 録音 を する 位置 
と 範囲 を 指定 する 。 


く を | w | に 移動 し 、 
を 押す 。 


RAM 内 に 音声 が 記録 され て いる 状態 で 
範囲 指定 を AL し に し て 録音 する と き 、 
記録 され て いる 音声 を 消去 し て も 良い 
か どう か の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
消去 し て も 良い と き は を [は い ] に 
移動 し て を 押し ます 。 


録音 開始 | に を 移動 し 、 


を 押す 。 


内 蔵 マ イク また は 外部 マイ ク か ら 
音声 を 入力 する 。 


を 押す と 途中 で 録音 を 中 止 し 
ます 。 


( 漁 HH) ミー こさ ー ア ナ 


音 開始 音量 に つい て 


ある 一 定 音量 の 音声 が 入力 (感知 ) され た 時 点 で 、 自 動 的 に 録音 が 開始 され ます 。 録 音 開 
始 音 時 と は 、 ど れ く らい の 音量 の 音声 で 録音 を 開始 する か を 決め る 値 で す 。 設定 が 小さ い 
と まわ り の 雑音 等 を 感知 し て 録音 が 開始 され て し まう こと が あり ます の で 、 適 度 な 値 に 設 
定 し て くだ さい 。( 初 期 値 は 5 ) 


設定 の し か た 
を 、 値 を 増やす 場合 は | 十 | に 、 減ら す 場合 は | 一 に 移動 し を 押す 。 


・ 雑音 が 多く 音 を 出す 前 に 録音 が 始ま る 一 値 を 増やす 
・ 録音 する 音声 が 小さ ぐ て 録音 が 始ま ら な い 一 値 を 減ら す 


音声 を 聞き な が ら 録 音 す る と き ( 録 音 時 音声 出力 ) 


録音 時 に マイ ク か ら 入 力 さ れ た 音声 を 、 テ レビ の スピ ー カ か ら 出 すこ と が で きま す 。 た だ 
し 、 内 蔵 マ イク で 録音 する 場合 に は ハウ リン グ (ピー と いう 不快 音 が 鳴る ) が 起こ る こと 
が あり ます か ら 、 必 ず 「 し な い 」 に 設定 し て くだ さい 。 

外部 マイ ク で 録音 する 場合 で も 「 す る 」 に 設定 し た と き に マイ ク を スピ ー カ に 近づけ た り 、 
テレ ビ の ボリ ュー ム が 大 きす ぎる と ハウ リン グ を 起こ す 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 に は マ 
イク を スピ ー カ か ら 遠 ざけ る か 、 テ レビ の ボリ ュー ム を 小さ くし て くだ さい 。 


設定 の し か た 
KS を | す る | また は | し な い | に 移動 し [SPACE ] を 押す 。 


計 雪 折 昔 開始 音量 の 設定 は 、 雑 音 が 大 きす ぎる 場所 で は 効果 が な い 場合 が あり ます 。 ま た 、 設定 値 
を 増やす と 、 録音 開始 の 音声 が 小さ い 場合 、 最 初 の 部 分 が 聞き と り に くく な り ま す 。 

| % すでに RAM に 音声 が 録音 され て いる 状態 で 、 範 囲 を 指定 し て (「P AR T」) 無音 の 部 分 に 録 
音 す る と 、 デ ー タ 圧縮 の 関係 で 録音 時 間 が 知 か く な り ま す 。 

e [人] の 範囲 指定 で 「AL し 」 を 選択 する と 、RAM の 先頭 か ら 最後 まで 録 昔 され ます . 


録音 し た 音声 を 再生 する 
Ne 電 いる 音声 を 指定 し た 場所 の ん 


また 再生 時 に エコ ー を か けた り 、 ス ピー ド を 
速く し た り 遅 くし た りす る こと も で きま す 。 


88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 


| < | 回 記 le le EW stEO | POIMTEW 画 | 
| に = ヨ 思 = 紀 較 glayewllew < に 厨 | 
_ERASE 0ELETE AmT [ogflvvllVVlleOmw に ーーー ー 
し 人 き %] 100LRAMT66MIMO0E[] aw 1 回 還 * 有 


く を | P | に 移動 し 、 
SPACE | を 押す 。 肌 生 中 


を 押す と 途中 で 再生 を 中 止 し [取消 |・ 朋 生 中 断 


ます 。 


( 清 穫 時 吊 ) ミー ママ ー ナ マン に 生 


e [| に 範囲 指定 を せ ず に |2| の 操作 に 進む と 、 そ れ ま で に 指定 され て いた 男 囲 が 再生 され ます 。 
e 範囲 指定 が 「AL し L 」 の と き は 、 デ ー タ の 全て が 再生 され ます 。 


エコ ー を か ける 


音声 編集 画面 で 。 を ECHO 


ECHO 
[ON ] に 移動 し 、 
SPACE ) を す 。 


OFF 


前 ペー ジ の 手順 で 再生 する 。 


音声 編集 画面 で を 
また は |HiGH | に 移動 し 、 


SPACE ) を 押す 。 き 


前 ペー ジ の 手順 で 再生 する 。 


エコー を 解除 する に は 、 RS を ECHO [OFF| に 移動 し 、[ SPACE ] を 押し ます 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク に 保存 する 場合 、 ス ピー ド は どの 設定 で あっ て も 「NORMAL」 で 保存 


され ます 。 
$ ス ピー ド は 「SLOW」 で は 「NORMAL」 の ほぼ 半 オ クタ ー ブ 下 程度 「H 1GH」 で は 「N 
ORMAL 」 の ほぼ ギ オ ク ター プ ブ 上 程度 に な り ま す 。 


$ エ コー を か ける と 再生 時 、 音 時 が 少し 小さ く な り ま す 。 


逆 に 再生 する ( 逆 再生 ) 


RAM に 録音 され て いる 音声 を テー プ を 逆 回 転 さ せ た よ うに 逆 に 再生 し ます 。 


88 ページ の 手順 で 者 囲 を 指 定 する 。 = = 
に 
回 回 本 ln 還 ほ 
二話 DELETE 8 山 RE 回 図 * 碧 
信 【 | 還 M ltW_- 回 還 * 選 | 
KS を [3 | に 移動 し 、 人 
SPACE | を 押す 。 
に 
を 押す と 途中 で 再生 を 中 止 し 
ます 。 


ESSSKEEZA が KA 川 届 直 


( 滞 科 虹 叫 ) 


@ [| で 範囲 指定 を せ ず に |2| の 操作 に 進む と 、 そ れ まで に 指定 され て いた 範囲 が 再生 され ます 。 
e 幼 団 指定 が 「 AL L 」 の と き は 、 デ ー タ の 全て が 再生 され ます 。 


録音 し た 音声 を 編集 する 


RAM に 記憶 し た 音声 に 無音 部 を 加え た り 、 
いら な い 部 分 を 消し た り し て 編集 する こと が 
で きま す 。 


表示 する 波形 の 倍率 を 変え る 


編集 し や すい よう に 、 画面 に 表示 され て いる 波形 の 一 部 分 を 拡大 し て 表示 させ た り 、 広 い 
男 囲 が 見 える よう に 縮小 し て 表示 させ た り し ます 。 


音声 編集 画面 で を V |I EW の [fi| 
目的 の 倍率 に 移動 し 、 | | 


SPACE | を 押す 。 叶 


> | s weglEem 本 語 記 | 5 富 
| に ae Bl に 
-se_ pur |a 生 lprg|laulluv lo に に |* 皿 
し | Gamma mw 回 | * 較 | 


[TO0LmAM1i0XjM00E [] 


三 縮小 : 波形 の 横 方 向 を 標準 の 約 1 4 に 縮小 し て 広い 範囲 が 表示 され ます 。 


: スタ ー ト し た と き は この 表示 に な っ て いま す 。 
(1 画面 約 250ms の デー タ を 表示 し ます 。) 
三 拡大 : 波形 の 横 方 向 を 標準 の 約 4 倍 に 拡大 し て 表示 され ます 。 


回 国 四 
き 


ALL | 三 全 体 : 全体 が 1 画面 内 に 表示 され ます 。 


@ 上 書き で 無音 処理 を し た 場合 、 無 音 部 分 の デー タ は 圧縮 し て 記憶 され る た め バ ー 表 示 が 縮み ま 


無音 部 を 作る 


音声 の 一 部 分 を 無音 状態 に し た り 、 間 に 無音 部 分 を 挿 信 し ます 。 


88 ペ ー ジ の 手順 で 無音 に する 男 囲 


を 指定 する 。 
| さ | 13 | @ | 記 に kur IRM ee na トド 副 
ERASE 本 PART 交 WU IIVVU NORMAL 人 | > 
い 4 r66LmAM1iWlMo [SOW に EL 持家 | 
S を ⑯ に 移動 し 、 
SPACE | を 押す 。 テー ド を し て くだ さい 還 RK7 
陸 者 き 拓 和 


ふ を | 上 書き | また は | 挿入 | に 


名 正彰 


。 
ラ 


移動 し | SPACE | を 押す 。 舞香 モ ー ド を 選択 し て くだ さい 表 所 了 ジ 
ト 

挿入 を 選ぶ と 録音 され て いる 音声 の 最 吐き 誠 | 
後 の 部 分 が 消え る こと が あり ます 。 の 
| 

ル 

ふ を | 選択 終了 | に 移動 し 、 前 に 人 寺 デー タ を 挿し ます 音 
ょ 2UU で すか ? トー 

選 

SPACE | を 押す 。 札 ] KW 四 


・ 無 音 処理 を 行う 場合 は 、 | ' | 
ぐ を に 移動 し 、 
SPACE | を 押す 。 っ e 介 に 
・ 無 音 処理 を 行わ な い 場合 は 、 | | 
KN を に 移動 2 | 昌 13 昌 = 間 | EID 前 韻 " 自 
中 0FF 昨 WM 1VUNORMAL 上 呈 。 半 


[ SPACE ] を 押す 。 eo 


9 

e 波形 が 表示 され て いな い 部 分 (横線 の み ) が 無音 部 で す 。 

e 絶 囲 指定 で 「A し し 」 を 指定 する と 、 [| の 操作 は 省 か れ 無 条件 に 上 書き に な り ま す 。 従 っ て 
RAM 内 の デー タ は すべ て 無音 に な り ま す 。 


音声 を 削除 する 


RAM に 録音 され た 音声 の 指定 し た 範囲 を 削除 し ます 。 削 除 後 は それ 以降 の 音声 は 前 に 詰 
め ら れ ま す 。 


68 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 


旨 
* 回 | 


PITSIPIITTIETI 語 7 宙 ) | spep oiwel| 
E 引 ur low kt][Avlllmrem 川 > | 
wlll <jle 副 | 


EASE DELETE PART9F[MV」IVUII[NOmMAL F コ ロコ 
+ "II 川 T0g| [市 
いう reeumwtsiMoog[] tow | | 六 


KS を | % に 移動 し 、 


指定 和 団 を 削除 し ます 
PACE | を 押す 。 
只 ょ 2 し LU いで すか ? 


IM| MWL 


KS を | は い | に 移動 し 、 
SPACE | を 押す 。 


RAN | M [ VIEW | sPEED poiNTE ] 
CI eglEc| [ | 画 
に ーー kUIMvllleee 時 > 。 加 
EmASE_0EtETE PAmoF 朋 [lvVllNomwk ーー 
T ーー 表 | TOPIENDL 
⑲ | % | oormgteedwopg[] SMOW * 記 


計る 5 層  % 細 囲 指定 で 「PART」 を 指定 し て いる と 、 削 除 を 行っ た あと は 自動 的 に 「ALL 」 の 範囲 指 
定 に な り ま す 。 
@ 範囲 指定 で 「AL L 」 を 指定 し て いる と 、 す べ て 削除 され ます 。 範 囲 指 定 を 必ず 確認 し て くだ 
さい 。 こ の と き 了 [で 、「 全 デー タ を 削除 し ます 。 よ ろ し いで すか ?」 の メッ セージ が 表示 され 
ます 。 


@ [| で 範囲 を 指定 し な いで 2 に 進む と 、 そ れ ま で に 指定 され て いた 範囲 が 指定 され ます 。 


フロ ルー デバ ク に 保存 する 


RAM に 録音 し た 音声 の 全部 また は 一 部 を フ 
ロッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 

保存 する と き に 「 エ コー 処理 」 を 「 す る 」 に 
する と 、 エ コー の か か > っ た 音声 と し て 保存 さ 
れ ま す 。 

従っ て 再生 時 に エコ ー を か け な く て も (⑤92 
ペー ジ ) エコ ー が か か っ た 音声 が 再生 され ま 
す 。 


louir 


88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 


昭 環 縛 


門 | | eeglc| ve | se om 回 
kuu pj 川 kkU[MlmieW 
【 <l> le 


LU 
pAT 川 offlWvlIVvllllNORMAL 


ERASE DELETE 


TOWlEN 
OOLmw1tWMwo0E[] SLOW | * 困 


ーー 


を | * 回 | に 移動 し 、 
保存 方 法 を 選択 し (くだ さい 麻 所 終了 
Eo3kue HE 


エコ ー 処 理 : | しない || す る 


( 河 鞭 HH) ミー こさ ー テ マン 


L 


エコ ー 処 理 を |「 す る | また は 
| し な い | に を 移動 し 、 保存 方 法 を 選択 し (くだ さい 情 択 座 7 


[SPACE ] を 押す 。 + ュ 
エコ ー 処 理 : | し な い | | す る 
RAN 


語 証 。*|| の 弧 囲 指定 を せ ず に |2| に 進む と 、 そ れ ま で に 指定 され て いた 範囲 が 指定 され ます 。 範囲 指定 
を 確認 し て か ら 操 作 を 行っ て くだ さい 。 

e「 エ コー 処理 」 を 「 す る 」 に し て 保存 し た 音声 を 呼び 出し て 再生 する 場合 、 再生 時 の エコ ー ( ゆ 
92 ペ ー ジ ) を 「ON」 に する と 、 二 重 に エコ ー が か か り ま す 。 
e 無音 部 分 を 範囲 指定 し た 場合 、「 保 存する デー タ が あり ませ ん 」 の メッ セー ジ が 表示 され る こ 

と が あり ます 。 


や を [選択 終了 | に 移動 し 、 近 和 肝 を 避 存 し ます 
を 押す 。 ファ イル 名 を 入 思 て くだ さい 
に 
ファ イル 名 ( 8 文字 以内 の 英 数 カ 指定 重 囲 を 保存 し ます 
タカ ナ 文 字 ) を 入力 する 。 ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 
に 
ONSEI001 


保存 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
セッ ト し 、 を 押す 。 


※ エ コー 処理 を 「 す る 」 に する と 保存 に か か る 時 間 が 長く な り ま す 。( 無 音 部 分 が な い 音 
声 デ ー タ 約 20 秒 分 を 保存 する の に 約 3 分 半 か か り ま す 。) 無音 デー タ が ある と 、 保存 時 
間 が さら に 長く な り ま す 。 
また 、 エ コー 処理 を 「 す る 」 に し た 場合 、 保 存 中 に [ESC] を 押す と 保存 を 中 止 す る こ 
と が で きま す 。 


_ フロ 光 - ア デイ 7 から 5 旧 び 出す 


フロ ッ ピー ディ スク か ら 音 声 デ ー タ を 呼び 出 
し ます 。 呼 び 出し か た に は 次 の 3 種類 の 方 法 
が あり ます 。 
「 新 規 」: RAM の 音声 を すべ て 消し て か ら 
新しく 音声 デー タ を 呼び 出し ま 


す 。 
「 合 成 」: 指定 し た 範囲 の RAM の 音声 と 呼 
び 出 し た 音声 を 重ね ます 。 


「 結 合 」: 指定 し た 範囲 の RAM の 音声 を 呼 
び 出 し た 音声 に 書き 換え ます 。 
範囲 指定 が ALL の と き は 、RAM 
の 音声 の あと に 呼び 出し た 音声 
が つなが り ま す 。 ーーーーーー 


88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 


< と |e lecko| ww | sweeo owls 画 | 
= ヨ 違 ee 」 加 図 に 信 
-asE pgtE perlPvvlllomeu コー 
| Ceemvew aw | * 届 | 


き | り 上 の 富 テ ー タ を て クリ ア し か 
| ら 困 和 届 を お こない ます 


( 癌 革 BHMN) モー ママ ペー ナマ に 


目的 の 呼び 出し 方 法 に を を し て くだ さい 7 
移動 し 、 SPACE を 押す 。 新規 上 結合 | 


L 2 近 和 半音 声 デー タ と 合成 し な が ら 
時 処理 を お こない ます 


や を | * 回 | に 移動 し 、 5 gm 
SPACE | を 押す 。 | 新規 1 区 各 当 開 


へ を [選択 終了 | に 移動 し 、 Si - 果 」 


[ SPACE ] を FE 


| | 


呼び 出す ファ イル が 保存 され て い 1RGCED 


る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト WGET001 1999.10。1 
し 、 KR を [| 実行 | に 移動 し 、 ONsEI002 1999.10.1 


ONSEI003 1999.10.12 


SPACE | を 押す 。 ONSEI004 1999. 1 


呼び 出す ファ イル 名 に KK を 
フイ ル を RUC く だ きい | 条 

移動 し 、| SPACE | を 押す 。 psEi001 1999.10。116 
ONSEI002 1999.10.12 

NsEi003 1999.10.12 

NsEI004 HH 


IN を | 実生 に 移動 し 、 人 
[SPAGE を W 計 | 


| < ee 還 YigW 
| 
J| 


三 lk]IkkIW 
| ENASE 0ELETE I2tMIIOIE い 29 


しき 上 %% | reoumwdvoe[] to 


当 mew I<> 
[tom に ーー 
TPlEN0 


sPEED 昌 当 


ご 注意 @ ツー ル 形 式 で 合成 する の に 約 3 分 、BASIC 形 式 で 合成 する の に 約 1 分 か か り ま す 。 
@ 合 成 で きる デー タ の 長 さ は 、 ツ ー ル 形式 で 最大 20 秒 、BASIC 形 式 で 最大 8 秒 で す 。 そ れ 以 降 


の デー タ は 切り 捨て られ ます 。 


@ 呼び 出し た 音声 デー タ が RAM の 容量 を 越え た り 、 指 定 範囲 を 越え た 場合 に は 越え た 部 分 は 呼 
び 出 され ませ ん 。 

@ 合成 モー ド で 音声 デー タ を 呼び 出し た と き 、 デ ー タ 圧縮 の 関係 で 音声 デー タ の 後 の 方 の 音声 が 
消え て し まう こと が あり ます 。 

@ 範囲 指定 し た 長 さ より 、 呼 び 出し た 音声 デー タ の 長 さ の 方 が 短 か い 場 合 、 範 囲 指 定 し た 残り の 
部 分 は 無音 に な り ま す 。 

( 概 に デー タ が ある 場合 、 そ の 部 分 は 元 の デー タ が 残り ます 。) 


音声 デー タ に つ し て 


e@ サン プリ ング レー ト 


通常 オー ディ オ テ ー ブ 等 に 録音 する 場合 に は 、 音 を 

電圧 や 電流 の 強弱 に 変え 、 連 続 的 な も の (アナ ログ 

信号 ) と し て 扱い ます 。 これ に 対し 、 デ ジ ト ー ク 

ツー ル は 音 を ある 一 定時 間 (非常 に 短い 時 間 ) に 区 

切っ て サン プリ ング (測定 ) し 、 そ の 値 を 数 値 で 表 

し て デジ タル 信号 と し て 扱い ます 。 7 27 3747 + 
これ が P CM と 呼ば れる 方 式 で 、 ア ナ ロ グ に 比べ て 

編集 が し 易い と いう 点 で 優れ て いま す 。 


サン プリ ング を 行う 際 の 一 定時 間 と いう の が サン プリ ング レー ト で 、 周 波数 (1 秒間 に 
何 回 サン プリ ング を 行う か ) と し て 表し て いま す 。 し た が っ て 時 間 が 短い (サン ヴ リジン 
グレ ー ト の 値 が 大 きい ) ほど 音 の 再現 性 が 良く な り ま す 。 

音声 編集 機能 で は 固定 され て いま す が 、BASIC で は 変え る こと も で きま す 。 
(③「BASIC 入 門 ) 


SN へ 半 


「BASIC」 ・ 8KHz 
「 ツ ー ル 」 ・ 8KHz 


容 呈 


容量 と いう の は RAM の 大 き さ で 、 大 きい ほど 多く の デー タ を 記憶 で きま す 。 
容 時 も デー タ 形 式 に よっ て 固定 され て いま す 。 


「BASIC」 ・ 64KB 
「 ツ ー ル 」 ・ 160KB 


@ サン プリ ング レー ト と 容量 の 関係 (録音 時 間 ) 


サン プリ ング レー ト と 容量 は 密接 に 関係 し 、 同 じ 容量 で あれ ば サン プリ ング レー ト が 小 
さい ほど 長い 時 間 録 音 が で きま す が 、 再 現 性 が 落ち ます 。 逆 に 同じ サン プリ ング レー ト 
で あれ ば 容量 の 大 きい ほど 長い 時 間 録音 が で きま す 。 

容量 、 サ ンプ リン グレ ー ト と 録音 時 間 の 関係 は 次 の 式 を 目安 に し て くだ さい 、。 


録音 時 間 ( 秒 ) 三 容 量 二 サン プリ ング レー ト 


例え ば 「BASIC 紙 芝居 」 形式 で は 64 8 三 8 で 、 8 秒間 の 録音 が で きる こと に な り ま す 。 
た だ し 、 無 音 部 分 が 多い 音声 等 は デー タ を 圧縮 し て 記憶 され る の で 、 実際 に は この 値 よ 
り も 長い 時 間 録 音 で きま す 。 
6 無音 デー タ 波形 表示 
音声 デー タ 内 で 、 音 声 も 雑音 も 入っ て いな い 部 分 
(音声 信号 が 0 の 部 分 ) の こと を 無音 デー タ と 呼 
び ま す 。 無音 デー タ 部 は 波形 表示 部 で は 、 波 形 の 
な い 一 直線 の 状態 と し て 表わさ れ ま す 。 
RAM 内 で は 、 無 音 デ ー タ は 音声 信号 の ある デー 
タ と 比べ て 少な い 容 量 で 記録 され て いま す 。 こ れ 
を デー 人 タ 有 圧縮 と 呼び ます 。 こ れ に より 、 無音 デー 
タ を 含む 音声 デー タ は 、 通 常 よ り も 長く 録音 する 
こと が で きま す 。( 無 音 デ ー タ は 、ERASE の 機能 
を 使っ て 作り ます 。) 


圧縮 され た デー タ 


無音 デー タ 部 は 、 デ ー 人 タタ 圧縮 され て いる の で 、 次 の よう な こと が お こり ます 。 

・ 無音 デー タ 部 を 範囲 指定 (PART) し て 録音 や 結合 を する と 、 見 か け よ り も 録音 ( 結 
合 ) 時 間 が 短 か く な る 。 また 、 範囲 指定 の 後半 部 分 に 無音 デー タ 部 が 残る 場合 が ある 。 
・ 範囲 指定 し た 部 分 に 、 無音 デー タ を 含ん だ 音声 デー タ を 結合 する と 、 指 定 し た 男 囲 よ 
り も 長い 時 間 、 デ ー タ が 入る こと が ある 。 

・ERASE (⑦95 ペ ー ジ ) で 上 書き の 操作 を し た と き は 、 デ ー 人 圧縮 され た 無音 デー タ 
が 上 書き され る の で 、 バ ー 表 示 の 録音 され て いる エリ ア を 示す 牟 色 の 部 分 が 短 か く な 
る 。( バ ー 表 示 は RAM 内 の 容量 に よっ て 変化 する た め 。) 


第 つ 草 


クラ ワ ィ | ッ | クツ ビル 


簡単 に 画面 に 絵 を 描け り る よう に し た の が グラ フィ ッ ク ツ ー ル で す 。 
当社 製 イ メー ジ ・ ス キャ ナ FW 一 RSU 1W と イメ ー ジ ・ ス キャ ナ / ハ ン 
ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス F S 一 | F A 1 を お 持ち の か た は 、 写真 
や 印刷 物 な どか ら 絵 を 画面 に 取り 込む こと が で きま す 。 


すこ へ NJMIN 岬 親 


了 ウ 
ン 


ーー ニー 
= 


スタ ー ト する 前 に 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル を スタ ー ト する 前 に 、 次 の こと を 知っ て お いて くだ さい 。 


入力 機器 に つい て 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で は 、 画 面 に 表示 され た カー ソル い 。 を 動か すこ と で 操作 を 行い ます 。 


キー ボー ド を 使う こと き と 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド を 使う と き と で 使用 で きる 機能 は 同じ で 
す が 、 操 作 し た と き の カ ー ン ソル い の 動き か た が 少し 異な り ま す 。 


キー ボー ド カー ソル > は 上 下 を 右 と 斜め の 8 方 向 に だ け 動き ます 。 
垂直 、 水 平方 向 の 直線 を 描く と き に 便利 で す 。 


マ ウ ス カー ン ル 【 の 移動 方 向 に 制限 が な い の で 、 片 手 で 自由 に 曲線 を 描く 
こと が で き 、 ま た カー ソル 【^ を 速く 移動 させ る 場合 も や 、 た い へ ん 操 
作 し や すく な り ま す 。 

(ジョ イ パ ッ ド を 使う 場合 は 、 キ ー ボ ー ド と ほぼ 同じ で す 。) 


入力 機器 を マウ ス に 指定 し た 場合 で も キー ボー ド の カー ソル キー が 使え ます か ら 、 歪 直 、 
水平 方 向 の 直線 を 描く 場合 は キー ボー ド 、 他 の と き は マウ ス を 使う と 便利 で す 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 使う 周辺 機器 に つい て 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル に は 、 作 成 し た 絵 を プリ ンタ で 印刷 し た り イ メー ジ ・ ス キャ ナ (FW 
一 民 SU 1W) と イメ ー ジ ・ ス キャ ナ / ソ ハンデ ィ プ リン 久 ・ イ シン ター フェ イス (FSS 一 | 
F A 1 ) を 使っ て 印刷 物 か ら イ ラス ト を 取り 込ん だ りす る 機能 が あり ます 。 

付属 の 「 カ ラー 印刷 ツー ル 」 を 使え ば 、 作 成 し た 絵 を 当社 製 44 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ 
リウ タ FSー PCG 1 と マル チカ ラー リボ ンカ セッ ト CFーPR2 3 1CA を 使っ て カラ ー 
印刷 する こと が で きま す 。 


・ 使 用 で きる プリ ンタ は 、MS X 仕 様 の 48 ド ッ ト ま た は 24 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ だ け で す 。 
推奨 機種 当社 製 46 ド ッ ト 詩 転 写 カ ラー 漢字 プリ ンタ FSーPC1 


@ プ リン タ や イメ ー ジ ・ ス キャ ナ は 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 前 に 接続 し て お いて くだ さい 。 
@ グ ラフ ィ ッ クツ ー ル で は ハン ディ プリ ンタ は 使用 で きま せん 。 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 か ら の スタ ー ト の し か た と 、 基 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 


。 人 振 の シス テム ディ スク 2 を 
ドラ イブ に 赤 し 込む 。 


BAS1C を 選ぶ 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル を 選ぶ 。 ee 


ラフ ィ ッ クツ ー ル 詳 閑 


[ 2 ] を 押す 。 只 


・ キ ー ボ ー ド を 選ぶ と き [1 
・ ジ ョ イ パ ッ ド を 選ぶ と き 
・ マ ウス を 選ぶ と き 


・ メ ニュ ー 画 面 に 戻る 


1 eS 
2 [ 0 | を 押す 。 


- 画 回 加 


(グラ フィ ッ ク ツ ー ル の メイ ン メ ニュ ー) 


は ) 回 回 


@ 較 で シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 差し 込ん で いな い 場 合 は 、B AS | 
C の 画面 に な り ま す 。 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 差し 込み 、RE SE 


T (リセ ッ ト ) ボタ ン を 押し て や り 直 し て くだ さい 。 

@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 
増設 ドラ イブ に シス テム ディ スク 2 を 差し 込み 、 を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ て や 
り 直 し て くだ さい 。 


と へ ANJMIN 岬 音 


ミー 


終わ りか た 


を 押す か 、 


| Q | に カー ソル を 合わ せ て 、 


を 押す 。 


に カー ソル を 合わ せ て 
を 押す 。 * 


に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 還 


(MS XーDOS 2 画面) 


電源 人 イツ ナ を 切る 。 


@ 画 面 に 表示 され て いる 絵 を 保存 し な いで 終了 する と 、 絵 が 消え ます 。 先 に フロ ッ ピー ディ スク に 
保存 し て くだ さい 。(⑤②164 ペ ー ジ ) 

@ | | で (ESC] を 押し て も 、 画面 は 変わ り ませ ん 。 

還 | LS の か わり に 表示 右上 の | Q | を 選ぶ と 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の メイ ン メ ニュ ー に 
戻り ます 。 

eMSXーDO SS 2 画面 が 表示 され て いる と き に 付属 ソフ ト を 楽し みた い 場 合 は 、[T] [O] [QO] 
(小文字 で も か まい ませ ん ) と キー を 順に 押し た 後 財 (RETURN) キー を 押す と 、 付 属 ソ 
フト の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 

@ プ ロン プ ト (CA>) が 2 つ 以 上 表示 され る こと が あり ます が 、 異常 で は あり ませ ん 。 


ーー 


この 赤い 四角 (アイ コン ) に 
カー ソル を 合わ せ て [ SPACE 」 
キー を 押す と 、 メ イン メニ ュ 
ー が 消え ます 。 も う 一 度 押す 
と メイ ン メ ニュ ー が 現われ ま 
の 


カー ソル の 動か し か た 


カー ソル は カー ソル KC スキー で 動き ます 」 斜め に 移動 させ る と き 、 た と えば 右 下 
に 移動 させ る と き は 、 忌 ] キ ー と < ぐ ①] キ ー を 同時 に 押し ます 。 

また を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル 尽 は ゆっ くり 動き ます の 
で 、 細か い 部 分 の 修正 を 行う と き な ど に 利用 し て くだ さい 。 


ベニ エ や だ デイ ゴン 


メイ ン メ ニュ ー の アイ コン を 選ぶ と 、 そ の 機能 の 細か い 操 作 を 行う た め の メ ニュ ー が 表示 
され ます 。 こ の 名 機能 別 の メニ ュー を サブ メニ ュー と 呼び ます 。 


カー ソル 


へ さ NIMIN 冊 韻 


ン 


・ 機能 の 選択 また は 終 Y 


トー 
ce 


ー…… 操作 の 詳細 の 指定 
また は 中 止 


@ カ ー ソ ル に は 、 移 動 中 に 画面 の 上 下 左右 な ど に か くれ て し まう こと が あり ます 。 
これ は 、 テ レビ の 画面 と パソ コン が 表示 する 画面 の 大 き さ の ちがい に よる も の で す 。 
また 画面 上 の 位置 に よっ て は 、 カ ー ソ ル を 移動 し た と き に カー ソル が 波打つ こと が あり ます が 、 


操作 の 効果 に は 関係 あり ませ ん 。 


た と えば 少 | を 選ん で み ま し ょ う 。 
メイ ン メ ニュ ー の アイ コン | ウ | に カー ソル KS を 合わ せ て [SPACE ] を 押す と 、 新 


し い メ ニュ ー が 表示 され ます 。 これ が (ペン ) の サ プ メ ニュ ー で す 。 


イッ ン メ ニュー) (ペン の サブ メニ ュー) 


サ プ メ ニュ ー か ら メ イン メニ ュー に 戻り た いと き は 、 サ プ メ ニュ ー の | Q | の アイ コン に 
カー ソル ト く を 合わ せ て [SPACE ) を 押し ます 。 
を 選ん だ と き は 、 ESC ) を 押す と メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


実行 し た い 操 作 の 選び か た 
実行 し た い 操作 を あら わす アイ コン に カー ソル を 合わ せ て 、[ SPACE ] を 押し ます 。 


以降 の 説明 で は 、 この 操作 を 「 | | を 選び ます 。] と 表現 し ます 。 


※ 以 降 の 説明 で は 、 キ ー ボ ー ド を 使っ た 場合 の 操作 の し か た を 説明 し て いま す 。 マ ウス や 
ジョ イ パ ッ ド を 使う 場合 は 、 特 に こと わり が な いか ぎり 、[SPACE ) キー を トリ ガー ボタ 
ン A ま た は (1 ) に 、 [ESC ) キー を トリ ガー ボタ ン B また は (T ) に 読み か えて 操作 し て く 
だ さい 。 
特に いく つか の 種類 の 中 か ら 線 種 パ パタ ー ン を 選ぶ 場合 は 、 選ん だ アイ コン の 色 を 反転 し 
て 表示 する こと が あり ます 。 


選ば れ て 色 が 反転 し た 
アイ コジ 


サブ メニ ュー の 中 で は 、 実 除 に 摘 い た り 色 を 塗っ た りす る アイ コン ( 例 :[ 錠 | ゃ [用 | ) 
より も 、 色 の 指定 や 線 種 の パタ ー ン を あら わす アイ コン ( 例 : や | 防 ]| ) を 先 に 選 


ん で くだ さい 。 
実際 に 描い た り 色 を 塗っ た りす る アイ コン を 選ぶ と 、 


| Q | を 残し て 、 サ プ メ 了 


ニュ ー が 消え ます 。 


この 状態 で | Q | を 選ぶ と 、 再 び ササ ブ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


選ん だ 操作 の 終わ りか た 


選ん だ 機能 の 操作 を 終わ り 、 別 の 機能 を 操作 し た いと き は 、 | Q | の アイ コン を 選ん で ひ 
と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 

表示 され た サブ メニ ュー の 中 に 操作 し た い 機 能 が な い 場合 は 、 も う 一 度 | Q | を 選ん で メ 
イン メニ ュー まで 戻り ます 。 

この 他 に も を 選ぶ 場合 や 、 を 押す 場合 が あり ます 。 


サブ メニ ュー の 移動 の し か た 


画面 に 絵 を 描い て いる と き に 、 メ ニュ ー の 表示 が 邪魔 に みか る と き は 、 左 側 の アイ コン ( 選 
ん だ 機能 を あら わす アイ コン ) に カー ソル を 合わ せ 、[ SPACE ] を 押し な が ら カ ー ソ ル を 動 
か す と 、 メ ニュ ー を 移動 する こと が で きま す 。 


@ 画 面 に 絵 を 描く こと に 直接 関係 し な い 機能 (印刷 や 保存 、 呼 び 出 し な ど ) の サブ メニ ュー は 移動 
で きま せん 。 


直前 に 描い た も の を 消し た い 場 合 


線 を 描い た り 、 塗 りつ ぶす 操作 で 失敗 し た と き は 、 あ わ て ず に を 押し て くだ さい 。 
操作 する 前 の 状態 に 戻り ます 。 

た だ し 、 直 前 に 描い た 部 分 し か 消え ませ ん 。 ま た を 押す ご と に 、 操 作 する 前 の 画面 
と 操作 し た 後 の 画面 を 交互 に 表示 し ます 。 


先 に 描い た 線 和 で 人 い た 玉 消え な い 消え る 


に 、 こ 


を 押す 。 
(操作 後 の 画面 ) (操作 前 の 画面 ) 


機能 と アイ コン 一 覧 


ここ で 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 機能 と メイ ン メ ニュ ー の アイ コン を 、 簡 単に まとめ て お き 
まし ょ うう 。 く わし く は 、 次 ペー ジ 以 降 を お 読み くだ さい 。 


ペー ン : 線 を 描く (鉛筆 、 筆 ) 。 


円 、 四 角 、 直線 : 円 、 四 角 ( 枠 だ け 、 枠 の 中 を 塗り つぶ す ) 、 
直線 (実線 、 点 線 、 二 点 鎖線 ) を 描く 。 


塗り つぶ し : 画 面 を 塗り つぶ す (は け 、 ペ ン キ 缶 ) 。 

消し ゴム : 絵 を 消す (消し ゴム 、 全 面 消去 ) 。 

コピ ー : 同一 画面 上 に コピ ー (複写 ) する ( 原 ゴ コピ ー、 
拡大 ・ 縮 小 コ ピー、 不 定形 コピ ー) 。 

文字 表示 : 画面 に 文字 を 表示 する 。 


メー ツジ * : 印刷 物 や 手書き の イラ スト を 画面 に 取り 込む 。 
スキ ャ ナ 入 力 (@ 〇 161 ペ ー ジ ) 


保存 ・ 呼 び 出 し : 描い た 絵 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 、 呼 び 出す 。 
印 刷 : 描い た 絵 を プリ ンタ で 印刷 する 。 


終 〒 ・ グ ラフ イィ ツ クツ ー ル を 終了 する 。 


右 の 絵 を 描い て み ま す 。 


バル ー ン 
スタ ー ト の し か た (⑤105 ペ ー ジ ) 
に し た が っ て 、 メ イン メニ ュー 
( ゆ 107 ペ ー ジ ) を 表示 させ て お 
いて くだ さい 。 
ゴン ドラ 


まず 、 大 きい ほう の バル ー ン の 円 を 描き ます 。 


| ー - 誠 
円 の 中 心 位置 に カー ソル を 

移動 する 。 

6@ を 押す 。 は 


@「 一度 や っ て み ま し ょ う 」 の 操作 の 最後 に 、 保 存 機能 を 使い ます 。 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル を 始め 


る 前 に 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し た フロ ッ ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 
@ 画面 に 絵 が 表示 され て いる 場合 は 「 描 いた 絵 の す べ て を 消す (全面 消去 )」 (②144 ペ ー ジ ) を 参 
照 し て 、 消 し て か ら 始 め て くだ さい 。 


12 


を 押し た まま 
を 押す 。 に 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 
円 が 大 きく な っ た り 小 さく な っ た り し ます 。 


ちょ うど よい 大 き さ で 


SPACE | を は な す 。 し 2 


四角 を 描く 


つづ いて ゴン ドラ の 四角 を 描き ます 。 


第 
ら 
ピーコ 
庄 
ワ 
フ 
フ 

イ 
ッ 
和 

| 


ル 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 円 を 消す こと が で きま す 。 


四角 の 左上 角 に カー ソル を 移動 する 。 


を 押す 。 キ 


SPACE | を 押し た まま 


を 押す 。 上 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 始 点 と カー ソル 
の 位置 を 対 角 と する 四角 が 描か れ ま す 。 


ちょ うど よい 大 き さ で 


SPACE | を は な す 。 


直線 を 描く 


次 に バル ー ン と ゴン ドラ を 結ぶ ロー プ の 線 を 描き ます 。 


cm Wo> 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 四角 を 消す こと が で きま す 。 


ー 


| 間 ウ 


直線 の 始点 に カー ソル を 移動 する 。 


の 
を 押す 。 。 


を 押し た まま 


マン 
を 押す 。 内 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 始点 と カー ソル 第 
を 結ぶ 直線 が 描か れ ま す 。 還 
ヒー ゴ 

果 

本 二 の 
ちょ うど よい と ころ で ラ 
L 2 イ 

SPACE | を は な す 。 ッ 
の 


ン 
ン 


eo 
ご 


同様 に し て すべ て の ロー プ を 描く 。 


@ [ SHIFT ) を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位置 指定 が で きま す 。 
@ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直前 に 描い た 直線 を 消す こと が で きま す 。 


線 を 描く 


バル ー ン の 中 の 折れ 線 を 描き ます 。 


1 


Qilw 。 - 
(ペン ) を 選ぶ 。 


(鉛筆 ) を 選ぶ 。 


2 


| ーー こつ 上 r つ っ 旧 ー- 
Ky 


9 を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位 置 指定 が で きま す 。 


in 


線 を 描く 始点 に カー ソル を 
移動 する 。 


3 
6@2@7 を 押す 。 


を 押し た まま 


0 を We 5 


描く 線 の 終点 で 


を は な す 。 う 


同様 に し て バル ー ン の 中 の 


も うつ ひと つの 線 を 描く 。 


= と 、 次 の 塗り つぶ し が うま く で きま せん 。 円 と は な れ な いよ うに 線 を 描い て くだ さい 。 
細か い 部 分 の 修正 は 「 虫 めがね 」( 必 130 ペ ー ジ ) を 使い ます 。 


* 失 取 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと が で きま す 。 


すさ へ NNJMIY Ei 


ン 
ン 


Nm 
ご 


注意 @ バ ルー ン の 中 の 線 が 途中 で は な れ て いた り 、 バ ルー ン の 円 と 中 の 線 の 接点 が は な れ て いた りす る 


に だ) 


バル ー ン (を か ら 緑 、 ピ ンク 、 黄 色 ) と ゴン ドラ (青色 ) に 色 を 塗り ます 。 


緑色 の 枠 (上 段 、 左 か ら 3 つ 目 ) 
に カー ソル を 移動 する 。 


<@ る 5 を 押す 。 y 


カー ソル を 、 絵 の 具 に 移動 する 。 
を 押し た まま 


マリ 
Ke22 を 押す 。 
[ マ 」 


を は な す 。 只 


カー ソル を 色 を 塗る 位置 に 
移動 する 。 


6@ る 5 を 押す 。 


9 を 押す 。 ゅ 


2 


す 


| oo ーー ov 上 WC で 


同様 に バル ー ン の 中 央 を ピン ク 色 
(下段 左 か ら 3 番目 )、 右 側 を 黄 

色 (上 段 左 か ら 4 番目)、 ゴ ンド 

ラ を 青色 (上 段 友 か ら 6 番 目 ) で 只 
塗り つぶ す 。 


文字 を 表示 する 


愛 度 は バル ー ン に 「PANA」 と いう 文字 を 書き ます 。 


1 1 Q | を 選ぶ 。 pb 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 塗り つぶ し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


3 を 選ぶ 。 < 


画面 下部 の | SEL」 を 
「 英 数 」 に する 。 


を 何 回 か 押す 。 只 


文字 を 入力 する 位置 に 
カー ソル を 移動 する 。 


[P][A][N][A] を 押す 。 


@ [ SHIFT ] を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位置 指定 が で きま す 。 
@ 文 字 の 入力 を まち が えた と き は 、 ま ち が え た 文字 に カー ソル を 合わ せ 、〔SPACE ) を 押し て 消し 、 
正しい 文字 を 入力 し 直し て くだ さい 。 


すこ へ へ NJMINS Ei 


ン 
ン 


ーー 
ご 


これ で 気球 が 描け まし た 。 で は 、 こ の 気球 を 小さ く コ ピー し て み ま す 。 


1 を 押す 。 


すま 


ーー lo 
を 選ぶ 。 = 


コピ ー 元 の 左上 へ カー ソル 
を 移動 する 


を 押す 。 了 ゆ 


コピ ー 元 を 四角 で 囲み 指定 する 。 
を 押し た まま 


二 み 
6@ を 押す 。 
を は な す 。 只 


コピ ー 先 へ カー ソル を 移動 する 。 


を 押す 。 


コピ ー 先 を 四角 で 囲み 指定 する 。 
を 押し た まま 


の を 押す 5 


9 を は な す 。 


@ 失敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に コピ ー し た 部 分 を 元 に 戻す こ と が で きま す 。 


「 oo 一 ov 上 Wo。 


KCN で まそ NIINI 岬 音 


バッ ク に 色 を 塗る 


仕上 げに バッ ク に 色 を 塗り ます 。 
要領 は 「 色 を 塗る ( ゆ 118 ペ ー ジ )」 以降 を みて くだ さい 。 バ パック の 色 は うす い 青 緑色 が 
いい で し ょ う 。 登録 枠 ( ウ 132 ペ ー ジ ) の 下段 圧 か ら 4 番目 で す 。 


保存 する 


せっ か く 描 いた 絵 で すか ら 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し た フロ ッ ピー ディ スク を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ プ に セッ ト 
し ます 。 


1Q | sms ゝ 


| CS 
| 
2 


4 を 選ぶ 。 に 


ファ イル 名 を 入力 する 。 
[P] [A] [N] [A] を 押す 。 只 


プロ ウツ ピー ディ スク 
を セッ ト し て 


(また は を 押す 。) 


ざこ へ NJMIN Ei 


Ke ヨ 
ーー 


線 を 描く ( 鉛 華 ) 


昭 婦 を 使っ て 、 線 を 描い て み ま し ょ う 。 


ペン を 選ぶ 


(ペン ) に カー ソル ぐ を 
合わ せ て 、 を 押す 。 


描き た い 線 の 色 を 決め る 。 


ーー ( 色 の 指定 き 132 ペ ー ジ ) 


(ペッ の サブ プ メ ニュ ー) 


| % |Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


鉛筆 を 選ぶ 


還 還 | ( 鑑 筆 ) に 
カー ソル を 合わ 
| 叶 も て (ee を ” 
押す 。 
描き 始め た い 場 
っ 馬 カ ー ソ ル を ゅ 
移動 する 。 
[ SPACE 」 
を 押し た まま カー ソル が 通 つ 
の! 還 2 た お で 
か れ ま す 。 
KC く 
描く 線 が 止ま り 。 ぁ 
を は な す と ます 。 
目 こ 日 を 繰り 返し て 続き を 描き ます 。 


@ 線 を 措 く の を 失敗 し た 場合 は 、 他 の 操作 を する 前 に [ESC] を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと 
が で きま す 。 
@ 2 つの カー ソル キー を 同時 に 押す こと に より 、 斜 線 を 引く こと が で きま す 。 


すこ へ NJMIN 冊 m 半 


ミー マ 


線 を 抽 く ( 筆 ) 


婦 を 使っ て 、 線 を 描い て み ま し ょ う 。 4 種類 の パタ ー ン が 選べ ます 。 


ヘス ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ スズ 】 


ペン を 選ぶ 


に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 線 の 色 を 決め る 。 


( 色 の 指定 必 132 ペ ー ジ ) 


(ペン の サブ メニ ュー) 


% 「Q| に カー ソル を 合わ せ て (SPACE を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


SPACE 


SPACE 


4 


生 


健 を 選ぶ 


B 群 の 中 か ら 描 
きた い パ ター ン 
に カー ソル を 合 
わせ て 、 
を 押す 。 


に カー ソル 
を 合わ せ て 
を 押す 。 


描き 始め た い 場 
所 に カー ソル を 
移動 する 。 


カー ソル が 通 つ 
た あと に 線 が 描 
か れ ま す 。 


描く 線 が 止ま り 
ます 。 


同 - 同 を 繰り 返し て 続き を 描き ます 。 


% 
有 有 較 oo 目 一 』 目 つっ 上 <m 目 一 目 こ っ 
RNN 
9 甘 
遇 095 
(Y し 邊 


@ 折 を 描く の を 失敗 し た 場合 は 、 他 の 操作 を する 前 に [ESC」 を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと 


が で きま す 。 


ご ー と すさ へ NMI 岬 門 


修正 する ( 昌 め が ね ) 


虫 め が ね を 使っ て 、 修正 し まし ょ う 。 


に カー ソル ぐ を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(ペン シ の サブ メ ュー) 


% |Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


虫 め が ね を 選ぶ 


[ 選 | に カー ソル 
っ を 合わ せ て 
を 押す 。 


gg 人 

に カー ソル を 

KC 9 駄 、 
を 押す 。 


枠 内 の 修正 し た カー ソル 位置 の 色 が 
-。 い 場 所 に カー ソ  。 国 で 指定 し た 色 に 変 
ル を 移動 し 、 わり ます 。 
(SPACE 」 を 押す 。 ( 1 ドッ ト ず つ 修正 
され ます 。) 


ミー ここ いさ NJMIN Ei 


を 繰り 返し て 続き を 修正 し ます 。 


3 - 
修正 し た い 色 を 指定 する 。 ( 色 の 指定 132 ペ パー ジ ) 
指定 し た 色 で 修正 され ます 。 


@ 修 正 の 途中 で 色 を 変え る も こと も で きま す 。 


@ 他 の 場所 を 修正 し た いと き は 、 回 の 虫 め が ね の サブ メニ ュー で | 誰 | を 選び 、 要 の 外 に カー ソ 


ル を 移動 し て [ SPACE を 押す と 、 ぞ の 位置 の 拡大 画面 が 表示 され 修正 で きま す 。 


色 を 指定 する 


線 を 描く 色 は 赤 、 緑 ( 各 100 一 0%、8 段 階 ) 、 青 (1000 %、4 段階 ) の 3 色 を 組み 合 
わせ て 、 合 計 255 色 を 自在 に 使う こと が で きま す 。 た だ し 、 赤 第 8 段階 、 緑 第 8 段階 、 青 
第 3 段階 の 色 と 、 赤 第 8 段階 、 緑 第 7 段階 、 青 第 3 段階 の 色 は 同じ で す 。 


回 円 ロロ ロロ | 
( | ロロ | 


線 や 円 、 皿 角 な ど は 、A の 位置 に ある 絵の具 の チュ ー ブ の アイ コン に 表示 され て いる 色 で 


描か れ ま す 。 
に カー ソル を 
5 の る 7 合わ せ て 、 時 色 の 濃度 が 濃く な り ま す 。 
>< き [SPACE ) 加 。 (絵の具 の チュ ー ブ の 色 
す 。 が 変わ り ま す 。) 


| - | に カー ソル を 
合わ せ て 、 色 の 濃度 が 薄く な り ま す 。 
中 [SPACE を 押 只 。 (絵の具 の チュ ー ブ の 色 
す 。 が 変わ り ます 。) 


@ 赤 、 青 、 緑 と も に 第 1 段階 (0 %) の と き は 、 表 示 上 は 黒 で す が 、 実際 に は 透明 色 で す 。 


前 ペー ジ の よう に し て 、 作 成 し た 色 を 、 登 録 する こと も で き 、 必 要 な と き に 取り だ し て 使 
えま す 。 登録 の し か た は 、 次 の 通り で す 。 


マッ 色 が で きた ら 、 
に 2 
只 絵具 の アイ コン に カー ソル を 移動 する 。 
を 押し た まま 、 


登録 枠 の 必要 の な い 色 に カー ソル を 移動 し 、 中 登録 され ます 。 


SPACE | を は な す 。 


登録 枠 の 色 の 使い か た 


は じ め か ら 12 の 色 が 登録 され て いま す 。 こ の 色 は 自由 に 取り 出し て 使う こと が で きま す 。 


時 KO 使い た い 色 の 登録 柏 に 、 カ ー ソ ル を 移動 する 。 


SPACE | を 押し た まま 、 絵 の 具 の 絵具 の チュ ー ブ の アイ 
チュ ー ブ の アイ コン に カー ソル を 移動 し 、 中 コン の 色 が 変わ つて 、 
SPACE | を は な す 。 次 の 操作 か ら 使 えま す 。 


背景 色 に つい て 


C の 位置 の アイ コン ( 層 132 ペ ー ジ ) は 画面 の 背景 の 色 を 表し ます 。 登 録 欄 に ある 色 を ご こ 
こ に セッ ト す る と 、 背 景 の 色 が その 色 に 変わ り ま す 。 (テレ ビ の 表示 領域 と パソ コン の 表 
示 領 域 の 違い に より 、 変 わっ た の が 見 えな い 場 合 も あり ます 。) 

また 、 消 し ゴム ( ゆ 142 ペ ー ジ ) を 使っ て 消し た 部 分 や 、 塗 りつ ぶし (⑤⑦140 ペ ー ジ ) の B 
群 の パタ ー ン を 使っ て 塗り つぶ し た と き の 背 景 の 色 も この 色 に な り ま す 。 セ ッ ト の し か た 
は 、 色 を 登録 する と き と 同じ で す 。 

背景 の 色 が 登録 され る と 、 画 面 の まわ り の 方 の 色 が 変わ り ます 。 


@ 画 面 に 描い た 絵 の 色 を 登録 する こと も で きま す 。 登録 し た い 色 の 位置 に カー ソル を 移動 し 、 
を 押し な が ら 必 要 の な い 登 録 要 に カー ソル を 移動 し て キー を は な し ます 。 


作っ た 色 の 登録 


NE まさ SSNIN』 局員 音 


ン 
ン 


ペー 
に 


円 を 描い て み ま し ょ う 。 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(メイ ン メ ニュ ー) 


描き た い 円 の 色 を 決め る 。 
( 色 の 指定 上 132 ペ ー ジ ) 


(円 、 四 角 、 直 線 の サ プ メ ニュ ー) 


@ |Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE ] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


円 を 選ぶ 


図 [ 〇 | に カー ソル 
を 合わ せ て 
Ko ペタ さ 
を 押す 。 
円 の 中 心 に し た 
6⑳ る 2 うい 位置 に カー ソ 
ル を 移動 する 。 
[ SPACE ] 
を 押し た まま 、 カー ソル の 動き 
叶 に 応じ て 、 円 の に 
大 き さ が 変わ る 。 


@ 失 骨 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 円 を 消す こと が で きま す 。 
@ 円 の 外周 が 画面 の 外 枠 に あたる と 、 円 は それ 以上 大 きく な り ま せん 。 で すか ら 、 画面 の 枠 を は み 
出す よう な 円 を 描く こと は で きま せん 。 
@ カ ー ソ ルド KC> ぐ 〇 】 で は 、 円 の 大 き さ を 変え る こと は で きま せん 。 


四角 を 措 く 


四角 を 描い て み ま し ょ う 。 


[ 口 | 要 ) は 、 要 だ け を 描き ます 。 
(塗り つぶ し ) は 、 枠 の 中 を 塗り つ 
ぶし て 四角 を 描き ます 。 


円 、 四 角 、 直 線 を 選ぶ 


に カー ソル を 合わ せ て 、 


で 
を 押す 。 
描き た い 四 角 の 色 を 決め る 。 

に 


( 色 の 指定 上 132 ペ ー ジ ) 


(円 、 四 角 、 直 線 の サ プ メ ニュ ー) 


% [Q| に カー ソル を 合わ せ て (SPACE) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


四角 を 選ぶ 


B 群 の 中 か ら 


軸 回 (の か 
(塗り つぶ 
m に 
KC し ) に カー ソル 
を 合わ せ て 、 
[SPACE ) を 押す 。 
I 口 に カー ソル 
< 〇 くう 】 ゅ を 只 わ せ て っ 
( マ 」 
を 押す 。 
四角 を 描く 始点 
<@ る 2 き 。 に カー ソル を 移 只 
動 する 。 
カー ソル の 動き 
を 押し た まま 、 内 に 応じ て 、 四 角 e 
の 大 き さ が 変わ 
KO の 
-、 四角 が 画定 され  、 
を は な す と る 。 


@ 失 敗 し た 場合 は [ ESC ] を 押す と 、 直 前 に 描い た 四角 を 消す こと が で きま す 。 
e 写真 は 「 回 」 を 選ん だ 場合 で す 。 


直線 を 描い て み ま し ょ う 。 
実線 、 点 線 、 二 点 鎖線 の 3 種類 の パタ ー ン が あり ます 。 


| 一 | は 実 株 を 描き ます 。 
|--| は 点線 を 描き ます 。 
|-'| は 二 点 鎖線 を 描き ます 。 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 直 線 の 色 を 決め る 。 


( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 


(円 、 四 角 、 直 線 の サブ メニ ュー) 


% |Q| に カー ソル を 合わ せ て (SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


中 内 い ) い 
和幸 章介 
「T1 


を 押し た まま 、 


中 
8 
「TI 


を は な す と 


@ 実線 の 太 さ は 、D ( 〇 138 ペ ー ジ ) に カー ソル を 合わ せ て [ SPACE ] を 押す ご と に 8 段階 に 変え 


る こと が で きま す 。 


@ 失 敗 し た 場合 は [ ESC ] を 押す と 、 直 前 に 描い た 直線 を 消す こと が で きま す 。 


ト 2 


す 


直線 を 選ぶ 


C 群 の 中 か ら 


較 I 加 | 悦 
に カー ソル を 合 
わせ て 、 [SPACE 
キー を 押す 。 


に カー ソル 
を 合わ せ て 
[SPACE ) 

を 押す 。 


直線 を 描く 始点 
に カー ソル を 移 
動 す る 。 


カー ソル の 動き 
に 応じ て 、 直線 
の 長 さと 方 向 が 
変わ る 。 


直線 が 固定 され 


oO 


ミー ご こざ こさ NJMIN Ei 


塗り リ りつ ぶす 


指定 し た 男 囲 を 塗り つぶ し まし ょ う 。 
4 種類 の パタ ー ン が 選べ ます 。 
また 、2 種類 の 機能 が あり ます 。 


(は け ) は 、 閉 じ た 線 で 囲ま れ た 図 
形 の 中 を 塗り つぶ し ます 。 

(ペン キ 和 缶 ) は 、 塗 りつ ぶす 色 と 異 
な る 色 の 線 は 無視 し 、 同 じ 色 の 線 で 
囲ま れ た 男 囲 を 塗り つぶ し ます 。 


に カー ソル べ を 合わ せ て 、 


を 押す 。 


ツ 。 塗り つぶ し た い 色 を 決め る 。 
( 色 の 指定 必 1326 ペ ー ジ ) 


(塗り つぶ し の サブ メニ ュー) 


に カー ソル を 合わ せ て を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


4 
きた い パ ター ン 
くさ っ に カー ソル を 合 ゅ 
わせ て 、 [SPACE ] 
を 押す 。 
回 また 
に カー ソル 
<@ る 2 中 を 合わ せ て 計 
[SPACE] を 押す 。 
塗り つぶ し た い 
6@2@2 っ 位置 に カー ソル ゅ 
を 移動 する 。 
を 拓 す と 四 
指定 し た 範囲 を 指定 し た パタ ー ン 色 で 。 ゅ か 
塗り つぶ し ます 。 5 
上 
フ 
ツ 
イ 
ツ 
ク 


ミー 


ご 注意 e@ ペン キ 缶 は 、 塗 りつ ぶす 色 と 異 な る 色 の 線 は 無視 し て 塗り つぶ し ます 。 


* 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 塗り つぶ し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


摘 い た 絡 の 一 部 を 消す (消し ゴム ) 


消し ゴム で 、 描 いた 絵 の 一 部 分 を 消し まし ょ う 。 
消し 跡 に は 、 4 種類 の パタ ー ン が あり ます 。 


消し ゴム を 選ぶ 


に カー ソル K。 を 合わ せ て 、 


SPACE | を 押す 。 
再 貼 回 
W 二 5| に | 周一 則 | 消す 色 (背景 色 ) を 決め る 。 
IL 目 得 明 LLL | 2 
B 群 "" (背景 色 に つい て ゆ 133 ペ ー ジ ) 


(消し ゴム の サブ メニ ュー) 


に カー ソル を 合わ せ て を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


消し ゴム で 消す 


B 間 の 中 か らき 
な 消し 跡 の パタ ー 
6@22 只 。 ン に カー ソル を 合 
わせ で 、 
を 押す 。 
3 【 多 | に カー ソル 
を 合わ せ て 、 
る ~ [8PAeg) 還 
を 押す 。 
消し た い 位置 に 
6@ る 2 みう 。 カー ソル を 移動 
する 。 第 
ら 
旦 
キー を 押し た まま 
カー ソル を 動か す と 、 指定 し た パタ ー ン と 、 只 ラ 
背景 色 で 消し ます 。 ィ 
ク 
1 
ル 


@ 違 う 場 所 を 消し た いと き は 、 一 度 [ SPACE ) を は な し て カー ソル を 移動 し 、 再 度 [SPACE ] を 押し 
な が ら カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 
@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 消し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


pp ノニ 一 男 


角 ! た 絡 09 べ (を 消す (人 画 消 


全面 消去 で 、 描 いた 絵 の す べ て を 消し まし ょ う 。 


消し ゴム を 選ぶ 


に カー ソル い を 合わ せ て 、 
を 押す 。 
! 路 (消し ゴム の サ プ メ ニ ーーL ー) 


消す 色 (背景 色 ) を 決め る 。 


( 育 景色 に つい て 層 133 ペ ー ジ ) 


全面 消去 を 選ぶ 


民 ] に カー ソル 
ユ を 合わ せ て 、 に 3 
[SPACE」 を 押す 。 


ご ー ご と と へ へ NJMIY 冊 m 将 


@ 失 取 し た 場合 は ESC ) を 押す と 、 直 前 に 消し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


原寸 で コピ ー す る 


指定 し た 範囲 を 同じ 画面 上 の 他 の 場所 に 同じ 大 き さ で コピ ー す る こと が 
で きま す 。 


上 配 ] に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(コピ ー の サ プ メ ニュ ー) 


@ [Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


原寸 コピ ー を 選ぶ 


3 


= 


LSPACE ) 


を 押し た まま 、 


に 
ー ト ら 。 
く 


コピ ー 先 を 指定 する 。 


の * 


@ コ ピー 先 の 範囲 が 画面 を は み だ す よう な 場合 は 、 コ ピー 先 の 範囲 の 右端 また は 下端 に 接する よう 


な 位置 に コピ ー さ れ ま す 。 


@ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直 前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 


に カー ソル 
を 合わ せ て 、 
[SPACE を 押す 。 


四角 を 描く 始点 
に カー ソル を 移 
動 す る 。 


コピ ー す る 元 を 
四角 で 囲ん で 、 
LSPACE ) を 

は な す 。 


コピ ー 先 の 左上 角 
に な る 位置 に カー 
ソル を 動か し 、 


LSPACE ) を 理 す 。 


拡大 、 縮 小 、 回 転 コ ビー する 


指定 し た 男 囲 を 拡大 また は 縮小 し て 他 の 場所 に コピ ー し ます 。 コ ピー 元 と コピ ー 先 の 
縦 と 横 の 比率 を 変え て コピ ー し た り 、90 度 単位 の 回 転 コビー も する こと が で きま す 。 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(メイ ン メ ニュ ー) 


JI 


(コピ ー の サブ メニ ュー) 


e 「Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


拡大 、 縮 / 、 回 転 コ ビー を 選ぶ 


に カー ソル 
M 3】  。 を Sp て 、  * 
SPACE を 押す 。 
コピ ー 元 を 四角 で 囲み 、 指 定 す る 。 
3 四角 を 描く 始 吉 
っ に カー ソル を 移  + 


動 す る 。 


を 押し た まま 、 。 四角 で 囲ん で 、 


マッ (SPAE ) を 
は な す 。 


コピ ー 先 を 四角 で 囲み 、 指 定 する 。 
四角 を 描く 始点 

つつ 】 ニ ・ に カー ツル e 移 。 + 
動 す る 。 


コピ ー す る 先 を 
を 押し た まま 、 還 四角 で 囲ん で 、 
[SPAE) を 

2 は な す 。 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 


デー とこ こと へ NNJMIN Ii 


複写 元 の 四角 より も コピ ー 先 を 大 きく し た 場合 は 、 拡 大 コピ ー さ れ ま す 。 
また 、 小 さく し た 場合 は 、 縮小 コピ ー さ れ ま す 。 


回 転 コ ピー は 、 複写 先 の 四角 を 指定 する と き に 、 四 角 を 描く 始点 と その 対 角 点 を 指定 する 
順序 に よっ て 角度 が 決ま り ま す 。 


| 回 転 する 角度 (時 計 回 り ) | 複写 先 の 始点 | 始点 の 対 角 点 
回 転 な し 
9 0 度 回 転 ( 右 倒し ) 
1 8 0 度 回 転 (上 下 逆転 
2 7 0 度 回 転 ( 箕 倒し) 


複写 元 


拡大 コピ ー 160 度 回 転 


270 度 回 転 


@ 拡 大 、 縮 小 コ ピー を し た 場合 に は 、 ド ッ ト を 増やし た り ま び い た り し て いま す の で 、 線 が 太く な 
っ た り 一 部 が 欠け た りす る こと が あり ます 。 (や 上 図 ) 
この 場合 に は 、 拡大 、 縮小 コピ ー を 行っ た 後 、 消 レゴ ム ( 層 142 ペ ー ジ ) や 虫 め が ね 機能 ( 心 130 
ペー ジ ) を 使っ て 修正 し て くだ さい 、。 


_150 加 還 還 


不定 形 を コピ ー す る 


四角 で 囲 あゆ な いよ うな 不定 形 を コピ ー す る と き に 使い ます 。 原 で コピ ー さ れ ま す 。 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(メイ ン メ ニュ ー) 


Ja 


= 」 
JI 中 字 


(コピ ー の サ プ メ ニュ ー) 


ー と すさ へ NM て Ei 


e 「Q| に カー ソル を 合わ せ て SPACE) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


不定 形 コ ピー を 選ぶ 


【 鹿 に カー ソル 
OO】 ・ pec、  ・ 
LSPACE ) を 押す 。 


線 を 描く 要領 で 、 コ ピー する 元 (複写 元 ) を 囲む 。 


線 を 描く 始点 に 
うき 。 カー ソル を 移動 き 
する 。 


コピ ー す る 元 を 
た まま 、  。 囲ん で 、[SPAGE) ゅ 
を は な す 。 


囲ん だ 男 囲 の 中 
ュ う に カー ソル を 移 ョ 
動 す る 。 


半 
『 
只 
RA 
頂 
名 
ol 
ぷ 


っ SPAGE) を っ 
は な す 。 


を 押し た まま 、 コピ ー 先 で 
6@ る @: 


@ | 還 | で 、 囲ん だ 範囲 の 外側 で [SPACE ) を 押す と 、 外 側 全体 が 一 度 塗り つぶ され た 後 、 国 の 操作 
を 行う 前 の 画面 に 戻り ます 。 こ の と き 一 時 的 に カー ソル を 動か せな く な り ま す が 、 数 秒 後に 元 に 戻 
り ま す 。 
@ 失 敗 し た 場合 は [ESC] を 押す と 、 直 前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 


1 


文字 を 表示 する 


画面 に 文字 を 表示 する 機能 で す 。 


文字 表示 を 選ぶ 


に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(メイ シン メニ ュ 一 ) 


(文字 表示 の サブ メニ ュー) 


@ サ プ メ ニュ ー に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー と [GLS7HOME ] お よび (SELECT ) に 対応 する 設定 内 容 が 
表示 され て いま す 。 


N だるさ に |N』 岬 音 


ン 
ン 


ヽ ー 
に 


文字 を 表示 する ー 
位置 を 指定 する 。 文字 を 表示 し た 
因 中 いい 位置 に カー ソ 只 
ル [」 を 移動 す 
を 押す 。 
文字 の 装飾 パタ 2 
ー ン を 決め る 。 呈 征 したい も 
中 | 袋 文字 横 太 文字 影 文 字 字 標準 文字 
を 何 回 か 押す 。 2 時 YE W 
文字 サイ ズ を 
決め る 。 16 ド ッ ト ま た は 
叶 。 32 ド ッ ト を 表示 只 
させ る 。 
を 押す 。 了 
文字 の 色 を | Q | に カー ソル を 
決め る 。 きみ 色 を 指定 する 。 只 合 わせ て 、 
誠に ( 色 の 指定 必 132 ペ ー ジ ) [SPACE 」 を 押す 。 
文字 を 装飾 する 色 ( 袋 3 
を 決め る 。 に カー ソル を 
叶 。 色 を 指定 する 。 只 合わ せ て 、 
二 ( 色 の 指定 や 132 ペ ー ジ ) を 押す 。 
文字 を 入力 する 。 
/ (文字 の 入力 の し か た ゆ 155 ペ ー ジ ) 
@ 六 字 カ ー ソ ル は 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド な ど で は 動か せま せん 。 


@ [ SHIFT ) を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、1 ドッ ト 単 位 で 動き ます の で 、 細 か い 位 置 指定 も 
で きま す 。 

@ 画 面 か ら は み だ す よう な 位置 に 文字 を 書く こと は で きま せん 。 

@ 文 字 の 装飾 パタ ー ン を 袋 文 字 ま た は 影 文 字 に 設定 し た 場合 は 、 文 字 サ イズ は 32 ドッ ト に 設定 する 
こと を お すす めし ます 。16 ド ッ ト を 設定 し て 文字 を 装飾 する 色 を 黄色 な ど に し た 場合 、 そ の 部 分 
の 表示 が 見 に くく な り ま す 。 


150 Neoeeis 


文字 の 種類 に よっ て 入力 の し か た が 異な り ま す 。 


入力 モー ド に つい て 


文字 は 、 次 の 6 つの 入力 モー ド (入力 状態 ) を 切り 替え て 入力 し ます 。 
・ か な モー ド  : ひら が な を 入力 し ます 。 
・ カ ナ モ ー ド : カタ カナ を 入力 し ます 。 
・R か な モー ド : ロー マ 字 の つづ り で ひら が な を 入力 し ます 。( 〇 48 ペ ー ジ ) 
・R カ ナ モ ー ド : ロー マ 字 の つづ り で カタ カナ を 入力 し ます 。 (や 48 ペ ー ジ ) 
・ 英 数 モー ド  : 英字 の 大 文字 、 小 文字 、 数 字 、 英 記号 を 人 力 し ます 。 
・ 区 点 モ ー ド  : 数 字 キ ー を 押し て 、 文 字 や 記号 を 人 力 し ます 。 


入力 モー ド の 切り 替え は 、 で 行い ます 。 を 押す た びに 、 下 の 順序 で 
サブ メニュー 右端 の 表示 が 変わ り ます 。 


な | 防 ナ | … か 食 一 民 世 限 革 ] 区 5 な ]… 


@ サブ メニ ュー の 「HOME」 の 表示 が | 半 | (通常 の 半分 の 大 き さ ) に な っ て いる と き は 、 ひ ら 
が な や 漢字 が 入力 で き な い の で 、 ー ー ー 医 数 | … と 表示 が 変わ り 


ます 。 


英 小 文子 、 敵 人 文字 数字 、 敵 記号 の 人 力 の し か た 


英 数 モー ド の と き に 、 表 示し た い 文 字 や 記号 の キー を 押す と 画面 の 文字 カー ソル の 位置 に 
表示 され ます 。 英 小文字 と 英 大 文字 の 切り 替え は [ CAPS ] を 押し て 行い ます 。 


ひら が な 、 カ タカ ナ の 入力 の し か た 


人 か な モー ド ま た は カナ モー ド の と き 
文字 カー ソル 位置 に 、 押 し た キー の 文字 が 表示 され ます 。 この と き 文 字 の バッ ク の 人 色 が 変 
わり ます 。 一 度 に 表示 で きる の は 7 文字 まで で 、 そ れ 以 上 は キー を 押し て も 表示 され ませ 
ん 。 
バ パック の 色 が 変わ っ て いる 状態 を 「 未 確定 」 と 呼び 、 表 示さ れ た 文字 の 入力 は 、 こ の 時 点 
で は 完了 し て いま せん 。 [| を 押す と 文字 の 入力 が 完了 し 、 パ バック の 色 が 元 に 戻り ます 。 
この 状態 を 「 確 定 」 と 呼び 、 新しい 文字 を 入力 で きる 状態 に な り ま す 。 
英 数 字 で は 、 直 接 確定 し ます 。 


R か な モー ド ま た は R カナ モー ド の と き 
表示 し た い 文 字 を ロー マ 字 読み (ロー マ 字 ・ か な 変換 表 必 198 ペ ー ジ ) で キー を 押し ます 。 
この 後 は 、 か な モー ド ま た は カナ モー ド の と き と 同 じ で す 。 


半角 文字 の 入力 の し か た 


カタ カナ 、 英 文字 、 数 字 、 記 号 は 、 通 常 の 半分 の 幅 で 表示 する こと が で きま す 。 これ を 
「 半 角 文 字 」 と 呼び ます 。 こ れ に 対し て 通常 の 幅 の 文字 を 「 全 角 文 字 」 と 呼び ます 。 
全角 文字 と 半角 文字 を 切り 替え る と き は 、[ CLS/HOME を 押す か また は | 半 | の ア 
イコ ン を 選び ます 。 


@ 半 朋 文 字 は 漢字 に 変換 で きま せん 。 
@ 文字 の 上 に 文字 を 書く と 、 重 な っ て 表示 され ます 。 


" 漢字 の 入力 の し か た 


全角 文字 で 漢字 1 文字 分 の 読み を ひら が な また は カタ カナ で 入力 し 、 1 字 ずつ 漢字 に 変え ます 。 


使用 で きる 漢字 は 、J | S 第 1 水準 漢字 (② ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) で す 。 


表示 し た い 位 置 に カー ソル を 移動 し 、 ea 
0 ーー 


( 例 : 漢 ) 9 か ん 副 


「 か ん 」 と 入力 する 。 


候補 漢字 を 表示 する 。 
を 押す 。 ュ 間 関 完 館 官 
カー ソル 
こ ] を 6 回 押す 。 ッ 慣 糸 寒 閑 : 
表示 し た い 漢 字 に カー ソル ーー 
を 合わ せる 。 
ぐつ を 4 回 押す 。 慣 函 寒 閑 漢 


確定 する 。 
SPACE ] を 押す 。 さ 


3 次 候補 漢字 を 表示 する 。 


@ 入 力 し た い 漢 字 が 、 表 示さ れ た 候補 漢字 の 中 に な いと き は 、 (次 候補 ) ② (前 候補 ) を 押し て 、 


別 の 候補 漢字 を 表示 させ て くだ さい 。 
何 度 〇 を 押し て 候補 漢字 を 表示 させ て も 目的 の 漢字 が 表示 され な いと き は 、 を 2 回 押し 
て 候補 漢字 を 消し ます 。 続 いて 読み を 換え て 入力 し 、[ SPACE ] を 押し ます 。 

それ で も 表示 され な い 場 合 は 、 区 点 コ ー ド 入力 (⑤②158 ペ ー ジ ) を 行っ て くだ さい 。 


ー と ざさ へ 冊 門 


区 点 コ ー ド に よる 入力 の し か た 


区 点 コ ー ド は 、 ひ と つ ひ と つの 文字 を 4 桁 の 数 字 で あら わし た も の で す 。 

笑 文字 、 数 字 、 記 号 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 漢 字 の 他 、 キ ー ボ ー ド に は な い 特 殊 な 記号 や 
ギリ シャ 文字 、 ロ シア 文字 な ども 入力 で きま す 。 J | $S 第 1 水準 漢字 コー ド 表 ( 必 ワ ー プ 
口 使用 説明 書 ) で 入力 し た い 漢 字 の 区 点 コ ー ド を 調べ て くだ さい 、。 


ミ 


人 力 モ ー ド を 「 区 点 」 に する 。 


1 を 何 回 か 押す 。 


[ SPACE ) を 放す 。 っ | 00 00 | 


区 点 コ ー ド を 入力 する 。 
例 : 区 点 コー ド (2 2 7 2 ) 


を 押す 
確定 する 。 


LSPACE ] を 押す 。 


1 
N) 
N) 

人 | 

ID 


2 


@ 区 コー ド や 点 コ ー ド が 1 桁 の 場合 は 、 前 に 「 0 」 を 付け て 2 桁 に し て 入力 し ます 。 
区 点 コ ー ド を 確認 し て 、 入 力 し 直し て くだ さい 、。 


@ 区 点 コ ー ド に な い 数 字 を 入力 し た 場合 は 、 を 押し て も 空白 に な り ま す 。 


入力 する 文字 を まち が えた と き は 


| 未 確 定 」 の 文字 の 修正 は 、 
[BS] を 押す と 一 文字 ずつ 消す こと が で きま す 。 ま ちがっ た と ころ まで 消し た 後 、 正 し い 
文字 を 入力 し て 修正 し て くだ さい 。 


| 確定 ] し た 文字 の 修正 は 、 
. メイ ン メ ニュ ー に 戻る 前 な ら 、 文 字 カ ー ソ ル を まち が えた 文字 に 合わ せ た 後 、[ SPACE ) 
を 押し ます 。 空 白 が 上 書き され ます か ら 、 そ の 位置 に 再度 カー ソル を 合わ せ て 、 正 し い 
文字 を 入力 し 直し て くだ さい 。 
. メイ ン メ ニュ ー に 一 度 戻っ た 後 で 修正 し た いと き は 、 消 し ゴム (や 142 ペ ー ジ ) や コピ ー 
( 何 も 描か われ て いな い 部 分 を 消去 し た い 部 分 に コピ ー す る ( ゆ 148 ペ ー ジ )) を 使っ て 、 
まち が えた 文字 を 消し た 後 、 正 し い 文字 を 入力 し て くだ さい 。 


文字 表示 を 終了 し た いと き は 


「 未 確定 」 の 文字 が な い 状 態 で を 押す と 、 文 字 表示 を 終了 し て メイ ン メ ニュ ー に 戻 
り ま す 。 


YS と へ NJMIY Ei 


ン 
ン 


トー 
に 


各 キ ー の 機能 一 臣 


ここ で | 上 | (文字 表示 ) で 使う 独特 な キー の 機能 を まとめ て お きま す 。 


表示 し た い 文 字 の 読み を 入力 する 。 
「 未 確定 」 の 文字 の 読み を 一 文字 ずつ 削除 する 。 

次 候補 の 漢字 を 候補 文字 表示 欄 に 表示 する 。 

前 候補 の 漢字 を 候補 文字 表示 欄 に 表示 する 。 

区 点 コ ー ド を 入力 する 。 

・ 人力 さ れ た 読み に 対応 する 候補 漢字 を 表示 する 。 

・ 指定 され た 候補 漢字 を 画面 に 表示 する 。 

・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 表示 する 。 

・ 人 力 さ れ た 区 点 コ ー ド に 対応 する 文字 (記号 ) を 画面 に 表示 する 。 
未 確 定 の 文字 を 変換 し な いで 確定 し 、 カ ー ソ ル 位 置 に 表示 する 。 
・「 未 確定 」 の 読み を 取り 消す 。 

・ 候補 漢字 表示 欄 を 消す 。 

・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 消す 。 

・ 文字 表示 機能 を 終了 し 、 メ イン メニ ュー に 戻る 。 

表示 する 文字 の 装飾 パタ ー ン を 設定 する 。 

表示 する 文字 の サイ ズ を 設定 する 。 

表示 する 文字 の 色 を 設定 する 。 

表示 する 文字 を 装飾 する 色 を 設定 する 。 

全角 文字 と 半角 文字 を 切り 替え る 。 

和信 力 モー ド を 切り 替え る 。 


【 CLS/HOME l 
SELECT 


イー ジス キャ ナ で 絵 を 読み 込む 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ (FW-R SU 1W) と イメ ー ジ ・ ス キャ ナ / ハ ン ディ プリ ンタ 
・ イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ト リッ ジ F S 一 | F A 1 を 接続 し て 、 印刷 物 や 書き の イラ 
スト な どの 絵 を 読み 込み 、 画面 上 に 表示 し ます 。 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 入 力 を 選ぶ 


[ 還 | に カー ソル に G を 合わ せ て 、 


を 押す 。 


ミー と すこ へ NMNJMIN 貼 m 音 


(イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 入 力 の サブ メニ ュー) 


"注意 @ 当 社 製 イ メー ジ ・ ス キャ ナ F S 一 RS 5 0 0 は お 使い に な れ ま せん 。 
@ イ メー ジ ・ ス キャ ナ を お 使い の と き は 、104 ペ ー ジ を 参照 し て 電源 スイ ッ チ を 入れ て くだ さい 。 


@ イメ ー ジ ・ ス キャ ナ と 本 機 と の 接続 は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 
@ イ メージ ・ ス キャ ナ 本 体 の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


FWーRSU1W の 線 密度 切換 スイ ッ チ や 階 調 切換 スイ ッ チ を 設定 し 、 イ メー 


ジ ・ ス キャ ナ を 読み 込み た い 印刷 物 や イラ スト な どの 上 に セッ ト し ます 。 


KG23】 * スタ ー ト | に カー ソル を 合わ せ て 、 
| SPACE | を 押す 。 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ の スタ ー ト スイ ッ チ を 押し 、 移 動 さ せる と 
絵 を 読み 込ん で 画面 に 表示 し ます 。 


スタ ー ト スイ ッ チ 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ を 
動か す 方向 


取り 込み 男 囲 


[ メ モ ) 時 RS は 、FW 一 R SU 1 W の 明る さき 調整 つま み を 調節 し て 、 再 度 
ー 剛 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 
2 に ー ジ ・ ス キャ ナ が 接続 され て いな いと 、「 NO CONNECT」 と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ た 後 、 接 続 を 確認 し て や り 直 し て くだ さい 。 


線 密度 切り 換え ズ イ ッ チ の 設定 に つい て 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ を 速く 動か す と 、 取 り 込ん だ 絵 が つぶ れ て し まい ます 。 1 秒間 に 10 一 
20m の 速 さ で イメ ー ジ ・ ス キャ ナ を 動か す と 、 バ ラン ス よ く 取 り 込 むこ と が で きま す 。 
この と き の イ メー ジ ・ ス キャ ナ (FW 一 RSU1W) の 線 密 度 切り 換え スイ ッ チ と 取り 込 
め る 範囲 の 関係 は 次 の 通り で す 。 


線 密度 切り 換え スイ ッ チ の 設定 - 
8 ノ m ( 横 X 縦 ) |6/mm( 横 X 縦 ) 4 ノ /m ( 横 X 縦 ) 
32X26mm |42X35mm 6 4X53mm 


8 /mm の 場合 6 /mm の 場合 4 /mm の 場合 


園 紅 ふ ご 庄 
園 旨 ふ 芝 ご 叶 


@FW 一 RSU 1W 本 体 の 各 ス イッ チ の 設定 に つい て は 、F W 一 R S U 1 W の 取扱 説明 書 を 参照 し 
て くだ さい 、。 


回 に カー ソル K を 合わ せ て 、 
SPACE 」 を 押す 。 


っ フロ ッ ピー ディ スク を セッ ト す る 。 


| 
| 

| 

| 


了 が いま も" = ら 
(保存 ・ 呼 び 出 し の サ プ メ ニュ ー) 


@ フ ロッ ピー ディ スク は フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) され た も の で な けれ ば 使用 で きま せん 。 
ワー プロ の 初期 化 機能 「 ワ ー プ ロ 使用 説明 書 」 必 262 ペ ー ジ ) を ご 利用 くだ さい 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 に 保存 で きる 画像 は 、 最 大 13 枚 で す 。 付 属 の シス テム ディ スク の よう に 、 
他 の プロ グラ ム や デー タ が 保存 され て いる 場合 は より 少な く な り ま す 。 (た だ し 、2 DD (両面 
倍 密度 倍 ト ラッ ク ) タイ プ の フロ ッ ピー ディ スク の 場合 ) 。 
@ 1 枚 の 画像 を 保存 する の に 約 50 秒 か か り ま す 。 (内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 
@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いて 、 増 設 ド ライ ブ に 保存 用 の フロ ッ ピー ディ スク を 入 
れ て いる 場合 は 、 |ME 選 に カー ソル を あわ せ て を 押し 、 ド ライ ブ 指 定 を E(EXTRA) 
に 変え ます 。 


保存 を 選ぶ 


因 回 同 に カー ソル 


[SPACcE」 キ ー を 
押す 。 
ファ イル 名 を 入力 する 。 
文字 キー を 押す 。 。 
( 例 は 「SAMPLE1 」) 
に カー ソル 
を 合わ せ て 、 
[SPACE ] を 押す 。 叶 。 保存 する 。 2 
(また は 口 ) 


すこ へ ANJMIN 冊 門 


ン 
ン 


ヽ ーー 
No 


日 を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 
@ フ ァイル 名 を まち が えた と き は 、 [ BS ] で 消す こと が で きま す 。 
@ フ ァイル 名 に 使用 で きる 文字 は 英 大 文字 と 数 字 で 、8 文字 以内 で す 。 
@ フ ァイル 名 に は 拡張 子 を 入力 し な いで くだ さい 。 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル が 自動 的 に 「PIC」 と つけ ま 


記 

@ す で に 保存 され て いる 画像 の ファ イル を 新しい ファ イル に 置き 換え て 保存 する 場合 は 、 を 
選ん で メニ ュー 上 段 に 表示 され る ファ イル 名 の 中 か ら カ ー ソ ルキ ー で 選び ます 。 
カー ソル を 目的 の ファ イル 名 に 移動 し を 押す と ファ イル 名 が 反転 表示 され ます の で 、 
確認 し た 後 を 選び ます .。 
以前 の 画像 の 代わ り に 新しい 画像 が 同じ 名 前 で 保存 され ます 。 

@ 入 力 し た ファ イル 名 が すでに 保存 され て いる も の と 同じ 場合 は 、「 OVERLAY OK?」 (保存 され て 
いる 画像 と 置き 換え て 保存 し て も いい で すか ) と 聞い て きま す の で 、 また は | No | を 
選び ます 。 

を 選ん だ 場合 は 、 以 前 か ら あ る 画像 と 置き 換え て 保存 され ます 。 

を 選ん だ 場合 は 、 別 の ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク に 画 像 を 保存 する 余 容 が な か っ た り 、 異 常 が あっ た 場合 に は エラ ー メ ッ セ ー 
ジ が 表示 され ます 。 この と き は 、 別 の フロ ッ ピー ディ スク に 入れ 替え て や り 直 し て くだ さい 。 


(保存 ・ 呼 び 出 し の サ プ メ ニュ ー) 


注意 @ 呼び 出す と 、 画 面 上 の 絵 は 消 えま す 。 


5 


e を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


@ 1 枚 の 画像 を 呼び 出す の に 約 30 秒 か か り ま す 。( 内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 
し LSPACE ] を 押す 。 


呼び 出し た い 絵 の 入 っ つて いる フロ ッ 
ピー ディ スク を セッ ト す る 。 


' 呼び 出し を 選ぶ 


KO そ て) 固 (0 1 
回 品 に カー ソル SAMPLE 3 10-26 09=25 
マン] っ を 合わ せ て 、 
[SPACE」 を 押す 。 IM 回 Ra| DIR |QUT| 
File name: SAMPLE1 
ファ イル を 指定 する 。 
3 呼び 出し た い 画 [SAMPLE 1 10-21 10=40 
SAMPLE2 10-23 11 三 08 
人 の ファ イル 名 | 
ヽ ー 口 
わせ て 、 EiECgklICT 較 
を 押す 。 File name: SAMPLE1 


に カー ソ ーー ' ae 


ル を 合わ せ て 、 

(SPACE ] を 押す 。 只 呼び 出す 。 第 

(また は 口 ) 品 
F - ゴ 
旦 
グ 
ツ 
フ 
イ 
上 
ク 
| 
ル 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し 、 増 設 ド ライ ブ に 画像 を 保存 し て ある フロ ッ ピー ディス ク 
を 入れ て いる 場合 は 、 IE を 選ん で ドラ イブ 指定 を E (EXTRA) に 変え ます 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え た 場合 は 、 を 選ぶ と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 され て いる 
画像 の ファ イル 名 が メニ ュー 上 段 に 表示 され ます 。 フ ァイル 名 が この 欄 に 表示 し きれ な い 場 合 は 、 
A 部 に | 人 | また は | | が 表示 され ます 。 
| 5 | また は | で ] を 選ぶ と 、 フ ァイル 名 が スク ロー ル ( 下 ま た は 上 に 移動 ) し ます 。 


表示 され て いる 画像 に 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら フ ァイル を 指定 し て 画像 

を 呼び 出し 、 合 成 し ま す 。 

た だ し 、 指定 する ファ イル の 両 像 の バッ ク は 必ず 時 ( 遂 明 ) に し て お いて 
だ さい 。 


黒い バッ ク に 赤い 花 が 描か れ て いる 画像 を を 使っ て 呼び 出す と 、 現在 表示 され て 
いる 画像 に 上 か ら 赤 い 花 の 絵 を 貼り 付け た よう に 見 えま す 。 


1 /8 (呼び 出す 絵 ) (合成 し た 絵 ) 


保存 ・ 呼 び 出 し を 選ぶ 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 


LSPACE を 押す 。 


と 56 呼び 出し た い 絵 の 入 つて いる フロ ッ 
固 マ ピー ディ スク を セッ ト す る 。 


(保存 ・ 呼 び 出し の サブ プ メ ニュ ー) 


を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 
e 1 の 約 30 秒 か か り ま す 。( 内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 


「 NH 758 


ビル 。 装 議 細 較 当 
に [spAGE ) を 押す 。 |Mdelpmlounl| | 


ファ イル を 指定 する 。 
の 野 び 出し た い 面 AMPLE1 10-21 10:40 
像 の ファ イル SAMPL 0 
っ 。 に カー ソル を 合 
わせ て 、 IMd 回 委 | DR [QuT| | | 
を 押す 。 0 抽 
[回 移 | に カー ソ 
ル を 合わ せ て 、 スペ 
せ て 、 ゅ 呼び 出す 。 っ 回 
(また は 口 ) 詩 
旦 
グ 
フ 
2/ 
イ 
ツ 
? 
| 
ル 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し 、 増 設 ド ライ ブ に 画像 を 保存 し て ある フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
を 入れ て いる 場合 は 、 |MEK 選 を 選ん で ドラ イブ 指定 を E (EXTRA) に 変え ます 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え た 場合 は 、 を 選ぶ と フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 
画像 の ファ イル 名 が メニ ュー 上 段 に 表示 され ます 。 フ ァイル 名 が この 欄 に 表示 し きれ な い 場合 は 、 
A 部 に | 人 | また は | | が 表示 され ます 。 
| 3 | また は | 人 | を 選ぶ と 、 フ ァイル 名 が スク ロー ル ( 下 ま た は 上 に 移動 ) し ます 。 


上 


(F S 一 P C 1 を 使っ て 印刷 し た 例 ) 


印刷 を 選ぶ 


に カー ソル K を 合わ せ て 
を 押す 。 


プリ ンタ の 取扱 説明 書 に し た が っ て 、 プリ ンタ の プリ ンタ タ 送り ピッ チ (改行 ピッ 
チ ) を 確認 する 。 (1/180 イ ンチ また は 1/120 イ ンチ ) 


@ プリ ンタ と 本 機 と の 接続 は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 

@ グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 印刷 機能 は 、 当 社 製 48 ドッ ト 熟 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ F S 一 P C 1 また は 
24 ド ッ ト 府 転 写 漢字 プリ ンタ F S 一 P A 1 な どの MS X 仕 様 の 漢字 プリ ンタ だ け で す 。 
それ 以外 の プリ ンタ を お 使い の 場合 は 、 正常 に 印刷 され な いこ と が あり ます 。 


プリ ンタ の 送り ピ 
ッ チ を 指定 する 。 


の 味 。 に カー ソル を 合 只 
わせ る 。 


プリ ンタ の 送り 
ピッ チ に 合わ せ て 、 


SPACE | を 押す 。 必 1 き 
た は | 1/180 


を 選ぶ 。 


に 
CO 。 ・ resp 


せる 。 


Oo 
SPACE ) を 押す 。 叶 終了 、 只 


NE ま る さい |N』 貼 1 繧 


| Q | カー ソル を わせ て 、 


SPACE 」 を 押す 。 


ン 
ン 


ヽ ー 
に 


@ プ リン タ の 送り ピッ チ と 回 で 指定 し た 送り ピッ チ が 異な っ て いた 場合 、 正 常に 印刷 され ませ ん 。 
@ プ リン タ の 電源 を 一 度 切ら な いと 、 プ リン タ 送 リピ ッ チ が 変わ り ませ ん 。 
@ 各 印刷 行 の 行間 が あい た り 、 印 刷 さ れ た 絵 の 縦 横 の 比率 が 大 きく 異な る 場合 は 、 
送り ピッ チ の 設定 を 変え て 、 印刷 し 直し て みて くだ さい 。 
@E 刷 され た 画像 は 、 画面 の 表示 と 縦横 の 比率 が 多少 異な り ま す 。 ま た 、 白黒 で 印刷 され る た め 、 
印刷 する 画面 の 配色 に よっ て は 表示 画面 どおり の 絵 に な ら な い 場 合 も あり ます 。 
@E 刷 を 中 断 し た いと き は 、F S 一 PC 1 以外 の 場合 は 、 プ リ ンタ が 止ま る まで [CTRL キー を 押 
し な が ら ([STOP キー を 押し ます 。 
F S 一 PC 1 の 場合 は [CTRLJ キ ー を 押し な が ら [〔STOP] キ ー を 押し て か ら 、 印 字 可 ス イッ チ を 
押し て 、 プ リン タ を 止め 、 も う 一 度 印字 可 ス イッ チ を 5 秒間 押す こと で 印刷 を 始め る 前 の 状態 に 


戻り ます 。 


較 の プリ ンタ 


x (」 
中 四 


第 6 章 


カフ ラ 印刷 リール 


付属 の 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 な ど で 作 成 し て フロ ッ ピー ディ スク に 保存 

し た 絵 を 、 当 社 製 カラ ー プ リン タ FS-PC1 を 使っ て カラ ー で 印刷 する こと 

が で きま す 。 

※ こ の 章 で 説明 する カラ ー 印 刷 (マル チカ ラー 印刷 ) に は 、48 ド ッ ト 又 は 
24 ド ッ ト MS X 用 カラ ー プ リン タ と マル チカ ラー リボ ン が 必要 で す 。 


推奨 機種 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 (当社 製 ) 
マル チカ ラー リポ シン カセット CF-PR231(CA) (当社 製 ) 


※ 印 刷 で きる 絵 は 、M S X 2 また は MS X 2 十 、M S X turbo R パ ソコ 
ン の SCREEN8 モ ー ド で 作成 され 、 デ ー タ を 圧縮 せ ず に フロ ッ ピー ディ 
スク に 保存 され た 絵 に 限ら れ ま す 。 


例 : 下 の ソ フト で 作成 し た 絵 を カラ ー 印 刷 で きま す 。 
「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 (本 機 の 他 、FS-A1WSX/WX/FX/FM/F に 付属 ) 
「 ス キャ ナ 取 り 込 み 」 (当社 製 FS-IFA1 に 付属 : た だ し SCREEN8 


で 作成 し た 絵 の み ) 

「 ピ クセ ル 2 」 (T&Esoft 製 : た だ し SCREEN8 で 作成 し 
た 絵 の み ) 

「 写 画 楽 」 (ビク ター 製 ) 


BAS 1C の SCREEN8 モ ー ド で 作成 し た 画像 


カラ ー 印 刷 ツ ー ル で の 印刷 例 (「145X116」m の 設定 で 印刷 ( 約 25 分 ) : 実物 大 ) 
(当社 製 プ リン タ FS-PC1、 マ ル チ カ ラー リボ ンカ セッ ト CF-PR231(CA) を 使用 ) 


(上 の 印刷 例 で は 、 本 書 印刷 の 関係 上 、 実 物 に は 無い 色 ム ラ や 色 ズ レ が 発生 し て いる 場合 


が あり ます 。) 
r カ ラー 印刷 ツー ル 」 で は 、 次 の サイ ズ で 印刷 する こ と が で きま す 。 
「145X116」mm, 「72X58Jm, 「36X29」mm, 「18X15」mm 
(上 の サイ ズ ) (ヨコ ・ タ テ と も 2) (24) びる ) 


「 カ ラー 印刷 ツー ル 」 で は 、4 色 の リボ ン を 使っ て 256 色 を 近似 的 に 表現 し て お り ま す の で 、 
実際 の 画面 の 色 と 多 少 ず れ て 印刷 され る 場合 が あり ます 。 


付属 の シス テム ディ スク 2 に は 、 上 の 印刷 例 を 含め て 、 2 種類 の サン プル が 入っ て いま す 。 


人 ター ト 7 応 と 約 り が た 


シス テム ディ スク 2 


BAS1C を 選ぶ 。 


[| 0 ] を 押す 。 


カラ フー 印刷 ツー ル を 
選ぶ 。 


[| 3 | を 押す 。 


・ キ ー ボ ー ド を 選ぶ と き [ 1 | 
・ ジ ョ イ パ ッ ド を 選ぶ と き | 2 | 
・ マ ウス を 選ぶ と き | 3) 
・ メ ニュ ー 画 面 に 戻る [4] 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 か ら の スタ ー ト の し か た と 、 量 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 


スタ ー ト の し か た 


付属 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 」 
を 内 蔵 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド 
ライ ブ に 差し 込む 。 


カラ ー 凶 誠 |・ 
DO0S 2 
BHSIC 


カフ ラー 印刷 ツー ル 
aeRe 

2 ンク バツ ド 
3 NX 
0222 の ニー 


画像 デー タ の 入っ た ディ スク を 
セッ ト し て くだ さい 
実行 取消 


@ [人 則 で シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込ん で いな い 場 合 は 、BASIC 
の 画面 に な り ま す 。 この と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込み 、 
RESET (リセ ッ ト ) ボタ ン を 押し て や り 直 し て くだ さい 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 
増設 ドラ イプ に シス テム ディ スク 2 を 差し 込み 、 を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 「 入 」 
に し て や り 直 し て くだ さい 。 は メイ ン メ ニュ ー 画 面 が で る まで 押し 続け て くだ さい 。 


174 


シス テム ディ スク 2 を 取り 出し 、 
印刷 し た い 絵 が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を 差し 込む 。 


6 を 押す 。 ふう 。 カー ン ル 


終わ りか た 


右 の 画面 が 表示 され る まで 、 


印刷 する ファ イル を 指定 し て 
くだ さい 

。 ファ イル 数 006700 
SAMPLE02 SC8 89722 14:50 
SAMPLE03 PIC 89727 2200 


SAMPLE06 .SC8 89727 2200 


を 押す 。 


を 押す 。 a 


| カラ ー 印 刷 ツ ー ル を | 
| 終了 し ます | 
| 甘 生 取消 | 


シス テム デイ スク 2 を 差し 込み 、 


を 押す 。 ゆ 


(MSXーDOS 2 画面 ) 


e 回 | で の か わり に を 押す と 、 国 の 画面 に 戻り ます 。 
@ 回 の 操作 で 「A>」 が 2 つ 以 上 表示 され る 場合 が あり ます が 異常 で は あり ませ ん 。 


マル チカ ラー で 印刷 する 


印 刷 する ファ イル を 指定 し で プリ ンタ の 取扱 説明 書 に し た 
、 。 。 ア ィ ル wO600 が っ て 、 用 紙 や マル チカ ラー リ 


計 党 時 2 5 | ” ” 。  。 ボン カセ ッ ト の セッ ト な どの プ 
SAMPLE03 _.PIC し 8 リン タ の 準備 を する 。 
(プリ ンタ の 印字 濃度 は 中 央 より 「 淡 い 」 
側 で 調整 し て くだ さい 。) 
印刷 する 絵 を 画面 に 印刷 し た い 絵 の 
表示 させ る 。 ファ イル 名 に 
っ 。 カー ソル を 合わ ゅ * 印刷 し ます か 
せ 、 を 実行 取消 
の か 
表示 され た 絵 を 22 状 :PC1 カン 項目 を 設定 する 。 
確か め 、 サイ ズ (m) : 5x116 72x58 ( 李 次 ペー ジ ) 


: 36X29 18X15 


ンー リボ ン 面 :A 面 B 面 
実行 ] を 押す 。 ゅ | ね らい 打ち : し な い する | * 


男 囲 指定 : し な い する 


(印刷 設定 の 画面 ) 
印刷 する 。 印刷 中 印刷 終了 の 表示 が 出る 。 
に 中 表示 が 出 て か ら プ リン タ が 止 
を 押す 。 1 まる まで 少し 時 間 が か か り ま 
富 。 
(Eh 刷 が は じ ま る まで に 少し 印刷 範囲 全体 に 対す 
0 る 印刷 し た 分 量 の 表 


小 


ビリ ンタ Oi したら 、 実際 に 印刷 が 完了 し て いる こと を 確か め て [ 実行 を 


e 印 刷 を 中 断 し た いと き は 、 を 押し て か ら 、 プ リン タ が 止ま る まで プリ ンタ の 印字 可 スイ ッ 
チ ( ま た は オン ライ ンス イッ チ ヂ ) を 押し 、 プ リン タ が 止ま っ て か ら 再 び 印 字 可 スイ ッ チ を 

約 5 秒間 押し 続け て くだ さい 。 これ に より 、 プ リン タ が 印刷 開始 前 の 状態 戻り ます 。 

@ 印 刷 中 に 「 プ リン タ を 確か め て くだ さい 」 と 画面 に 表示 され た と き は 、 プ リン タ の リボ ン 交 換 ラ ンプ 
を 確か め て くだ さい 。 ラ ンプ が 点灯 し て いる と き は 使用 中 の リボ ン 面 を 使い きっ て いま す 。 
この 場合 は 、 プ リン タ の 説明 書 や FS-PC1 に 同 梱 の 「 カ ラー 印刷 に つい て の お 願い と ご 注意 」 の 記載 
に し た が っ て リボ ンカ セッ ト の 交換 な どの 処置 を し 、 印刷 を 続行 する と き は [ 実行 )、 一 度 中 止 し 
て や り 直 す と き は [ 取消 を 押し て くだ さい 。 

@ 印刷 開始 か ら 完 了 ま で 、 最 小 サ イズ で 約 3 分 、 最 大 サイ ズ で 約 25 分 間 必 要 で す 。 


印刷 を 終了 する 。 


を 押す 。 う 


印刷 設定 の 項目 


前 ペー ジ の 回 で 設定 する 項目 の 内 容 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


プリ ンタ 選択 


サイ ズ 


リボ ン 面 


ね らい 打ち 


範囲 指定 


SAMPLEO06 .SC8 89.727 22:00 


画題 瑞 


: 接続 し て いる プリ ンタ の 種類 を 設定 し ます 。 


TPC1」……………FS-PC1 (当社 製 ) 

「 プ リン タ 1 」………HBP-F1C (SONY 製 ) 

この 他 の プリ ンタ は お 使い に な れ ませ ん 。 最初 は 「P C 1 」 に 設定 され て い 
ます 。 


: どれ ぐら い の 大 き さ に 印刷 する か を 設定 し ます 。 


: リボ ンカ セッ ト の 使用 する 面 (A 面 また は B 面 ) を 設定 し ます 。 リボ ンカ セッ 


ト の A 面 ・B 面 は 、 カ セッ ト 上 に 刻印 され て いま す 。 プ リン タ に セッ ト し た 
状態 で 上 か ら 見 える 刻印 が 、 使 用 する 面 で す 。 


: 用 紙 に 印刷 を 開始 する 位置 を 、 調 整 する か どう か を 設定 し ます 。' する 」 に 


設定 し た と き は 、 印 刷 前 に カー ソル キー で プリ ンタ の 印字 ヘッ ド を 動か し 
刷 開始 位置 を 調整 し ます 。( や 次 ペー ジ ) 


・ 表示 中 の 絵 全 体 の 中 で 、 印 刷 す る 範囲 を 指定 する か どう か を 設定 し ます 。 「 す 


る 」 に 設定 し た と き は 、 印 刷 前 に 印刷 範囲 を 画面 で 指定 し ます 。 (⑤ 次 ペー ジ ) 


ご 注意 議 。 印刷 設定 の 画面 で 設定 し た 「 リ ボン 面 」 と 実際 に 使用 する リボ ンカ セッ ト の リボ ン 面 が 違っ て いる 
と 、 イ ンク リボ ポン が 空 送 りさ れ て 印刷 され る た め 、 イ ンク リボ ン の 消費 量 が 多く な り ます 。 詳 し く 
は 別冊 の 「 カ ラー 印刷 に つい て の お 願い と ご 注意 」 を 参照 し て くだ さい 。 
er サイ ズ 」 を 「18X15」 に 設定 し て 印刷 する と 、 画像 の デー タ が 一 部 省略 され る た め 、 実 際 の 画像 と は 
や や 異な る イメ ー ジ に な り ま す 。 


@ 別 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 絵 を 続け て 印刷 する と き は 、5 の 操作 の 代わ り に 、 フ ロッ 
ピー ディ スク を 入れ 替え て か ら [ F3 」( 再 表示 ) を 押し ます 。 


@ カラ ー 印 刷 で は 、 印 字 ヘ ッ ド が 左右 に 動く 幅 が 、 白 黒 印 刷 よ り 大 きく な り ま す 。 


ーMH eki 


@ ね らい 打ち の し か た 


印刷 設定 の 画面 で 、 リボ ン 面 _ A 面 B 面 
ね らい 打ち し な い する | ゅ を 押す 。 


エキ ピコ 
6@ る 2 範囲 指定 し な い 。 する 


印刷 する 位置 を 決め る 印刷 開始 位置 に 印字 ヘッ ド 
を 動か す 
用 紙 送 り ノ ブ ETT 
SS で 上 下位 置 を ュ KO つ eo o ] O O 本 の) | 呈 [ 実行 | を 押す 。 
) 決め る 。 ほ 選 。 
@ 幼 囲 指定 の し か た 
印刷 設定 の 画面 で 、 リボ ン 面 A 面 B 面 


すき | ね らい 打ち し な い する | を 押す 。 


6@ る 2 範囲 指定 し な い する 


印刷 範囲 の 始点 カー ソル 全 を 印 
を 決め る 。 刷 す る 男 囲 の 左 終点 を 指定 し て くだ さい 
う 上 に 合わ せ 、 ユ 横 1m 縦 1m 


行 ] を 押す 。 
6@2e R 


(取り 込む 範囲 の E 刷 時 の 大 き さ が mm( ミ 
と リ ) 単 位 で 表示 され ます 。) 
軸 と 同じ 操作 で 終 NR 

1 ご ーー 
上 ( 右 下 ) を 指定 す に 還 


ご 注意 @ 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 以 外 の プリ ンタ で は 、 ね らい 打ち 、 リ ボン 面 
の 指定 、 範 囲 指 定 は で きま せん 。 

% ね らい 打ち の 印刷 開始 位置 の 設定 で 、 加 , 図 は 16 ド ッ ト 単 位 、[ SHIFT ] 十 回 , [SHIFT ] 十 図 は 
80 ド ッ ト 単 位 で 印字 ヘッ ド を 左右 に 移動 で きま す 。 

@ ね らい 打ち の 基準 位置 に つい て は 、 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 の 283 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 

@ ね らい 打ち と 範囲 指定 を 両方 と も 「 す る 」 に し た と き は 、 範囲 指定 が 優先 され ます 。 範囲 指定 の 
操作 を し て か ら 、 ね らい 打ち の 操作 を し て くだ さい 。 


紙芝居 機能 と は 


紙芝居 機能 ま は デジ トー クツ ー ル の 音声 編集 機能 (②81 ペ ー ジ ) で 作成 、 保 存 し た 音声 ファ 
イル と グラ フィ ッ ク ツ ー ル や BASIC で 作成 し た 画像 ファ イル を 使っ て 、 音 声 付き の 紙 芝 
居 を 作る 機能 で す 。 

オリ ジ ナ ル な 4 コマ マン ガ を 作っ て みて は いか が で し ょ うか 。 


使え る デー タ は 


@ 音声 ファ イル : デジ トー クツ ー ル の 音声 編集 機能 で 保存 し た 音声 ファ イル 。( フ ァ イ 
ル の 拡張 子 が 「.PCP」 ま た は 「.PCK」 の ファ イル ) 


@ 画像 ファ イル : 付属 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル また は BASIC の SCREEN8 で 保存 し た 画像 
ファ イル 。( フ ァイル の 拡張 子 が 「.PIC」 ま た は 「. * *8」 の ファ イル ) 


あら か じ め 紙 芝居 に 使う 音声 ファ イル と 画像 ファ イル を 、 同 じ フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し て お いて くだ さい 。( 別 の フロ ッ ピー ディ スク で も か まい ませ ん が 、 操作 性 が 悪く な り 
ます 。) 


シナリオ を 作る 


紙芝居 の 絵 と 音 を どの よう な 順序 で 並べ る か を シナ リオ で 指定 し ます 。 紙 芝居 機能 の 主 な 
作業 は この シナ リオ を 作る こと な の で す 。 

シナ リオ は 5 種類 の 命令 (コマ ンド ) を 使っ て 、 画 像 を 表示 し た り 音 声 を 鳴 ら す 順 序 や 回 
数 を 設定 し ます 。 有 要領 は 簡単 な BASIC の プロ グラ ム を 作る の と 同じ で す 。( ツ 作り か た は 
182 ペ ー ジ ) 


暗 軟 | - っ 1 | | 同 行 人 滑 財 架 存 上 
1 5 示 アル ノコ ト 


2LOADGAZ0U001.PICONSEI001.PCP 
3WAIT 10 ソノ カト . . . 

4LTOP 

5LOAD GAZ0U002.PICONSEI002.PCP 
6LOOP 2 

7 PAUS レル ムル /A1/ 

8LOAD GAZ0U003.PIC ONSEI003.PCP 
コマ ンド を 選択 し て くだ さい 


[LOADILO0PIWA ITIPAUS|****| 折尾 信和 


あと は この シナ リオ を 動か せ ば (実行 すれ ば )、 音 声 付き の 紙芝居 の よう に 楽し むこ と が 
で きま す 。 

また 作っ た シナ リオ を 「BASIC 形 式 」 で 保存 し て お け ば 、BASIC の コマ ンド に 変換 され 、 
プロ グラ ム の 一 部 と し て 利用 する こと も で きま す 。 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 


音声 デー タ を 保存 し ます か ? 


シス テム ディ スク 2 を セッ ト し 、 

音声 編集 画面 で く を に 
移動 し 、| SPACE | を 押す 。 に 
RAM 内 に 音声 デー タ が な い 場 合 は 、 |2| 


の 操作 は あり ませ ん < 隊 玉 ーー ] 185 6 を 灯  8 W7 
RS を [いい え | に 移動 し 、 
4 
SPACE | を 押す 。 1 
ンド を し て くだ S 加 
[LOADILO0PlWAITlPAUS|**t| 崩御 
を 選ぶ と 保存 処理 ( 〇 97 (紙芝居 画面 ) 


ペー ジ ) に 移り ます 。 


紙芝居 画面 で [E (終了 ) を ジ サ リオ を 崎 し ます か? 
押す 。 

叶 此 行 | はい | 随 い 齋 
シナ リオ デー タ が な い 場 合 は 、| 3 の 操 
作 に 進み ます 。 


紙芝居 を 終了 し ます 
よろ し いで すか ? 


天 行 | は い | 取消 MM 


を 押す 。 


を 押す と 保存 処理 (189 
ペー ジ ) に 移り ます 。 


3 シス テム ディ スク 2 を セッ ト し 、 


lei 


ミー マ さ ー テ ナベ 目下 


を 押す 。 | 6 | 


Ni と 


1 
| ] 
| > s lecm| ww spee olls 回 
l 【 uu kulllme 回 回 際 | 
ERASE DELETE lpAm 由 5FFlVv」[VulNomwAd ニ 
|$ | rhiP7lEtn 是 IO| 記 3 


後 は 83 ペ ー ジ の 方 法 で 終了 し ます 。 
(マウ ス 、 ジ ョ イ パ ッ ド を 使用 し て いる と き に は 、 を 動か し て 操作 し ます 。) 


ン ナ リオ の 作り か が た 


キー ボー ド か ら コ マン ド に 対応 する キー (シナ リオ の 1 画面 前 を 見 る と き は (前 )、 
な ど ) を 押し ます 。 

マウ ス や ジョ イ パ ッ ド を 使用 し て いる 場合 に は を コマ ンド に 合わ せ て トリ ガー ボタ ン 
A ま た は トリ ガー ボタ ン († ) を 押し ます 。 


修正 の し か た 


コマ ンド を 修正 する と き は カー ソル を 修正 する 位置 に 移動 させ 、 コ マン ド を 入力 し 直し ま 
す 。 フ ァイル 名 や 文字 列 を 修正 する と き は 、 カ ー ソ ル を 修正 する 箇所 に 移動 させ [後退 
で 消し て か ら 新た に ファ イル 名 を 入力 し ます 。 

行 単位 で 修正 する 場合 に は 行 挿入 と 行 削除 を 使い ます 。 

[INS ] ( 行 挿入 ) : カー ソル の ある 行 に 1 行 の 空白 行 を 挿入 し ます 。 


( 行 削除 ) : カー ソル の ある 行 を 1 行 削除 し ます 。 以 降 の 行 は 繰り 上 げ ら れ ま す 。 


シナ リオ を 作る 


画面 圧 に 表示 され て いる 1 、2 、3 、‥… の 数 字 は 行 番号 と 呼び 、 BASIC の プロ グラ ム 
の 行 番号 と 同じ で す 。 

シナ リオ を 動か す (実行 させ る ) と 行 番号 の 若い ほう か ら 順 に シナ リオ が 進ん で 行き ます 。 
シナ リオ の 中 で 使う コマ ンド は すべ て [F1 ) ~ [ F5 ] の ファ ンク ショ ン キ ー で 入力 し ます 。 
入力 する 位置 に カー ソル を 移動 させ て ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て コマ ンド を 入力 し ま 


al 


180 ペ ー ジ の シナ リオ の 2 行 目 を 入力 する 方 法 を 例 に 説明 し ます 。 


2 行 目 の 先頭 に カー ソル を 移動 す 香 笠 CK 
に 当 


る 。 カ ー ソ ル の 移動 は 、 
カー ソル キー : 行 や 文字 ご と の 移動 、 
5 
7 


: 前 の ペー ジ 表 示 
・ 次 の ペー ジ 表 示 2 し <E80 還 還 


LOADILO0PIWAITlPAUS| 栗生 信和 剛 
2 (LOAD) を 押す 。 


8 前 ーー1 | 行人 清 ま 時 8 頒 邊 57 


* ネ アル ノコ ト 
0AD_ 


8 
| 幼 り フ ァ イル 名 を 入力 し て くだ さい 
ーー 


表示 する 画像 ファ イル を 指定 し ます 。 


(DIR) を 押す 。 
画像 表示 し な いと き は 
[実行 ] を 押し て 6 へ 進み ます 。 


画像 ファ イル が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を セッ ト じ て 、 


を 押す 。 
呼び 出す ファ イル 名 に カー ソル を 
移動 させ て を 押す 。 


次 に 音声 ファ イル を 指定 し ます 。 


(D 1 R) を 押す 。 


音声 を 再生 し な いと き は 
[実行 ] を 押し ます 。 


7 音声 ファ イル が 保存 され て いる フ 


ロッ ピー デイ スク を セッ ト し て 。 


を 押す 。 


され ます 。 


ディ スク を セッ ト し て くだ さい 


実行 | | 取消 


ファ イル を 訳し て くだ さい 
0104 


GAZ0U001.PICN 


GAZ0U002.PIC 
GAZ0U003.PIC 
GAZ0U004.PIC| 


末 || 矢 | 上 上 酢 
上 『 炊 |-- 1 | | 人 時 NE 計 7 
1 アル ヒノ コト 
2LOAD GAZ0U001.PIC 
3 
4 
5 
5 
7 
8 
剖 フ 7 イ M を AAL て くい 。 | 
pim_ 1 TL_ II_JLTI | 


ディ スク を セッ ト し て くだ さい 


則 


ファ イル を 選択 し て くだ さい 
0004 
ONSEI001.PCPN 


ONSEI002.PCP 
ONSEI003.PCP 
ONSEI004.PCP 


M 
筑 || 台 | 昌 吾 


@ 上 の 画面 の ファ イル 名 は 例 で す 。 実際 に は あら か じ め 作 っ て 保存 し て お いた ファ イル 名 が 表示 


(WWN 縮 ) ミー バー テバ 


呼び 出す ファ イル 名 に カー ソル を 較 HX|- っ 1 11R 和 人 S 條 7 
1 アル ヒノ コト 
移動 させ て [ 実行 を 押す 。 MM 
4 
5 
6 
7 
| マッ ド を 談 LC く <EM 。 
続け て シナ リオ を 入力 する 。 | ILOADIL00PIWAITIPAUS|***| | 和 所 人生 際 


@ シナ リオ を 作る に は 、 あ ら か じ め 画 像 ファ イル 、 音 声 フ ァイル を 作っ て 保存 し て お く こ と が 必 
要 で す 。 

e 画 像 、 音 声 の どちら か の ファ イル を 指定 し な いこ と は で きま す が 、 両方 を 指定 し な い 場合 は エ 
ラー に な り ま す 。 

@ 同じ 行 で 指定 し て いる 画像 、 音 声 フ ァイル は 必ず 同じ フロ ッ ピー ディ スク に 保存 し て お いて く 
だ さい 。 

@[、 還 の と き [ F1 ] (再生 ) を 押す と 、 カ ー ソ ル の ある ファ イル の 画像 を 画面 に 表示 し た り 音 
声 を 鳴ら し て 確認 する こと が で きま す 。 画像 の 場合 、 表 示 終了 後 を 押す と 元 の 画面 に 
戻り ます 。 

@ 各 コマ ンド の 詳し い 説明 は 186 ペ ー ジ 以降 を ご 覧 くだ さい 。 

@ フ ァイル 名 を キー ボー ド か ら 入 力 す る と き は 、 [| お よび [] で [F1 ] CD | R) を 押さ ず に 
ぞ の まま ファ イル 名 を 入力 し ます 。 


シナ リオ の 動か し か 


紙芝居 画面 で | R | (実行 ) を 
押す 。 


シナ リオ 中 に 使わ れ て いる 画像 、 
音声 ファ イル が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を セッ ト し て 


を 押す 。 


途中 で 終了 させ た いと き は 、 シ ナリ オ 
画面 に 戻る まで を 押し つづ け 
て くだ さい 。 


ディ スグ を セッ ト し て くだ さい 


(WNW 吐 ) ミー ペー テマ 


こん な コマ ンド が 使え ます 


シナ リオ の 中 で 使え る 各 コ マン ド に つい て 説明 し ます 。 


ファ イル を 呼び 出す 


機 能 : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 画 像 ファ イル を 呼び 出し て 表示 し 、 音 声 ファ イル を 呼び 
出し て 音 を 出し ます 。 


書 式 :LOAD < 画像 ファ イル 名 > < 音声 ファ イル 名 > 
入力 例 :LOAD GAZOU001.PIC ONSEI0O01. PCK 


BASIC 変 換 後 の コマ ンド : BLOAD "画像 ファ イル 名 ",S : SET PAGE ,1 : BLOAD 
"音声 ファ イル 名 ” : SET PAGE ,0 : CALL PCMPLAY 
(@65536!, 131064!, 1,S) 
補足: ・ 画 像 ファ イル 名 、 音 声 フ ァイル 名 は それ ぞ れ 省略 で きま す が 、 両方 を 省略 する 
こと は で きま せん 。 
0 の 値 (131064) は 音声 ファ イル の 大 き さ に 関係 な く こ の 値 に 変換 され ま 
す 。 音 声 フ ァイル の 大 き さ が 小さ い 場 合 等 、 修 正す る 必要 が ある 場合 に は 
ディ レク トリ で ファ イル サイ ズ を 調べ て 、 の 値 を 
ファ イル サイ ズ 十 65536-8 の 値 に 修正 し て くだ さい 。 
・ 指定 し た ファ イル の 内 容 を 変更 する と シナ リオ で の 表示 や 音声 も 変わ り ます 。 
※DOSZ の 画面 で 「D |R 【 」 と 入力 する と 、 保存 さ れ て いる ファ イル の 
一 覧 が 表示 され 、 フ ァイル サイ ズ を 調べ る こと が で きま す 。 


シナ リオ を 繰り 返す 9 


LTOP か ら LOOP ま で の シナ リオ を 指定 回 数 繰り 返し ます 。 


機 能 : 繰り 返し の 先頭 位置 を 指定 し ます 。 


書 式 :LTOP 


シナ リオ で の 使用 例 
入力 例 :LTOP 


3 OAD ONSEI002.PCK 


1LTOP 
5 回 繰り 返す ゴ LOAD GAZOU001.PIC ONSEIOO1.PCK 
4LOOP 5 


(Ez) L00P 
機能: 繰り 返し の 終了 位置 と 回 数 を 指定 し ます 。 


書 式 :LOOP ぐ く 回 数 > 
入力 例 :LOOP 5 


BASIC 変 換 後 の コ マン ド : FOR に 1 TO (回 数 ) | (回 数 が 0 の と き ) ^ | 
NEXT | GO TO ( 行 番号 ) 


補 足 : ・ 繰 り 返 す 回 数 は 0 一 99 ま で 指定 で きま す 。 
・0 の と き は 永久 に 繰り 返し ます 。 
・ 多重 ルー プ (LTOP て LOOP の 中 に 別 の LTOP て LOOP が ある ) は で きま せん 。 


設定 し た 時 間 止め る WAIT 


機 能 : < 時 間 > で 設定 し た 秒 数 だ け シ ナリ オ を 停止 させ ます 。 停止 中 く 文字 列 > に 設定 
し た 文章 を 画面 に 表示 し 、 設定 し た 時 間 が 経過 する と べく 文字 列 > は 消さ れ 、 シ ナ 
リオ を 再開 し ます 。 


書 式 :WAIT < 時 間 > (< 文字 列 >) 
入力 例 :WAIT 10 10 ヒ ヾ ョ ウマ ッ テ ! 
BASIC 変 換 後 の コマ ンド : CALL PAUSE(X メ 000) 


60 秒 を 越え る と き 
CALL PAUSE(50000) 
CALL PAUSE( メ X000) メメ 時 間 一 50 
補 足 : < 時 間 > は 1 一 99 秒 、 く 文字 列 > は 15 文 字 以内 の 英 数 カタ カナ 文字 。 
く 文 字 列 > は 省略 する こと も で きま す 。(BASIC で は 文字 列 の 表示 は 行い ませ 
ん 。) 


(NN 緒 ) モー ミ さ ー ナ マン 電 Ei 


キー を 押す まで 止め る SS 


機 能 : シナ リオ を 任意 の キー (文字 キー、 数 字 キ ー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 等 ) が 押さ れ 
る まで 停止 させ ます 。 停止 中 文字 列 > に 設定 し た 文章 を 画面 に 表示 し 、 任 意 の 
キー が 押さ れる と ぐ く 文 字 列 > は 消さ れ 、 シ ナリ オ を 有 再開 し ます 。 

書 式 :PAUS (< 文字 列 >) 

入力 例 : PAUS テバ ド ィ スク ラ ヲ カ エ テ ! 

BASIC 変 換 後 の コマ ンド : IF INKEY$="”" THEN ぐ 行 番号 > 

補 征 : く 文字 列 > は 15 文 字 以 内 の 英 数 カタ カナ 文字 。< く 文字 列 > を 省略 する こと も で き 
ます 。(BASIC で は 文字 列 の 表示 は 行い ませ ん 。) 画像 ファ イル や 音声 ファ イル 


が 複数 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 場合 に 、 交換 する と ころ に 使う と 
便利 で す 。 


機 能 : 実際 の 動作 と は 関係 あり ませ ん (画面 に は 何 も 表 示さ れ な い ) が 、 後 で シナ リオ 
を 見 た と き に シナ リオ の 内 容 が わか る よう に 、 タ イト ル や ぜ や 注釈 文 を 入れ る と き に 
使い ます 。 

書 式 :* ネ ネネ * ネ (< 文字 列 >) 

入力 例 :** ネ *※* ネ ワタ シノ イチ ニチ 

BASIC 変 換 後 の コ マン ド : ^ 


補 足 : ズ 文字 列 > は 15 文 字 以 内 の 英 数 カタ カナ 文字 。 


フロ ッ ルー アスク に 保存 する 


フロ ッ ピー ディ スク に シナ リオ を 保存 し ます 。 
保存 に は 紙芝居 機能 の シナ リオ と し て その まま 保存 する 方 法 と 、BASIC の コマ ン ド に 変 
換 し て 、BASIC の プロ グラ ム 中 で 使え る 形 で 保存 する 方 法 と が あり ます 。 


紙芝居 画面 で (保存 ) を DCOM 
押す 。 9 ナリ ファ し 
Ei 間 上 
モー ド を 選択 する 。 ファ イル を し て くだ さい 
デジ ツ ト - ク 2 舟 二 BASIC 航 
を 押す 。 本 ナリ オフ カイ し ます 
! 新 | | 天 
を 押す 。 
。 | 7 ビー 
ファ イル 名 を 入力 する 。 
> | カイ 功 EZ コ トー 
ファ イル 名 は 8 文字 以内 の 英 数 カタ カ 
ナ 文 字 . 


(AN 吐 ) ミー ミ さ ー テ マト 


保存 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 


セッ ト し て を 押す 。 


還 計 = 放 較 @BASIC で シナ リオ を 実行 し た 場合 
・ PAUSE、WAIT で 設定 し た 文字 列 は 表示 され ませ ん 。 
・ デ ジ ト ー ク ツー ル で 実行 し た と き と 画面 の 表示 の し か た が 異な り ます 。 
・ エ ラー 処理 は 行わ れ ま せん 。 
@「BASIC 形 式 」 で 保存 し た ファ イル (ファ イル 名 XXXXXXXX.BAS) は 、 デジ トー クツ ー 
ル の 紙芝居 機能 で は 呼び 出せ ませ ん 。BASIC の プロ グラ ム で 動か し て くだ さい 。 この と き 音 
声 フ ァイル も 必ず 「BASIC」 の 形式 (拡張 子 .PCP) で 保存 し て お いて くだ さい 。 


フロ ツル ルー アグ か ら 上 び HH9 


フロ ッ ピー ディ スク か ら シ ナリ オ を 呼び 出し 
ます 。 こ こ で 呼び 出せ る シナ リオ は 「 デ ジ ト ー 
ク 形 式 . の ファ イル の み で 、「BASIC 形 式 」 
の ファ イル は 呼び 出せ ませ ん 。(⑦189 ペ ー ジ ) 


紙芝居 画面 で (呼出 ) を デイ ス 2 を セッ ト し て くだ さい | 鞭 
押す 。 M 
し 2 1 
呼び 出す ファ イル が 保存 され て い ファ イル を 衣 し て くだ さい | 部 
い ーー 】 い 001/W1 
る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し ME コト 1999.12.2%6 
を 押す 。 っ 
回 
6 Ei 界 HX |-- | | | M 湊 LN 上 7 
呼び 出す ファ イル 名 に カー ソル を リプ た 
2 寺 2LOADGAZ0U001.PICONSEI001.PCP 
合わ せ て を 押す 。 it10 ツ の トー | 
LTOP | 
は 5LOADGAZ0U002.PIC ONSEI002.PCP 
6LOOP 2 | 
7PAUS 7772 | 
8LOAD GAZ0U003.PIC ONSEI003.PCP 
コマ ンド を KRLCKAAV 
GAmiL96gleAiTjPAUS 旨 Ai 


( 僅 痢 ) ミー と さ ー テ ナリ 


e 1 て 画面 上 に シナ リオ が ある 場合 は 「 編 集中 の シナ リオ が 壊れ ます よろ し いで すか ?」 の 表 
示 が 出 ます 。 壊れ て も よい 場合 に は 、 保存 する 必要 が ある 場合 は を 押し た 後 、 
保存 処理 ゆ 189 ペ ー ジ ) を 行っ て くだ さい 。 


ン ナ リオ を 消去 する 


画面 に 表示 され て いる シナ リオ を すべ て 消去 
し ます 。 

不要 な と ころ だ け を 部 分 的 に 消す 場合 に は 
「 行 削除 」 (や 182 ペ ー ジ ) を 使い ます 。 


紙芝居 画面 で [ C] ( 全 消去 ) を 還 | 
押す よろ し いで すか 7 


上 | は | 也 消 いい ] 


に 
消去 し て よい か 確認 し て 昌 了 吹 |-- 1 1 | 6 人 法 U 困 MS 欠 較 7 
を 押す 。 | 

ロビ | 


2 
13 
| 4 

5 

6 

7 


8 
コマ ンド を 選択 し て くだ さい 
ILOADILO0PIWAITIPAUS|** ネ * ネ *| | 押入 前 際 


BASIC へ の 変換 に つい て 


デジ トー クツ ー ル の 紙芝居 で 作成 し た シナ リオ は 、「BASIC 形 式 」 で 保存 する と BASIC の 
プロ グラ ム と し て 利用 する こと が で きま す 。 

180 ペ ー ジ の シナ リオ を 「BASIC 形 式 」 で 保存 し 、BASIC の 画面 に 呼び 出す (LOAD す る ) 
と 次 の よう に な り ま す 。 


1 SCREEN 8:CLS 
10 アル ヒノ コト 
20 BLOAD“GAZOU0DO1.PIGC"。、S:SET 
PAGE0, 1:BLOAD"ONSEIO01.PCP*,S 
・SET PAGEO, 0:CALL PCMPLAY(@65 
5361!,1310641!, 1,3S) 
30 CALL PAUSE(10000) 
40 FOR |=1 TO 2 
50 BLOAD"GAZOU002.PIC*,.S:SET 
PAGE0, 1:BLOAD"ONSEIO002. PCP*,S 
・SET PAGE0O, 0:CALL PCMPLAY(@65 
536!, 131064!, 1,3S) 
60 NEXT I 
70 IF INKEY$=”“ THEN 70 
80 BLOAD"GAZOU003.PIC",.S:SET 
PAGE0,1:BLOAD"ONSEI003.PCP*,S 
:SET PAGEO, 0:CALL PCMPLAY(@65 
536!1, 1310641!, 1,.8) 
Ok 
履 


シナ リオ 中 の コマ ンド が BASIC の 各 命 令 に 変換 され て いま す 。 こ の と き シ ナリ オ 中 に は 
あり ませ ん が 、 1 行 に 「SCREEN 8 : CLS」 と いう 行 が 必ず 加え られ ます 。 
また 、65536! や 131064! の 「 ! 」 は その 数 値 が 単 精度 で ある こと を 表し ます 。 


※ 単 精度 一 有効 数 字 6 桁 以内 の 実数 で 、 7 桁 目 を 四捨五入 し た 数 値 。「 ! 」 が つい て 
いな い 数 値 は 倍 精度 と いい 、 有 効 数 字 14 桁 以内 の 実数 で す 。 
( 層 「BASIC 入 門 」) 


BASIC で シナ リオ を 実行 させ る に は 、 上 記 の よう に プロ グラ ム を 呼び 出し た 後 、 [RUUJ 
[N) 還 と 入力 する と 実行 で きま す 。 

この と き 、 フ ロッ ピー ディ スク に 目的 の 画像 また は 音声 ファ イル が な い 場 合 は 、 エ ラー を 
起こ し て 中 止 さ れ ま す 。 ま た シナ リオ 中 の PAUSE や WAIT で 表示 され た 文字 列 は 表示 さ 
れ な い の で 、 フ ロッ ピー ディ スク を よく 確認 し て 実行 する か 、 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 
替え る 必要 の ある 場所 の WAIT (CALL PAUSE(* * 000)) また は PAUSE (F 
INKEY$=”” THEN ***) の 前 に 、PRINT# 命令 で メッ セー ジ を 表示 する よう に 修正 
し て で 玄 だ き (。 


例 ) 180 ペ ー ジ の シナ リオ の 3 行 目 の メ ッ セー ジ を 表示 する に は 、 次 の よう な プロ グ 
ラム を 追加 し ます 。 
21 OPEN “GRP :^ AS #1 
22 PRESET (50,190) : PRINT #1.? ソ ノア ト …“ 


ミー マ さ ー ナ ベト 


いし 】 mm 
プロ グラ ム を 作る 
シナ リオ か ら BASIC に 変換 し た プロ グラ ム を 利用 し て 、 さ ら に 大 き な プ ログ ラム を 作る 
と き に は 、 次 の 2 種類 の 方 法 が あり ます 。 


@$ これ か ら 新しく プロ グラ ム を 作成 する 場合 


この 場合 に は 、 シ ナリ オ か ら 変 換 し た プロ グラ ム を 呼び 出し て お き 、 こ の 後に 付け 加 
えて 作成 し ます 。 前 ペー ジ の プロ グラ ム で あれ ば 90 行 か ら 入 力 し て いき ます 。 
前 ペー ジ の プロ グラ ム の 前 に 作成 する 場合 は 、 ま ず RENUM 命 令 で 行 番号 を 変え て お 
きま す 。 
例え ば 前 ペー ジ の プロ グラ ム を 200 行 か ら 始め た いと き に は 、 
RENUM 200,1, 10 
と 入力 する と 200 210 220 230... と いう よう に 、 行 番号 が 変更 され ます 。 
その 後 10 20 30 40 と プロ グラ ム を 200 行 以内 で 入力 し ます 。 


@ すでに 作成 され て いる プロ グラ ム 内 で 利用 する 場合 


すでに 作成 し 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 (SAVE) され て いる プロ グラ ム と 結合 
せる に は MERGE と いう 令 を 使い ます 。 


① シ ナリ オ の プロ グラ ム を RENUM 命 令 で 行 


人 EN で 
呈 を 恋 220 BLOAD*GAZOU001.PIC*,S:SET 
番号 を 変更 し ます 。 PAGE0, 1:BLOAD"ONSEI001. PCP“。 
えば 200 か ら 始 まる 行 番号 に ) MLAY (6 
グ コ バ す す 
例え ば 200 カ ら 始 まる 行 番号 に 変更 し て お 230 ALL PAUSE(10000) 
FOR |=1 T 
可 250 BLOAD"GAZOU002.PIC^",S:SET 
だ ど し ま す 。 PAGE0, 1:BLOAD"ONSEIO02. PCP“。 
S:SET PAGE0, 0:CALL PCMPLAY (@6 
5536!,131064!, 1,.3) 
260 NEXT Il 
270 IF INKEY$=““ THEN 270 
280 BLOAD"GAZOU003.PIC",S:SET 
PAGE0, 1:BLOAD"ONSEI003. PCP", 
S:SET PAGE0O, 0:CALL PCMPLAY (@6 
5536!,131064!, 1,S) 
Ok 
画 


( フロッピー ディス ク に アス キー セー ブ プ ( 保 
存 ) し ます 。 
SAVE “SINARIO1. BASZ, A 


抽 二 馬 き トバ ー い ヘー ミ ( 素 IN) 


F - ら F -o ト -o 
の の の 中 uu い TE 症 に ) の 
5 コ コ の aa の an 一 の cn ココ 
〇 * 〇 〇 * 〇 と ・ 〇 と 〇 と 〇 
ー ーー - ーー ニー の 0 て の て この < ー 
we TL か ご = に づ ゴーゴ トド ロー」 ご コ 
※ 。 選 ヒ ※ 。 羽 ヒ に トコ ei* っ ea 
* マ ズー で % マ で 。 6 に と ゴ で こと ゴ oO ら = 。 で 
\ 。 つ 品 ay ま 。 つ 員 ー つ 〇 一 GO 〇 ァ ー つ 〇 。 一 
X の の や テ の 一 < 表 キ ュ レコ ローn らら ae 山 に ーー の 一 
%※ー し コ ※ー - ロ ーー の ら Um エ 中 ーー・ 
で ー】 っ さく ー】 ー の コー つの の コー に の の コー 3 
ーー と ニー。 らら と ・ ーー と 。 ら つの ァ コ の つの つど テコ の 。 ど テ コ の  ・ 
っ O うら O 6 っ O こら の ら O< - こ いら 〇 < -。 、 ら 〇 < O 
Ja ココ の ・ > コ 。 デー コ つい 〇 C デ デ つの O の デー 。、 つ の デー コ ら * 
1 や Oo Oー つ や Oo 〇 O OO 員 O 〇 OO - 』O ロ Oー つ 
つの ーー つ O 〇 〇 -*・ つの Oー つ 〇 一 NGー の ヒマ ウー ら N マ の ー 〇 -* 
SE … の 懲 座 … - で ビレ の て O - で さ つ < 〇 O - マ で テマ O で … の 宙 
ムー の 友 デー * 一 の 友 の コ の らら マ ー の コ O の らら ロロ の つの の ら の デー 
くつ 。 テロ * の [muoa_ ll、 m ロ moー マ mm の ニ そ ロ 
\ メ テロ 上 ロロ ヒビ 三唱 へ ロー の ーー 一 の ーー の ーー ロー の ーー ロビ ビ 
コリ コー テコ TE すっ コ ロビ ビン 員 リ マ ー マ < の コニー マー マ の ヒー マー ママ co ロマ デー 
※ 山 マデ の 〇 ー ロ に に と コ 底 式 〇 -nー コ エ 〇 -amー ベ 〇 -am 一 エ 〇 ー ロ 
※ 工 〇 一 記 〇 Oc エ テ * エ 〇 ー エ 〇 トコ つの  - そ < 〇 コ つ 。 - ロ し コ O  。 〇 〇 O エ テ 
\ 〇 OO ・ の au \% 〇 〇 エ 〇 の 、 ロロ ヒー 〇 し ロロ ビー テー ロロ ヒー の コロ 由 
・ の コロ U・ ・ の コロ ルー Io に oi に -】 oO" に -】 
つら らら どら の らら この の らら こら て の の らら この の らら らら の 
どら らら こら ら ー の の で ェ らら らら らら ーcuO の の で の totoF_coQ_・ い の の ーcueo er と 
ーcuoouotouoto の oO 較 ーーci の kococucucd の locucucu の kpcucucu の uouototototoO 較 


シナ リオ よ 
プロ グラ ム と 


現在 画面 に 表示 され て いる プロ グラ ム を 結 


合 さ せま す 。 


ご 
に 


ファ イル 名 


な る よう ( 


な る 行 は この 場合 に は 280 よ り 


シナ リオ より 前 に 来る 行 は 200 よ り 小 
大 きく 変更 し ます 。 
⑥⑤MERGE 命 令 で ② で 保存 し 
② で 保存 し ヵ 


さい 行 番号 ( 


(LOAD) し ます 。 
り 後 ( 
MERGE "A : SINARIO1.BAS" 


③ す で に 作成 し て ある プロ グラ ム を 呼び 出し 
い 行 を あけ ます 。 


④RENUM 命 令 を 使っ て シナ リオ を 挿入 し た 
⑥ 別 の ファ イル 名 で 保存 し 直し ます 。 


付 語 婦 


ロー マ 字 ・ か な 変換 表 や エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 表 、「 故障 か な ?⑦! 」 と 
思っ た と き の 対 処方 法 、 仕 様 、 ス ロッ トマ ッ プ 、 よ く 使 われ る 用 語 の 解 
説 、 索引 な ど を 記載 し て いま す 。 必要 な と き に お 読み くだ さい 。 


ロー マ 字 ・ か な 変換 表 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 「R か な 」「R カ ナ 」 モー ド を 使っ た と き の 変 換 表 で す 。 
ワー プロ や B AS 1C の 場合 と は 一 部 異な っ て いま す の で ご 注意 くだ さい 。 
(ワー プロ 使用 時 の ロー マ 字 ・ か な 変換 表 選 別 民 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」) 
CBAS 1C 使 用 時 の ロー マ 字 ・ か な 変換 表 選 別冊 の 「B AS | C 入 門 」) 


小文字 の 対照 「 
8 | ゃ LYA | ゅ LYU | ぇ LYE | ょ LYO 


朱音 、 促 彰 の 対照 
う WE 
ぎゃ GYAI| ぎ えら YE 


し ゃ SYA SYE 
SHA SHE 
じゃ ZYAI じ 移 Z2YE1s 
JYA JYE 
JA JE| 
ちゃ CHA CHE | ちょ 
CYA CYE 
TYA | 
ちゃ DYAI ち ぃ |5 ぇ DYE | ちょ 
て ゃ THA | て ぃ HU | THE | て ょ 
で ゃ DHA | で ぃ え DHE | で ょ 
に ゃ NYA | に ぃ NYE | に ょ 
ひ ゃ HYAIOu HYE |O ょ 
び ゃ BYAIOu え BYE|O ょ 
び ゃ PYAIOu 和え PYE|O ょ 
ふぁ 。 FAI| ふ ぃ F E | ふ ぉ 
ぶ や FYAI1I か ふ ぃ S F Y E | 必 ょ 
み ゃ MYA | みぃ MYE | み ょ 
りゃ RYAI り u ぇ RYE| り ょ 
う ヾ ぁ VA 1 うい ヾ ぃ VU | うぅ う ヾ ぇ VE | うい ヾ ぁ ぉ VO 
(ヴァ ) (ヴィ ) (ヴェ ) (ヴォ ) 


@「 っ 」 は 同じ 子音 を 2 回 押し ます 。 
@「 X」 を 押す と 、「 一 (長音 ) が 表示 され ます 。 


@「 づ 」「 ヴ 」 は 、 ひ ら が な 表示 の と き 「 う 」 と 「 ヾ 」 で 2 文字 分 の スペ ー ス が 必要 。 
カタ カナ 表示 の と き は 、「 ヴ 」 で 1 文字 分 の スペ ー ス 。 


エフ ー パ ッ セ ー ン 表 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 、 デ ジ ト ー ク ツー ル 、 カ ラー 印刷 ツー ル 関 係 


セージ 
同じ ファ イル 名 が 存在 し | 既に 使用 され て いる | ・ 上 書き する と き は [実行 ] を 押す 。 
も の と 同じ ファ イル | ・ 上 書き し な いと き は [取消 ) を 押し て 
名 を 指定 し て 保存 し | 別 の ファ イル 名 を 指定 する 。 
よう と た し た だ た 。 
書き 込み エラ ー が 発生 し | フロ ッ ピー ディ スク | [取消 ) を 押し て 表示 を 消し 、 別 の フォ 
の 記憶 領域 が 足り な | 一 マッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 
い 。 ま た は 保存 され | 内 蔵 ド ライ プ に 入れ て か ら 、 操 作 を や 
て いる ファ イル の 総 | り 直 す 。 
数 が 112 個 に 達し て 
いる 。 
書き 込み 禁止 を 解除 し て | フロ ッ ピー ディ スク | フロ ッ ピー ディ スク の ライ ト プ ロ テク 
く 太 きい が ライ ト プ ロ テク ト | ト を 解除 し て 、 操 作 を や り 直 す 。 
(書き 込み 禁止 ) の 
状態 で 保存 し よう と 
7 詞 
この シナ リオ デー タ は | 拡張 子 が PCK の | [取消 ) を 押し て シナ リオ デー タ を 変更 
B AS | C 方 式 で 保存 | ファ イル が 指定 され | する か 、 デ ジ ト ー ク 形式 で 保存 する 。 
で きま せん て いる シナ リオ デー 
タ を BAS1C 形 式 
で 保存 し よう と し た 。 
この ソフ ト は MSXーDOS の 画 | 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 
MSXーDOS2 で 面 か ら 付属 ソフ ト を | て 、 電 源 ス イッ チ を 入れ な お すか リ 
動か し て くだ さい スタ ー ト させ よう と | セッ ト ボ タン を 押す 。 
し た 。 


コマ ンド が 挿入 され て い | 行 挿入 を 行っ た 行 に | 行 挿入 を 行っ た 行 に コマ ンド を 入力 す 
ませ ん コマ ンド を 入力 し て | る 。 

いな い 。 
て いま す あと に ファ イル 名 を | を 入力 する 。 

入力 し て いな い 。 
LOOP コ マン ド の | LOOP コ マン ド の あと に し LOOP 回 
あと に LOOP 回 数 | 数 を 入力 する 。 
を 入力 し て いな い 。 
WA | T コ マン ド の あと に 時 間 を 入力 
あと に 時 間 を 入力 し | する 。 
て いない 。 


ステ デ ム ディ スク 6 狗 
セッ ト し て くだ さい 


内 蔵 ド ライ ブ (増設 
ドラ イブ 接続 時 は 増 
設 ド ライ ブ ) に シス 
テム ディ スタ 2 和 を 入 


| れ て いな い 。 


内 蔵 ド ライ ブ (増設 ドラ イブ を 接続 し 
て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 付属 の 
シス テム ディ スク 2 を 入れ て [実行 を 
押す 。 


シナ リオ デー タ が あり ま 
せん 


シナ リオ デー タ が な 
いと き に シナ リオ を 
実行 、 全 消去 また は 


| 保存 し よう と し た 。 


II を 押し て シナ リオ デー タ を 作成 
する . 


ディ スク を 確か め て く 
だ さい 


フロ ッ ピー ディ スク 
を ドラ イブ に 入れ て 
いな い 。 ま た は 、 
フォ ー マ ッ ト 済 み の 
フロ ッ ピー ディ スク 
を ドラ イブ に 入れ て 
いな い 。 


正しい フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ド ラ 
ラビ 大 衣 。 を 押す 。 


デー 多 が いう ば いで 提 入 | 
で きま せん 


シナ リオ デー タ が 99 
行 ま で 使わ れ て いる 
と き に 、 行 挿入 を し 
よう と し た 。 


99 行 以上 、 シ ナリ オデ ー タ を 入れ る こ 
と は で きま せん 。 


内 蔵 メ モリ が R AM ディ 


R AM ディ スク を 設 | ・ 内 蔵 メ モリ を ぞ その まま 残し て お く と 


スク 等 で 使用 され て いま | 定 し た 状態 で デジ ト | き は [取消 ) を 押し て 終了 する 。 
す ー ク ツー ル を 始め よ | ・ 内 蔵 メ モリ を 壊し て デジ トー クツ ー 
書き 換え て も よい で すか ?⑦ | うと し た 。 ル で 使用 する と き は [実行 ] を 押す 。 
ファ イル が 見 つか り ま | フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク | 正しい フロ ッ ピー と 交換 する 。 
せん を まち が えて いる 。 
印刷 する 絵 の ファ イ | 印刷 する 絵 の ファ イル 名 の 拡張 子 を 
ル 名 の 拡張 子 が 異な | 「P | C と 」 ま た は 「? ? 8 」 に 変更 す 
る 。 る 。 
ファ イル 名 が 間違っ て い | 画像 ファ イル 名 また | 正しい ファ イル 名 また は 拡張 子 を 入力 
ます は 音声 ファ イル 名 の | する 。 
ファ イル 名 が 入力 さ 
れ て いな いか 、 拡張 
子 が 間違っ て いる 。 


プリ ンタ を 確か め て く 
だ さい 


プリ ンタ が 接続 され 
て いな いか プリ ンタ 
の 電源 が 切れ て いる 。 
プリ ンタ に 用 紙 が 

セッ ト さ れ て いな い 。 
プリ ンタ の イン クリ 
ボン が 終了 し た 。 


| は 日 面 を 上 に し ) 


本 機 と プリ ンタ の 電源 を 切っ て 接続 を 
確か め 、 両 方 の 電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て 印字 可 ス 
イッ チ を 押し 、 を 押す 。 
新しい リボ ンカ セッ ト と 交換 し (また 


せん 


保存 する デー タ が あり ま | R AM に 音声 デー タ 


が 記録 され て いな い 
状態 で 保存 の 操作 を 
し ポラ し 。 だ 。 


[実行 を 押す 。 
[取消 を 押す 。 


音声 デー タ を 録音 し て か ら 、 保 存 の 操 
作 を する 。 


メモ リ 不 定 で す 
電源 を 切っ て 接続 
し な お し て くだ さい 


| ドラ イブ が 2 台 増 設 


され て いる 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ て 増設 ドラ イブ を 
1 台 取 り は ず し 、 を 押し な が 
ら 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。( シ フト 立 
ち 上 げ を 行う と 、 付 属 ソフ ト が 正常 に 
動作 し な く な り ま す 。) 


メモ リ 不 定 で す 
CTRL キ ー を 押し 
な が ら 電 源 ス イッ チ 
を 入れ て くだ さい 


増設 ドラ イブ 1 台 を 
接続 し て いる と き に 、 
付属 ソフ ト を スタ ー 
ド し よう と し た 。 


オーーーー 一 


内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 
て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を 増設 ドラ イ 
プ に 差し 込み 、 を 押し な が ら 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


ルー プ に エラ ー が あり ま 


す 


LTOP ま た は LO | 不足 し て いる コマ ンド (LTOP ま た 


OP の どちら か 片方 
の コマ ンド し か 指定 
し て いな い 。 


は LOOP) を 設定 する か 、LTOP 
また は L OOP コ マン ド の ある 行 を 消 
去 する 。 


ーー デビ 日 ツテ ト 当 ゆ / 
ウー クエ リア ガタ り マ 
セン 1! 


内 蔵 ソ フト 切替 ス 

イッ チ を 「 入 」 に し 
た 状態 で 、 シ フト 立 
ち 上 げ を し た 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 を 


押さ ず に 電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル 関係 


SS RES 


メ 原 因 
ABORTED プリ ンタ が 接続 され 
て いな いと き に 、 印 | 接続 し 、 
吊 を 行 お うと し た 。 | て 初め か ら や り 直 す 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら プ リン タ を 
ふた た び 電 源 ス イッ チ を 入れ 


ABORTED 


プリ ンタ の 電源 ス 
イッ チ が 切れ て いる 
と き に 、 印 刷 を 行 お 


プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 入れ て か ら 
を 選ぶ 。 


| 学 ら 人 


セッ ト さ れ て いな い 
と き に 、 印 刷 を 行 お 
うと し た 。 


プリ ンタ の 用 紙 が | プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト す る 。 


CRC error 


が 不良 また は こわ れ 
て いる 。 


フロ ッ ピー ディ スク | フロ ッ ピー ディ スク を 交換 する 。 


の 記憶 容量 が 不足 し 
て いる 。 


| フロ ッ ピー ディ スク | 


別 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 。 


DisK offline 


File not found 


NO CONNECT 


Other error 


スキ ャ ナ を 選ん だ 。 
フォ ー マ ッ ト さ れ て 


指定 され た ドラ イブ 
に 。 フロ y ッ ピー ディ 
スク が 入っ て いな い 。 
入力 され た ファ イル 
名 の ファ イル が 、 フ 
ロッ ピー ディ スク に 
保存 され て いな い 。 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 
が 接続 され て いな い 
と き に 、 イ メー ジ ・ 


フロ ッ ピー ディ スク を 入れ て 、 操 作 を 
や り 直 す 。 ま た は フロ ッ ピー ディ スク 
を 入れ て いる ドラ イブ を 指定 し 直す 。 
次 の 点 を 確認 する 。 
・ フ ロッ ピー ディ スク を まち が えて い 
な いか 。 
・ フ ァイル 名 を まち が えて いな いか が 。 
・ ド ライ ブ 指 定 を まち が えて いな いか 。 
電源 スイ ッ チ を 切っ て イメ ー ジ ・ ス 
キャ ナ を 接続 し 、 ふた た び 電 源 ス イッ 
チ を 入れ て 初め か ら や り 直 す 。 


いな い フ ロッ ピー 
ディ スク を 操作 し よ 
うと し た 。 


OVERLAY OK? 


画像 を 保存 する と き 
に 、 す で に 保存 され 
て いる ファ イル と 同 
」 じ 名 前 を 入力 し た 。 


フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー ディ スク 
を 使う 。 


・ 上 書き する と き は を 選ぶ 。 
・ 上 書き し な いと き は を 選び 
別 の ファ イル 名 を 入力 する 。 


Write Protect 


画像 を 保存 する と き 
に 、 フ ロッ ピー ディ 
あみ に ライ トブ プロ デ 
クト が か か っ て いた 。 


ドラ イプ か ら フ ロッ ピー ディ スク を 取 
り 出し 、 ラ イト プロ テク ト を 解除 し て 
ドラ イブ に 入れ 、 を 押す 。 


故障 か な ? ! と 思っ た ら 


故障 か な ?! と 思わ れ た と き は 、 修 理 を 依頼 され る まえ に 、 も う 一 度 以下 の 確認 を し て く 
だ さい 。 ま た 、 テ レビ や その 他 の 周辺 機器 の 取扱 説明 書 も 参照 し て くだ さい 。 ぞ それで も 
な お 異常 の 場合 に は 、 お 買い 上 げ 店 に ご 相談 くだ さい 。 


回 着 商 20 夫 補 2 

電 | 電源 ラン プ が 点 | 電源 プラ グ が コ | 本 機 と テレ ビ の 電源 プラ グ を コン セン ト に 差し 
灯 し な い ン セ ント に 差し | 込み 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 

源 


込ま れ て いな い 


画面 に 何 も 表示 | 接続 の し か た を | 本 機 と テレ ビ の 接続 を 確認 する 。 
され な い まち が えて いる 


画面 の 切り 替え | ・ テ レビ の R GB 端 子 に 接続 の と き 

が 間違っ て いる | …… テ レビ を RGB 画 面 に 切り 替え る 。 

・ テレ ビ の 映像 入力 端子 また は S 端 子 に 接続 の と き 。 

…… テ レビ を ビデ オ 画 面 に 切り 替え る 。 

・ テ レビ の アン テ ナ 端 子 に 接続 の と き 

…… チ ャ ン ネ ル 1 また は 2 に 切り 替え る 。 
(本 機 の R F チ ャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ の 

設定 と 同じ チャ ン ネ ル に 切り 替え る ) 

テレ ビ を 調整 する 。 

テレ ビ を 調整 する 。 た だ し 、 映 像 また は RF ケ 

ー ブ ル で 接続 し て いる 場合 は 、 多 少 の 色 の に じ 

みや 画像 の ボケ は 発生 し ます 。 故 障 で は あり ま 

せん 。 

テレ ビ の 輝度 を 下げ る 。 た だ し 、 表 示 画 面 の パ 

ター ン に よっ て は 多少 の 曲がり は 発生 し ます 。 

故障 で は あり ませ ん 。 

メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 入出 力 セ レク ト を 選び 、 

画面 表示 位置 の 調整 を 行う 。 (71 ペ ー ジ ) 


電池 を 交換 し て みる 。 (②24 ペ ー ジ ) 


テレ ビ の 調整 不 


色 が つか な い 


テレ ビ 放 送 の 受 | 電源 の 切り 忘れ 


・ (プロ グラ ム を セー ブ し て ) 電源 を 切る 。 


信 画 面 (接続 さ 
れ て いる テレ ビ ) 
に し ま 模 様 の ノ 


| イズ が 人 入る 


・ ア ン テ ナ ケー ブル に は 同軸 ケー ブル を 使い 、 
アン テ ナ 混 合 器 、U ノ V 分 波 器 を 介さ ず 、 直 
接 ア ン テ ナ 入力 端子 に 接続 する 。 (アン テ ナ 
ケー ブル 、U/V 分 波 器 な どの 取り 替え は 販 
売店 に 相談 し て くだ さい 。) 

・ 放送 電波 の 弱い 地域 や アン テ ナ の 付設 状況 に 
よっ て 、 多 少 の し ま 模 様 の ノイ ズ を 発生 する 
場合 が あり ます 。 


ニー キー 一 


羽 洋 明 中 


に 7 


ケー ブル の 接続 
が 不 完全 


音声 ケー ブル の 接続 を 確認 する 。 


テレ ビ の 音声 が 
小 に な っ て いる 


テレ ビ の 音声 を 大 きく する 。 


B E EP 音 が 鳴 
ら な い 


次 の 命令 を 実行 する 。(B E E P 音 の 設定 ) 


SE ] 且 世 呈 P 1.8 


キー 入力 が で き | プロ グラ ム 実 行 
な い 


・[ PAUSE ]」 ボ タン を 押し て いな いか 確認 する 。 
・ プ ログ ラム の キー 入力 ルー チン を 確認 する 。 
特に [ CTRL を 押し な が ら [ STOP ) を 押し て 
実行 停止 し た 状態 で キー 入力 に 異常 が 見 られ 
な い 場 合 は 、 プ ログ ラム ミス の 可能 性 が 大 き 

(3 


1 


プロ グラ ム が 正 
し く 動 作 し な い 


パソ コン 雑誌 な 
どか ら 、 プ ログ 
ラム を 入力 し た 


入力 に まち が い が な いか よく 確認 する 。 
機械 語 に よる プロ グラ ム の 場合 、 機 種 に よる ス 
ロッ ト 構 成 の 違い の た め 、 プ ログ ラム を 変更 し 
な けれ は 正常 に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 


7 | ジョ イ パ ッ ド や 
マウ ス が 操作 で 
き な い 


差し 込む PO 
T が 異な る 


接続 が 不 完全 | 接続 コネ クタ を PORT に 確実 に 差し 込む 。 
R | プロ グラ ム の 説明 書 を 読ん で 、 接 続 す る POR 


T を 確認 する 。 


を 押し た 


LPAUSE ) ボタ ン 


・ もう一度 PAUSE 」 ボ タン を 押す 。 

・ ソ フト に よっ て は 、[ PAUSE 」 ボ タン を 押す と 
ジョ イ パ ッ ド が コン トロ ー ル で き な く な る も 
の が あり ます 。 


ス | マウ ス が 操作 で | 電源 スイ ッ チ を 


入れ た 後 で 、 接 
続 し た 


刀 き な い 


電源 スイ ッ チ を 一 度 切っ て 接続 し た 後 、 電 源 ス 
イッ チ を 入れ る 。 


連射 に な か っ て いる | 連射 速度 調整 つま み を 「 切 」 に する 。 


ダ 
男 
ッ 
層 
| 
デ 
イ 
ス 
ク 
ド 
ラ 
二 
メ 
関 
係 


プロ ッ ピー ディ 
スク が ディ スク 
差し 込み 口 に 入 
ら な い 


エラ ー メ ッ セ ー 
ジ が 表示 され る 


挿 人 する 向き を 
まち が えて いる 
すでに フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク が 入 
っ て いる 


正しい 向き に 挿す る 。 ( 層 39 ペ ー ジ ) 


ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て 中 に 入っ て い 
る フロ ッ ピー ディ スク を 取り 出し 、 使 用 する フ 
ロッ ピー ディ スク を 挿入 する 。 


アッ ロッ ビー ディ 
スク の オー トシ 
ャ ッ タ の 動き が 
悪く な っ て いる 
ロッ ピー ディ 
スク の 不良 


1 一 2 回 、 ま で オー トシ ャ ッ タ を 動か し て か ら 、 
挿入 し 直す 。 
(内 部 の 磁気 シー ト に 触れ な いで くだ さい 。 ) 


特定 の フロ ッ ピー ディ スク だ け に 異常 が 起き る 
場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 不良 と 考え られ 
ます 。 


M S X 以 外 の バ | 


ジコ ジ で フォ デー 
マッ ト し た フロ 
ピー ディ スタ 
を 使用 し て いる 


MS X パ ソコ ン で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー 
ディ スク 以外 は 使用 で きま せん 。 

(②「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 262 ペ ー ジ ) 
(フォ ー マ ッ ト を 行う と 、 す で に 保存 され て い 
る プロ グラ ム な ど は 消え て し まい ます 。 付属 
の シス テム ディ スク は 絶対 に フォ ー マ ッ ト し 
な いで くだ さい 。 ) 


| フロ 区 一 7 


スク の まち が い 
ファ イル 名 の ま 
ちがい 


ドラ イブ 名 の ま 
ちがい 


BASIC か MSXーーDOS 2 を 使っ て 、 そ 
の フロ ッ ピー ディ スク の 呼び 出し た い フ ァイル 
が 保存 され て いる か 確認 する 。 (BAS1C や 
MS メーDOS で は 拡張 子 も 忘れ ず に 入力 し て 
くだ さい 。) 

増設 ドラ イブ を 接続 し て いる と き は 、 増 設 ド ラ 
イブ が ドラ イブ A と な り 、 ド ライ ブ 名 を 省略 す 
る と 増設 ドラ イブ を 指定 し た こと に な り ま す 。 


ジフ ト 立 ち 上 げ 
を し た 


リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 最 初 か ら や り 直 す 。 


その 他 の 原因 | 別冊 の 「BAS1IC 入 門 」 の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


表 を 参考 に し て 、 原 因 を 調べ る 。 


R OM カ ー ト リ 
ッ ジ が 動作 し な 
い 


差し 込み が 不 完 
全 


電源 を 切っ て 、 カ ー ト リッ ジ を 差し 直し た 後 、 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


上 


・M S X 仕 様 の カー トリ ッ ジ が 確認 する 。 
(MS X 仕様 で な いも の は 使え ませ ん 。) 
・ カ ー ト リッ ジ 端 子 が 汚れ て いな いか が 確認 する 。 


全く 動作 し な い 


ラリ jp に 
可 ス イッ チ を 押 
さなか っ た 


プリ ンタ の 印字 可 ス イッ チ を 押す 。 


プリ ンタ の 誤 動 
作 


コネ クタ の 接続 を 確認 する 。 


接続 が 不 完全 ゴ 
プリ ンタ の スイ 

ッ チ が 正しく 設 
| 定 さ れ て いな い | 


プリ ンタ の リボ ン 選 択 ス イッ チ な ど を 正しく 設 
定 する 。 


異な る 文字 が 
刷 さ れる 
玉 


・M S X 仕 様 の プリ ンタ を 使う 。 
(F SFPG 1。F ター ん 1。 
な ど ) 

・ 汎 用 プリ ンタ モー ド に 設定 する 。 

・ 入 出力 セレ クト で 、 使 用 する プリ ンタ を 正 し 
く 設 定 する 。 


FSー ド PKK 1 


| 設定 し た カラ ー 
印刷 が で き な い 


マル ヂカラ ー リ 
ボン カセ ッ ト を 
セッ ト し て いな 
い 


プリ ンタ に マル チカ ラー リポ ボン シン カセ ッ ト を セッ 
ト す る 。 


リボ ン 選 択 ス イ 
ッ チ が 「 シ ング 
ル 」 に な っ て い 
7 ご 


プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 「 切 ]」 に し 、 リ ボン 
選択 スイ ッ チ を 「 マ ル チ 」 に し て か ら 、 電 源 ス 
イッ チ を 「 入 」 に し て 、 初 めか ら 印 刷 し 直す 。 


*) 印刷 中 に 誤 ま っ て プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 再び 電源 スイ ッ チ を 「 入 」 


に し た と き は 、 プ リン タ の 電源 スイ ッ チ を も う 一 度 「 切 」 に し 、 パ ソコ ン の ソフ ト に 
印刷 処理 を 中 止 させ る 操作 を し て か ら 、 プ リン タ の 電源 スイ ッ チ を 「 入 」 に し て 印刷 
の 操作 を や り 直 し て くだ さい 。 


M S X の 画面 が | ・ 設 定 し た パス ワー ド を 入力 する 。 
表示 され た まま | パス ワー ド を 忘れ た 場合 に は 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 
で 、 つ ぎの 画面 | に し て 、[GRAPH] と [STOP] を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ 
に 移ら な い る 。 
パス ワー ド を 取り 消す 場合 は 、B A S | C 画 面 で 次 の 命令 を 実 
行 する 。 

8 所 THTL 選 の 右 


育 景 の 色 が 青 と | ・BAS 1C の SE T 病 令 で 画面 モー ド を 設定 し た 場合 に は 、 設 


異な る 定 し 直す 。 

「Main RAM 256| ・ 乾 電池 の 交換 や 何ら か の 異常 操作 で 発生 し た 場合 に は 、 
Kbytes」 の 表示 | を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 

の 下 に 、 何 か 文 (この と き 、 画 面 モ ー ド も 初期 設定 され ます 。) 

字 が 表示 され る | 初期 設定 に つい て > 

B | 「OkJ の 文字 の か | "MSX の タイ トル 画面 で の パス ワー ド や タイ トル は 表示 され 
A | わり に 別 の 文字 ませ ん 。B AS | C の 初期 画面 の 画面 モー ド は 次 の よう に な 
S | が 表示 され る り ま す 。 

| | 文字 や 背景 画面 ・SCREEN 1 で 「29 文 字 ノ 行 」 表示 

C | の 色 が 異な る ・ 背 景色 は 青 、 文 字 色 は 白 

の | 1 行 に 表示 され ・ 命令 受け 付け 可能 時 に 表示 され る 文字 は 「Ok」 
初 | る 文字 数 が 少な 
期 | い (通常 は 29 文 
画 
面 


M 
S 
X 
の 
層 
イ 
ト 
ル 
画 
面 


に 


字 / 行 ) 
表示 され る 文字 
が 小さ い 


本 機 の 仕様 


Z 一 80A 相当 (クロ ッ ク 周 波数 三 3.579545 MH2) 
R800 (クロ ッ ク 周 波数 王 28.636360 MHz) 
ROM 80KB (漢字 BASIC 
64KB (MSX DISK BASIC) 

16KB (MSX-MUSIC 拡 張 BASIC) 
256KB (16 じ NIS 第 1、 第 2 水準 漢字 
512KB (MSX-JE 用 か な 漢字 変換 辞書 ) 
608KB (MSX-JE/WP ソ フト ) 

256KB 


マイ タロ プロセッサ 


メイ ン R AM 


256WX192H ド ッ ト 
映像 関係 表示 ドッ ト 数 | 256WX212H ドット 
512WX212H ド ッ ト 
64WX 48H ブ ロッ ク (1 プロ ッ ク は 4X4 ド 


P S G :AY-ー3 一 8910A 相 当 
F M 音 源 :YM2 4 13 相 当 

P C M : 8 ピット 1cH 

| 内 蔵 マ イク | エレ クト レッ トコ ン デ ン サ マイ クロ ホン 
文字 キー (J 1S 配 列 ) 49 キ ー 
テン キー 

制御 キー、 そ の 他 
電源 スイ ッ チ 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 、 
RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ 、R E S ET ボタ ン 、 
ディ スク 取り 出し ボタ ン 、 連 射 速度 調整 つま み 、 

PAUSE ボ タン 
3.5 イ ンチ 両面 倍 密 度 倍 トラ ッ ク (2 DD) タイ プ 
記憶 容量 1MB (フォ ー マ ッ ト 時 720KB) 


スイ ッ チ ・ ボ タン 


ディ スタ ドラ イブ 


年 、 月 、 日 、 時 、 分 、 秒 を 記憶 
(バッ テリ ー バ ッ ク ア ッ プ 機能 付き ) 
カー トリ ッ ジ スロ ッ ト | 2 コ (MS X 標 準 5 0 ピン ) 
2 コ (D サ ブ 9 ピン ) 
1 コ (1 4 ピン アン フェ ノー ル ) 
S 映 像 出力 端子 | 1 コ (ミニ D | N 4 ピン ) 
人 出力 端子 | ビデ オ 出 力 端子 | 1 コ (RCA ピ ン ) 
(出力 電圧 : 1.0 Vp-p 負荷 イン ピー ダン ス :75 Q) 
1 (工人 和 ピ め ) 
(基準 出力 電圧 : 436 mV 負荷 イン ピー ダン ス : 47 KO) 
マイ ク 入 力 端子 | 1 コ (ミニ ジャ ッ ク ) 
(入力 最大 電圧 : 5 mVp-p) 
1 コ (DIN8 ピ ン ) 
RF 出力 端子 | 1 コ (RCA ピ ン ) 
L ED 表示 7 コ (電源 、CAPS、 か な 、 ポ ー ズ 、 
FDD IN USE、 高 速 モ ー ド 、 連 射 速 度 ) 
幅 425 mm・ 奥 行き 292 mm・ 高 さ 89 mm 
3.4 kg (バッ クア ッ プ 乾電池 含む ) 
100 V 土 10 % 50 ンプ 60 Hz 
21 W 
10<35 C 


ァ デジ ドー シ ヴ ツー ル 

音声 編集 (録音 、 再 生 、 エ コー、 ス ピー ド 、 波形 表示 、 無 音 、 
削 際 、 逆 ぐさ 、 保 存 、 呼 出 、 合 成 、 結 合 

紙芝居 (LOAD、LOOP、WAIT、PAUS、** ネ ※* ネ *) 
グラ フィ ッ ク ウ ツー ル 

ペン 、 直 線 ・ 円 ・ 皿 角 、 塗 りつ ぶし 、 消 し ゴム 、 コ ピー、 
文字 表示 、 イ メー ジ ・ ス キャ ナ 入 力 、 保 存 ・ 呼 び 出 し 、 印刷 
カラ ー 印 刷 ツ ー ル 
MS メーDOS 2 保有 


@ ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル の 仕様 に つい て は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 
書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


BASC 


湊 了 


1 


4000 | 化 婦 上 


0、 半 人 半 2#3 


よく 使わ れる 用 語 の 解説 


ここ で は 、 本 機 に 関す る 用 語 を 分 か りや すく 説明 し ます 。 


アイ コン 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 
エラ ー メ ッ セ ー ジ 
カー ソル 
改行 ピッ チ 


拡張 子 


か な 入力 
ロー マ 字 入力 

区 点 コ ー ド 

実 行 

初期 化 


スク ロー ル 
全角 文字 、 半 角 文 字 


増設 ドラ イブ 
アプト 
ディ レク トリ 
憲和 
ドッ ト 
内 蔵 ド ライ ブ 


入 カ 
バー ド 


メニ ュー の 中 の 操作 し た い 機 能 を 選ぶ た め の 表 示 。 

絵 や イラ スト を パソ コン の デー タ と し て メモ リ に 取り 込む 装置 。 
エラ ー 発 生 時 に その 内 容 を 示す 表示 。 

アイ コン を 選ぶ と き や 、 画 面 上 で 次 に 処理 を 行う 位置 を 示す マー ク 。 
プリ ンタ 送り ピッ チ 。 プ リン タ が 1 行 印刷 する ご と に 、 用 紙 を 送る 長 
さ の 単位 。 

ファ イル の 種類 を 区 別 す る た め に ファ イル 名 の 後ろ に 付け る 。 フ ァ イ 
ル の 数 が 多い と き に 便利 で す 。 

漢字 を 入力 する と き な ど に 、 ひ ら が な や カタ カナ の キー を 押し て 変換 
で きる 状態 が 未 確 定 。 

漢字 に 変換 する か 無 変 換 の 操作 を し 、 も うこ れ 以 上 、 変 換 で き な い 状 
態 が 確定 。 

キー 上 に 書か れ て いる ひら が な を 押し て 入力 する の が か な 入力 、 キー 
上 に 書か れ て いる アル ファ ベッ ト を 押し て 入力 する の が ロー マ 字 入力 。 


10 進 数 の 2 桁 の 区 コー ド と 点 コ ー ド で 、 漢 字 な どの 文字 を 表し た も の 。 
人 入力 され た 病 令 や る プロ グラ ム に し た が っ て 、 実際 に 動作 を 行う こと 。 
フォ ー マ ッ ト の 項 参照 。 

画面 上 に 表示 され て いる 文字 な ど を 上 下方 向 に 動か すこ と 。 

漢字 の よう に 縦 と 横 の 比率 が 約 1 : 1 の 文字 が 全角 文字 、1 : 0.5 の 文 
字 が ギ 角 文字 。 半 角 文 字 は カタ カナ 、 英 文字 、 数 字 、 記 号 の み で 、 灘 
字 に 変換 で きま せん 。 

本 機 の スロ ッ ト に 増設 し た フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の こと 。 


ソン フト ウェ ア 。 一般に 、 コ ンピュータ に 何 か を させ る た め に 作ら れ た 
プロ グラ ム や デー タダ の こと 。 

フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる ファ イル の リス ト を 表示 する 機 
能 。 

人 入力 され た 文字 、 数 値 、 記 号 な どの こと 。 

文字 や 図形 、 絵 な ど を 構成 する 点 の こと 。 

本 機 に 内 蔵 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の こと 。 


コン ピュ ー タ に 症 令 や デー タ を 与え る こと 。 
ハー ドウ ェ ア 。 コ ンピュータ 本 体 や 周辺 機器 な ど 形 の ある 装置 の こと 。 


パッ クア ッ プ 
ファ イル 

ファ イル 名 
フォ ー マ ッ ト 
フォ ント 
フリ ー エ リア 
プロ グラ ム 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
保 存 

メニ ュー 
メモ リ 
呼び 出し 


ライ ト プ ロ デ ク ト 


MSX 


MSXーDOS2 


マル チカ ラー 
リボ ンカ セッ ト 


PCM 


重要 な デー タ や プロ グラ ム の コピ ー を 取っ て 、 紛 失 や 破損 に 対応 で き 
る よう に する こと 。 

プロ グラ ム や デー タ の 集合 を 、 コ ンピュータ が 管理 し や すい よう に ひ 
と まとめ に し た も の 。 

プロ グラ ム や デー タ の 保存 、 呼 び 出し の と き に 便利 な よう に 、 フ ァ イ 
ル に 付け て ある 名 前 。 

新しい フロ ッ ピー ディ スク を M S X パソ コン で 使え る 状態 に する こと 。 
点 の 集まり で 文字 の 形状 を 表し た デー タ 。 

パソ コン の メモ リ の 中 で 、 自 由 に 使え る 部 分 。 

コン ピュ ー タ で 処理 する 仕事 を 、 コ ンピュータ の 言葉 に 置き 換え て 書 
いた 命令 の 集まり 。 

円 毅 状 の 磁気 シー ト を ケー ス に 収め た も の 。 プ ログ ラム や デー タ を 保 
存する と き に 使う 。 

コン ピュ ー タ 内 の メモ リ に ある プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピー ディ 
スク に 書き 込ん で 、 残 し て お く こ と 。 

操作 が いく つか に 分 か れる と き に 出る 画面 表示 。 

コン ピュ ー タ 内 で 、 プ ログ ラム や デー タ を 記憶 し て お く た め の 部 分 。 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ を コン ピュ 
ー タ 内 の メモ リ に 読み 込む こと 。 

フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ を 、 ま ち が 
っ て 消し た り 書 き 換 えた り し な いよ うに フロ ッ ピー ディ スク へ の 書き 
込み や 消去 を 禁止 する こと 。 

エム エス エッ クス 。 各 メ ー カ ー の ハー ドウ ェ ア に 互換 性 を 持た せ 、 ど 
の メー カー の ソフ ト で も 使用 で きる よう に 開発 され た パソ コン の 仕様 。 
DOS (ドス ) は ディ スク ・ オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム の 蜂 語 
フロ ッ ピー ディ スク を 幅広 く 、 ま た 効率 良く 使用 で きる よう に する た 
め の M S X turbo R シ ステ ム 用 の プロ グラ ム 。 

黒 、 マ ゼン タ 、 シ アン 、 黄 の 4 色 の イン クリ ボン が 、 そ れ ぞ れ 1 色 だ 
け で 用 紙 の 1 行 全部 を 印刷 で きる 長 さ ずつ つなが り 、 1 つの 「 パ ター ン 」 
を 作っ て いる 。 

用 紙 の 1 行 分 の 印刷 に 必ず 1 つの パタ ー ン を 使用 する 。 こ れ に より 、4 色 
の 組合 せ で で きる すべ て の 色 を 印刷 する 事 が で きる 。 

付属 ソフ ト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 な ど で 作 成 、 保 存 し た 画像 の デー 
色 を 、 付 属 ソ フト 「 カ ラー 印刷 ツー ル 」 を 使っ て 印刷 する と き に 使用 
ず 吉 。 

パル ス ・ コ ー ド ・ モ ジュ レー ショ ン の 略語 。 音 声 を デジ タル 信号 ( 非 
常に 短 か い 時 間 で 音声 を 区 切り 、 測定 し た 値 を 数 値 で 表わし た も の ) 
と し て 扱う 録音 、 再 生 方 式 。 


※(dJ は デジ トー クツ ー ル 関係 
(99 は グラ フィ ッ ク ツ ー ル 関係 
(c| は カラ ー 印 刷 ツ ー ル 関係 


あ 行 
アイ コン (9⑨) 107 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 人 入力 9) 161 
色 の 指定 (9) 132 
印刷 9⑨) 170、172 
IN USE( イ ン ユ ー ス ) ラ ンプ 22 
エコ ー(9) 92 
EX ケ ゲージ 立ち 上 ば 63 
S 接 続 16、26 
円 ⑨) 134 
鉛筆 (9) 126 
オー トシ ャ ッ タ 37 
音声 ガイ ド 68 
音声 ファ イル (d) 180 
か 行 
カー ソル _ @) 157 
カー ソル ぐい 107 
改行 ピッ チ ( プ リン タ の 改行 幅 )(9) 170 
回 転 コ ピー(9) 148 
外部 マイ ク 32 
拡大 ・ 縮 小 コ ピー⑨) 148 
確定 9⑨ 156 
影 文 字 ⑨) 154 
画像 ファ イル (9) 180 
紙芝居 (d) 179 
カレ ンダ ー 表 示 76 
逆 再 生 (d) 93 
区 点 コ ー ド (9⑨) 158 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル (9⑨) 103 


消し ゴム (描画 の 部 分 修正 ) (9) 
結合 (Q) 

原 ゴ コピー(9) 

合成 (画像 ) 9⑨) 

合成 (d) 

高速 モー ド 

コン トロ ー ル 立ち 上 げ 


サイ ズ (C) 

削除 (d) 

サン プリ ング レー ト (d) 
四角 ⑨) 

時 刻 ・ 日 付 の 設定 
自動 再生 

シナ リオ (9) 
シフ ト 立 ち 上 げ 

ジョ イ パ ッ ド 

新規 (d) 

スピ ー ド (9) 

全角 文字 (9) 

全面 消去 9⑨) 

ソフ ト (市 販 ) の スタ ー ト 


直線 (9) 

ツー ル (@) 

デジ トー クツ ー ル (音声 編集 )(d) 
デジ トー クツ ー ル (紙芝居 )(Q) 
テン キー 

電卓 

登録 枠 ( 色 の 指定 ) 9⑨ 

デジ トー ク み 

時 計 表 示 


な 行 


内 蔵 マ イク 

大 力 モ ー ド 
塗り つぶ し 9⑨) 
ね らい 打ち (C) 


は 行 


背景 色 (9 

は け (塗り つぶ し ) 9⑨) 
範囲 指定 (C) 

範囲 指定 (RANGE) 9) 
半角 文字 (9) 

標準 文字 (9) 

フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 
袋 文 字 (9) 

筆 (9) 

不定 形 コ ピー(9) 

プリ シタ 

プリ ンタ タ 送り ピッ チ 9) 
プリ ンタ 選択 (C) 

フロ ッ ピー ディ スク 
ペン ( 線 を 書く ) 9⑨) 


ペン キ 和 缶 (塗り つぶ が し) 9) 


保存 (d) 
保存 (9) 
ポイ ンタ (9) 


ま 行 


マウ ス 
マル チカ ラー 

リボ ンカ セッ ト (C) 
マル チカ ラー 印刷 (C) 
未 確 定 (9 


177、 


213 


156 


無音 9) 

虫 め が ね (9⑨) 

メイ ン メ ニュ ー 画 面 
メイ ン メ ニュ ー@ 
文字 の 入力 

文字 表示 (9) 


や 行 


横 太 文字 (9) 
容量 Qd) 
呼び 出し ⑨ 


ら 行 


ライ ト プ ロ テク ト 

連射 速度 調整 つま み 
ロー マ 字 か な 変換 
録音 開始 (d) 

録音 開始 音量 (9) 


アル ファ ベッ ト 


CALL 命令 
LOAD@) 
LOOP(9) 
MSXーDOS2 
PAUSO) 
WAIT 
ネネ 玉 (d) 


79、 


別売 り 用 品 一 覧 


・48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ ド あー 1 

・ イ メー ジス キャ ナ FW-RSU1W 

・ イ メー ジス キャ ナノ ハン ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 。 FS 一 |FA 1 

・MS X モ デム カー トリ ッ ジ F SーCM 1 

・ 電子 手帳 通信 セッ ト FS 一 APA1 

・MSX2Z 用 は が き 作 成 ソ フト FS 一 SD305 

・ マイ クロ ホシ 内 Pー 侯 人 197 の * 0 
AV アク セ サ リ ー 部 扱い 

* プ ラグ アダ プ RP 一 PA60A 本 弾 * に 
AV アク セ サ リ ー 部 扱い 

・ 14 型 カラ ー テ レビ (RGB マ ル チ 上 端子 付 ) THー14G2 (テレ ビ 事 業 部 扱い ) 

・ 劇 議 ケー プル FS 一 VC3011A 

・S 映 像 コー ド (3 m) VW 一 CV3 (ビデ オ 事 業 部 扱い ) 

・ ジ ョ イ パ ッ ド F SmJS220 

・ 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド ドーJ 全 る 2 交 

・MSX 用 マウ ス F 登 一 怖 1 一 昌 

・ 乾電池 ネオ ハイ トッ プ R 6 P (SUMー3 (NG) ) 
(松下 電池 工業 扱い ) 

+ LM 叫 一 ディ スタ AF 一 MF 2 DD 1 1 (磁気 記録 事業 部 扱い ) 

* 人 ス トカ あー DFWVFSA1WX 


@ ワー プロ と し て ご 使用 に な る 用 紙 、 リボ ンカ セッ ト 等 に つい て は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使用 説明 書 」 
の 巻末 を ご 覧 くだ さい 。 


お 手入れ は や わら か い 布 で 


本 機 の 表面 が 汚れ まし た ら 、 や わら か い 布 
で お ふき くだ さい 。 強く こす っ た りす る と 、 > ぬ さ と < 大 CZ2>。 
表面 に キズ が つく こと が あり ます 。 で てい っ 


水 で うす め た 中 性 洗剤 を や わら か い 布 に つ 
け 、 固 くし ぼっ て 汚れ を ふき 取り 、 ぞ その後 
か わい た 布 で よく ふい て くだ さい 。 

ベン ジン 、 シ ン ナ ー な どの 薬品 は 絶対 に 使 
用 し な いで くだ さい 。 ま た 、 化 学 で うき ん 
を 使用 する 場合 は 、 そ の 注意 書き に し た が 
っ て お 使い くだ さい 。 


下記 の よう な サー ビス を 行っ て いま す 。 ご 不明 な 点 が ご ざい まし た ら 、 お 求め の 販売 店 、 
また は 最寄り の 「 お 客 様 ご 相談 セン ター」 (別紙 参照 ) に お 問い 合わ せく だ さい 。 


保証 期間 は 1 年 間 で すむ 


保証 書 は 大 切 に 保管 し まし ょ う 。 


保証 期間 は 、 お 買い 上 げ 日 か ら 1 年 間 で す 。 
保証 書 (別に 添付 し て あり ます ) は 必ず 「 お 買い 上 げ 日 ・ 販 売店 名 」 等 の 記入 を お 確か め の 
うえ 、 販 売店 か ら 受 取っ て いた だ き 、 内 容 を よく お 読み の 後 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


保証 期間 一 お 買い 上 げ 日 か ら 1 年 間 で す 。 
修理 を 依頼 され る と き は 


まず 、「 故 障 か な ?⑦! と 思っ た ら 」( 層 204 ペ ー ジ ) に 従っ て 調べ て いた だ き 、 直 ら な いと き 
に は 必ず 電源 プラ グ を 抜い て か ら 後 の 処置 を し て くだ さい 。 


信 保 証 期間 中 は 

保証 書 の 規定 に 従っ て お 買い 上 げ の 販売 店 が 修理 させ て いた だ きま す の で 、 恐れ 入り ま 
す が 、 製品 に 保証 書 を 添え て ご 持参 くだ さい 。 

人 @ 保 証 期間 が 過ぎ て いる と き は 

お 買い 上 げ の 販売 店 へ ご 依頼 くだ さい 。 

修理 すれ ば 使用 で きる 製品 に つい て は 、 ご 項 望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 
販売 店 に ご 依頼 に な ら な い 場 合 に は 、 お 近く の 「 お 客 様 ご 相談 セン ター」( 別 紙 ご 参照 ) に 
ご 連絡 くだ さい 。 


補修 用 性 能 部 品 の 最低 保有 期間 


補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 
当社 は 、 こ の 製品 の 補修 用 性 能 部 品 を 製造 打ち 切り 後 、 最 低 6 年 間 保有 し て いま す 。 


@ ア フタ ー サ ービス 等 に つい て 、 お わか り に な ら な いと き 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は お 近く の 「 お 客 様 ご 相談 セン ター」 (別紙 ご 参照 ) 
に お 問い 合わ せく だ さい 。 
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発行 松下 電器 産業 株 式 会 社 ワー プロ 事業 部 
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@ 本 書 の 内 容 に 関し まし て は 、 事 前 予告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 
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e 覚え の た め 、 記 入 さ れる と 便利 で す 。 


お 買上 げ 年 ・ 月 ・ 日 ニ 月 日 
品 番 | FS-AIST 

お 買上 げ 店 名 電話 ( ) 
ご 相談 窓口 電話 ( ) 


松下 電器 産業 株 式 会 社 ワー プロ 事業 部 


〒571 大 阪 府 門真 市 大 字 門真 1006 電話 (06)908-1151 
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